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「廉れん太た郎ろうはとっても優しい子だと思うんだ」


　いきなり早はや瀬せ高たか雅まさは、オレ――柏かしわ木ぎ廉太郎の手を取って、そう言った。


　ここはオレの家。二階建てのごく平均的な家の二階の一室、早い話がオレの部屋だ。そこで、オレは十歳年上の友人…というか恋こい人びとである早瀬と、共通の趣しゆ味みである模型について語り合っていたはずだった。二人仲良くベッドに腰こしかけてさ。


　だが、早瀬がオレの手を取り、甘い声を出してきたからには、何か企たくらみがあるに決まっている。


　その企みとは……。


「ねえ、だから……廉太郎は私が何を望んでるかちゃーんと判わかってるし、私の願いをかなえてくれるよね？」


　そう言いながら、早瀬はオレの腰に手を回し、その端たん整せいな顔をオレに近づけてきた。


　もちろん、オレは早瀬の願いとやらが何なのか、よく判っている。早瀬はオレとエッチしたいんだよ。


「オレの家ではしないって、約束したじゃないか」


　そう。それなのに、この男は厚こう顔がん無む恥ちにも平然と約束を破って、オレが諦あきらめて「いいよ」って言うのを待ってるんだよ。いや、待ってるだけならいいけど、こうして甘い言葉とエッチっぽい行こう為いでオレを籠ろう絡らくしようとしていた。


「でも、今日は廉太郎の家の人、いないよ……」


　早瀬の低い囁ささやきが耳と腰を直ちよく撃げきする。


　いやいや、こんなことで負けてたまるかっ。


「そうだけどっ。いつ帰ってくるか判らないし……たとえ帰ってこなくても、オレは自分の家ではしたくない」


　今日は日曜で、めずらしいことに、オレ以外の家族全員が出かけている。普ふ段だんはオレのほうが出かけていて、早瀬のマンションなんかに行ってるんだけどね。


　当然、早瀬のマンションなら、いくらだってエッチしてもいいと思う。オレは高校二年生の十六歳、早瀬は立派な社会人の二十六歳という年の差カップルだけど、一応、アツアツの恋人同士だしさ。ま、男同士だっていうのは置いといて。


　でも、今日は宅配の人が来るからって、オレはそれを受け取るために留守番させられてるんだ。荷物を受け取りさえすれば、どこにでも行けるからって、さっきから模型の話をして、早瀬の機き嫌げんを取ってるんだけど、早瀬ときたら、それじゃ満足できないらしい。さっきから、いくら振ふり払はらっても、オレの身体からだのあちこちに触ふれてくるんだ。


　もういい加減に、オレのほうの事情も理解してほしいよ。


「優しくする。いつもみたいに、君がよすぎて声が抑おさえられなくなるまではしないから。ね、いいだろう？」


　オレは太ふと腿ももを這はう早瀬の手をバシッと叩たたいた。


「そういう問題じゃない。宅配の人が来るまで、どうして待てないんだよ？　ちょっとの我が慢まんだろう？　荷物を受け取ったら、早瀬のマンションに行こう。そのほうが心置きなくできるじゃないか」


「もちろん、廉太郎の言うことは判るよ。でもね、廉太郎と二人きりでいて、ただ話してるだけなんて、私には耐たえられないんだ」


　オレはもう呆あきれてしまって、溜ため息いきしか出なかった。


　だってさ。


　一人前の社会人がこんなワガママなことを言っていいわけ？　これじゃ、おもちゃ買ってーって、おもちゃ屋の前で転がって泣いてる子供と変わらないよ。


　早瀬の見た目はすごく格好いい。目つきがクールで、顔立ちも整っていて、長身で均整の取れた体型をしてるよ。しかも、大会社の社長で、オレが通ってる陽よう栄えい学園の理事長でもあるんだ。


　そんな早瀬が、一いつ介かいの高校生でしかないオレに、どうしてこんなワケの判らないダダをこねなくちゃいけないんだ。ホントに眩暈めまいがしてくるよ。


「もうちょっとだけ待ってろよ。すぐに宅配の人が来るから。な？」


　オレは子供にでも言って聞かせるように、早瀬の目を見て言った。


　そんなオレの顔をじっと見ていた早瀬はにっこり微笑ほほえむ。


　おっ。やっと判ってくれたか。


「廉太郎は可愛かわいい」


「は？」


「こんな可愛い顔をして、私を見るから、ますます我慢ができなくなってしまう」


「えっ、ちょっと……早瀬！」


　早瀬はオレをガバッと抱だきしめた。


　今まで熱心に誘さそっていたのが、ただの遊びに思えるくらいに、今度は本気って感じだった。


　マズイ……。マズイよっ。


　オレだって、早瀬のことが好きだし、二人っきりでいて、ただ話してるだけっていうのはつまらないよ。けど、いろいろ都合ってものがあるんだし、一いつ生しよう懸けん命めい、我が慢まんしてたんだ。


　それなのに、こんなふうに抱きしめられちゃったら……。


「廉太郎……大好きだ」


　早瀬の甘い声が耳元で囁かれる。


　ああ、ダメだ。ダメなのに。下半身にズキューンときちゃったよ。


　静かにベッドに押し倒たおされ、早瀬の唇くちびるがオレの唇に重なった。そして、オレの舌を絡からめ取って、濃のう厚こうなキスをするんだ。唾だ液えきが混じり合い、次第にオレの頭の中に霞かすみがかかってくる。


　早瀬の手がオレの着ていたトレーナーの下から侵しん入にゆうしてきた。素す肌はだの腹から胸を撫なで上げ、そこにある突とつ起きを手て探さぐりで探し出す。


　待てよ。ここでエッチはしないって、約束だったろう？


　でも、こんなことされちゃったら、オレの身体のほうが止まらない。そして、結果的に、早瀬に『廉太郎だって感じてた』って、言い訳を与あたえてしまうんだ。


　いや、もう、実際感じてるから、どうにもならない。早瀬はその気で、オレも半分以上、そういう気分になってるんだし。


　ただ、頭の片かた隅すみにちょっとだけ残ってる理性が叫さけぶんだよ。


　ここでエッチするなって。


　早瀬は唇を離はなすと、トレーナーをたくし上げて、オレの胸を曝さらけ出す。それから、乳首にキスすると、そこを舌で舐なめ始めたんだ。


「あ……あん……っ」


　こんな恥はずかしい声出しちゃって。オレのバカバカッ。


　誰だれもいないとはいえ、ここはオレの家だよ。ベッドをぎしぎしきしませてエッチをするなんて、絶対嫌いやなのにーっ。


　でも、そう思いつつも、身体は言うことをちっとも聞かない。早瀬を押しやろうとしても力は出ないし、反応しちゃうし。


　早瀬の手がオレの股こ間かんに触れる。そして、ズボンの上からゆっくりと撫でていく。


　ああ、そんなゆっくりなのは嫌だよ。どうせだったら、もっと激しくしてほしい。もちろん、触さわられること自体、マズイんだってことはよく判ってるけど、身体がどうしても我慢できないんだ。


　オレの腰は早瀬の手にそこを擦こすりつけるように動いてしまう。


「早瀬っ……」


「廉太郎はおねだりしてるのかな？　ちょっとは我慢しないと」


　我慢してないのは、早瀬のほうだろうって言いたい。少なくとも、オレがそんなことを言われる筋合はないと思うぞ。


「もう……やだっ。全部、早瀬のせいじゃないか！」


「はいはい。そうだね。じゃあ、気持ちいいことしてあげるからね」


　早瀬はオレのズボンと下着を膝ひざまで下ろす。そして、そこを手で撫でた。


「あっ……もっと……」


　軽く撫でられたら、余計に欲求不満状態になるよ。ここまでしたなら、ちゃんとオレが満足するまでしろよっ。


「ココ、こんなに濡ぬらして。まだちょっとしか触ってないのに、そんなにイイんだ？」


　早瀬は指の腹でオレの先せん端たんを撫でる。オレの気持ちと同様に、そこもホントに先走ってるみたいだ。


　それにしても、そんな弱い刺し激げきじゃ、気持ちいいのと程遠いんだってば。


「何で……そんなに焦じらすんだよっ」


「だって、廉太郎はここでエッチするのが嫌なんだろう？　だから、あまり刺激しないようにしてるんだけど」


　オレはそれを聞いてムッとしてしまった。


　何が刺激しないように、だ。単に焦らして、オレをいじめてるだけのくせに。


「ここまでしといて、それはないだろうっ？　始めたなら、ちゃんと責任取って、オレを満足させろよ！」


　オレを満足させろ、なんて、すごくエラそうだけど、実際、それが本音だ。


「何だ。やっぱり廉太郎もエッチしたいんだね？」


　だから、何でそう勝ち誇ほこったように言うかな。何でも、オレが自分の思うとおりになると思ってさ。


　確かに、オレは早瀬の掌てのひらの上で弄もてあそばれてるようなものだよ。ちょっと刺激すれば、たちまち言いなりになっちゃうんだもんな。けど、オレはオレなりに、プライドとか、いろいろあるんだって。


　しかし、情けなくなりながらも、ここで早瀬にヘソを曲げられたら困るのはこっちだ。何度も早瀬と喧けん嘩かしたことあるけど、こういうときに怒おこらせると、怖こわいんだよ。


「とにかくっ……早くしろって……。オレ、もう我慢できない」


「可愛いよ、廉太郎」


　早瀬は身を屈かがめると、オレの硬かたくなってるものにキスをした。


　身体が待ってましたとばかりにビクンと震ふるえる。それを見て、早瀬が笑うしさ。


「やっぱり、廉太郎は理り屈くつをこねてるときより、こんなふうに素直なときのほうが素敵だ」


　くーっ。誰が理屈こねてたんだよっ。オレが主張してたのは正論なんだよ。ていうか、ここでエッチしないって前にちゃんと約束しておきながら、屁へ理り屈くつをこねてたのは、早瀬のほうじゃないか。


　そう思いながらも、そんな早瀬が刺激してくれるのを待ってるオレって……。


　早瀬はオレのそこを形のいい唇に含ふくんだ。


　それを見ただけで、オレの血液は一気にそこに集中したようだった。


「あっ…あっ……」


　口で刺激されると、すごくイイよ。もちろん手だってイイんだけど、それはちゃんと触ってもらってるときだけだ。ただ揶揄からかうように撫でられたって、ちょっと気持ちよくなるけど、それだけだよ。


　オレは早瀬に身体からだだけ満足させてほしいんじゃない。早瀬がオレを好きだっていう気持ちを受け取りたいんだ。


　早瀬がオレのそんなところを丁てい寧ねいに口で刺激してくれる。それって、オレがイイだけで、早瀬自身はちっとも気持ちよくなんかないじゃないか。それをそんなに情熱的にしてくれるってことは、オレのことを好きで大事に思ってくれてるんだってことだよな。


　だから、オレは早瀬にこうして身を任せるんだよ。もちろん、単純に身体がエッチしたがってるってのもあるけどさ。


　早瀬の手がオレの膝に引っかかってるズボンと下着をずらしていく。オレは早瀬に協力するように足を曲げると、足首から衣類が外れていった。


　早瀬は口で刺激しながら、何も身に着けてないオレの足を撫でる。膝から太ふと腿もも、それから、その奥へと手が伸のびていく。


　オレが早瀬をいつも受け入れてる部分を、指が撫でていく。途と端たんに、ビクンと身体が揺ゆれる。


　だってさ。単純にソコが気持ちいいってのもあるけど、それ以上に、今までソコで気持ちよくなったことが記き憶おくに残ってるから。


　何度も何度もそこを撫でられると、焦らされてる気分だ。いっそのこと、さっさと入れたらいいじゃんと思うし。


　オレは催さい促そくするように腰こしを揺らした。


　早瀬はさんざんオレを焦らした後に、そこに指を埋うめていく。


「あ……あんっ……あっ」


　口で前を刺激されて、指で後ろを刺激されてるんだ。もうオレはすごく興奮してしまって、いつの間にか声を抑おさえるってことも忘れていた。


　ここはオレの家なのに。……いや、オレの家だから、いつもと違ちがったパターンで、より気持ちいいのかも……。


　と、思ったけど、それを認めるわけにはいかないか。それじゃ、ワガママ言ってオレを困らせた早瀬が正しいと認めることだ。


　早瀬はオレの中で指を曲げた。そして、角度を変えて、激しく動かしていく。


　オレは我が慢まんできなくなって、とうとう早瀬の口の中に放ってしまった。


　快感でオレの頭がまだボンヤリとしてる間に、早瀬はさっさと自分の準備を済ませて、オレのそこに勃たち上がってるものをあてがった。


「あ……早瀬……」


「好きだよ、廉太郎」


　早瀬はそう言うと、オレの中に侵しん入にゆうを果たした。


　好きだって言えば、それで済むと思って。でも、結局、好きだって言ってもらえれば、オレは単純に嬉うれしいんだ。


　だって、オレも早瀬のことが好きだから。


　本当はずーっと抱だき合っていたいくらい、好きなんだ。ただ、早瀬は忙いそがしいし、オレだって学校があるから、そういうわけにもいかなくて、離はなれているんだけど。


　オレは早瀬の背中に手を回した。


　そうしたら、しっかり抱き返されるし。


　身体の中に嵐あらしが吹ふき荒あれるみたいだ。早瀬が動く度たびに、熱が上じよう昇しようしていく感じで。でも、早瀬もオレと同じ感覚を共有してるんだよな。


　オレ……オレ、やっぱり早瀬が好きだよ。


　早瀬って、ワガママだし、自分勝手だし、オレの言うことなんか、聞いてるようで、ちっとも理解してないし……。


　だけど、好きなんだ。自分でも不思議なくらいにさ。


　オレはもっと気持ちよくなるために、自分で前の部分を刺激する。さっきイッたばかりなのに、もう元気になってるよ。オレも大たい概がい、現金だよね。


　早瀬の動きに合わせて、手を動かす。


　もう、何かオレ……。


　自分の手の中で達した後、遅おくれて早瀬の熱がオレの中で弾はじける。


　オレと早瀬はもう快感の中で、お互たがいをしっかりと抱き合ったんだ。


　やがて、早瀬はオレから身体を離した。


　ベッドがギシッときしんだ。


　そうだ。ここは早瀬のマンションじゃなくて、オレの部屋だったんだ。


　スーッと頭から熱が引いていくような気分だった。


「気持ちよかった？」


　後始末をした後、早瀬は笑顔でオレに尋たずねる。


　何だかその笑顔を見てると、すごく腹立たしくなってさ。結局、オレは早瀬の思いどおりにエッチしちゃって、落ち込んでるのに。いかにも、ほーら気持ちよかっだろう、なんて感じで話しかけられたら、頭に来るよ。


「よくないっ！」


　オレがそう言い返すと、早瀬は不思議そうな顔をした。


「どこがよくなかった？　廉太郎はとても気持ちよさそうにしていたのに」


「うるさいっ」


　どうせオレは気持ちいいことに流されていくだけの奴やつだよ。


　オレは早瀬の身体を押しやって、ベッドから下りようとした。ところが、早瀬の手に押し止とどめられてしまう。


「何するんだよっ。もう用は終わっただろう？」


「廉太郎こそ、何を怒おこってるんだ？　エッチの後にそんなにカリカリするなんて、よっぽど物足りなかったんだろうね。二度もイッたのに」


　それって、二度もイッたオレへの嫌いや味みなのかな。


　何にしても、今の言葉にはカチンときたよ。


「オレが何を怒ってるかって、判わかりそうなものじゃないか。早瀬は身に覚えがないのか？」


　早瀬はじっと考えていた。おいおい、そんなに考え込まないと、判らないことなのかって言いたいよ。


「本当はもっと焦じらしてほしかったとか？」


「違ちがうっ。エッチのことじゃないよ」


　早瀬の頭の中にはエッチのことしかないのか。いや、そんなはずはないと思うけど、早瀬の中では、オレがエッチに不満足で機き嫌げんを悪くしてるんだってのが前提としてあるらしい。


「そんなに怒るなんて、廉太郎はカルシウムが足りないのかもしれない。ちゃんと好き嫌きらいせずに食べてるかい？」


　オレは思いっきり脱だつ力りよくしてしまった。


　早瀬って、どうしてこうズレてるんだろう。もっとオレが怒ってる理由を推察してほしいよ。ていうか、普ふ通つうは判りそうなもんじゃないか。エッチのことじゃないなら、エッチに至る前のことだよ。


　でも、早瀬の中では、オレが感じた時点で、その前に嫌いやがってたことなんて、なかったことにされてるんだろうね。


「早瀬はここでエッチしないって、前に自分で言ったじゃないか。どうして、オレが嫌がってたのに、するんだよ？」


「えっ、嫌がってたんだ？　てっきり廉太郎は私を焦らしてるものだとばかり思っていたのに」


　そこまで早瀬が誤解していたとは思わなかった。オレが嫌がっていたことくらいは理解してると思っていたのに。それすらも判ってなかったなんて。


「もう帰れよ！　いくら何でも、そんなにオレの言うことが判らない奴なんか嫌いだ！」


　そう言ってしまった後で、ちょっと後こう悔かいした。


　腹は立つけど、オレは早瀬のことが嫌いでも何でもない。もう少し、オレの言うことを理解してほしいと思うけど、それを差し引いても、オレは早瀬が好きだ。というより、そういうところを含ふくめて好きなんだよ。


　ただ、今回は度がひどすぎるから、怒ってるだけで。


「そうか……。エッチが済んだから、私なんか用なしなんだね」


　早瀬は急に冷たい声を出して、立ち上がった。


　オレは早瀬が怒ったことに焦あせりを感じながらも、同時に、エッチ目的で早瀬と付き合ってるみたいなことを言われて、カッとくる。


「何だよっ。早瀬のほうこそ、エッチのことしか頭にないくせに！」


　早いところ謝ったほうがいいと思いつつ、そう言ってしまうオレって……。


　でも、元々、悪いのは早瀬だ。早瀬が約束を破って、オレにエッチしたのが悪いんだよ。


「私は廉太郎のことが好きだから、エッチしたいんだ。エッチだけが目的なら、いくらだって、相手がいるんだよ」


「え……」


　オレは一いつ瞬しゆん、早瀬の言ったことが判らなくて、頭の中で反はん芻すうしてみた。


　エッチ目的なら、いくらだって相手がいるって……。


　そうだ。早瀬くらい地位も名めい誉よも金もあって、若くてカッコよければ、いくらだって、寄ってくる女はいるだろう。早瀬は男のオレと付き合ってるけど、エッチの相手は男でなきゃ嫌だと思ってるふしもなさそうだ。


　ということはさ。


　早瀬はオレと喧けん嘩か別れしたら、誰だれかとエッチするんだよ。いくらだっている相手の中から適当に選んでさ。


　想像しただけで、オレの目には涙なみだが滲にじんできた。


「そんなの……嫌だっ」


「嫌だって言っても……。廉太郎？　何も泣かなくても……」


　早瀬は急におろおろしながら、ベッドに腰こしを下ろして、オレの肩かたを抱いた。


「早瀬はオレのものじゃないのか？　エッチできるなら、誰とでもいいのか？」


　決してそういう意味で早瀬が言ったんじゃないことくらいは、オレには判ってる。だけど、想像したら止まらなくなってしまって、オレは早瀬にしがみついた。


「ごめんよ。変なこと言ってしまったけど、そういうつもりじゃなかったんだ。ただ、私はいくらでも相手がいるけど、廉太郎じゃなきゃ嫌なんだってことを言いたかっただけだよ」


　早瀬はオレを慰なぐさめるように、何度も頰ほおにキスをした。


「本当……？　絶対本当だな？　オレ以外の奴にこんなことしないな？」


「しないよ。誓ちかうよ、絶対だ」


　早瀬の誓いが全然当てにならないことは、今日のことで判っていたけど、その手の誓いだけは本物だって信じたい。


「廉太郎は私の話をちゃんと聞かなきゃ。本当に早とちりなんだから。誤解しちゃダメだよ」


　そんなことを早瀬に言われてしまうなんて。


　人の話を聞いてないのも、早とちりなのも、誤解するのも、早瀬のほうなのに。


　いや、もう、いいよ。早瀬と付き合ってる限り、早瀬の思い込みとも付き合っていかなきゃならないんだから。


　そういう覚かく悟ごがオレには必要だってことだ。


　家でエッチされたくらいでいちいち怒ってたら、身が持たない。いい加減、オレも大人になろう。早瀬の心がちっとも大人じゃないんだからさ。


「あのさ……。オレだって、エッチ目的で早瀬と付き合ってるんじゃないからな？」


　一応、そう言ってみる。誤解されたらかなわないからね。


　早瀬はうんうんと頷うなずいた。


「判ってるよ。廉太郎は気まぐれやさんなんだよね。本当は私のことが好きなのに、たまに違ちがうことを言ってみたくなるんだ」


　違う……。思いっきり違うってば。


　オレは眩暈めまいがしてしまった。いやいや、気をしっかり持たないと。これからずっと早瀬と付き合うつもりなら、もっと大らかな気持ちにならないとダメなんだ。


　だけど、そんなふうに早瀬の言うことをずっと許していたら、早瀬はどんどんワケの判らぬ理り屈くつを持ち出して、オレを戸と惑まどわせるようになるんじゃないかな。


　ふと浮うかんだ考えを、オレは大おお慌あわてで打ち消した。


　そんなことになったら、一番困るのはオレだからだ。ちなみに、早瀬自身はちっとも困らないに違いない。


　うーん。一体どうしてこんなことに。


　早瀬って、本当に社会人としてやっていけてるのかな。余計な心配だけど、そう思ってしまった。


　一応、オレの家族の前ではピシッとしてるし、会社でもそんなふうに仕事してるんだって思うけど、オレの前ではいつもワガママばかりだから、時々、疑いたくなるよ。


　実は、会社でも人に迷めい惑わくかけてるんじゃないかって。


　いや、考えすぎかとは思うんだけど……。


　そのとき、階下でドアチャイムが鳴る音がした。


「宅配の人かな。私が取りにいってきてあげるよ」


　まだ裸はだか同然のオレにそう言うと、早瀬は機嫌よさげに階段を下りていく。


　オレは何だか溜ため息いきをついてしまった。だって、何もかもが早瀬の思いどおりになってるような気がするからだ。


　やがて早瀬はにこにこしながら、オレの部屋に戻もどってきた。


「さあ、廉太郎。約束どおり、私の部屋に行こう」


　どうしてそこだけ約束を覚えてるんだろうね。ていうか、宅配の人が来るまで我が慢まんしていたら、早瀬のマンションに行って、好きなだけエッチしていいよって話だったんだけど。


　我慢しなかった人に、どうしてご褒ほう美びをあげなくちゃいけないんだろうね。


　それでも、ここで断ったら、早瀬はごねるに違いない。それが判ってるから、オレは仕方なく脱ぬぎ散らかした服を身に着ける。


　ああ、本当にどうしてっ。


　オレはこんなに理り不ふ尽じんな目に遭あうんだろう。


　早瀬っていう恋こい人びとを持ったばかりにね。








　翌日。オレはいつものように学校に行った。


　昨日、さんざんエッチされて、足あし腰こしが立たないかと思ったけど、毎度のことだから身体からだも慣れているらしい。


　それが情けなくも腹立たしいって感じだ。


　放課後になって、オレは生徒会室へと向かう。オレはこう見えても、この学園の生徒会長なんだよ。


　だけど、生徒会室のドアを開けたところで、オレは固まってしまった。


　中に、副会長の宇都宮うつのみや諒りようと、最近その恋人になった山やま之の内うち篤あつ志しがいた。いや、いるのは構わないよ。篤志は化学部部長で、生徒会とは何の関わりもないけど、オレの幼友達でもあるし、そんなに無下にはしない。


　ただ、生徒会室でキスなんかするなよ。頼たのむから。


「廉太郎。ノックくらいしろよ」


　パソコンの前に座っていた諒から唇くちびるを離はなして、篤志は平然とした顔で言った。


「オレは生徒会長なんだから、ここに入るのに、いちいちノックなんかしないよっ」


「そりゃそうだな」


　篤志はあっさりとそう言うと、諒の肩に手を置いた。諒は赤い顔をしてるし、もう二人はラブラブって感じで、微笑ほほえましくもあったけど、いい加減にしろよって気持ちにもなる。


　うーん。人の幸せを妬ねたんでるわけじゃないんだけどね。


　ただ、オレにとっては篤志も諒も友達だし、二人だけの世界にオレが入れないのはつらいよ。それに、ここは生徒会室で、役員なら誰でも気軽に出入りするところだってことを気にしてほしい。


　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、役員ならまだいい。先生だって、バンとドアを開け放して、ズカズカ入ってくるんだよ。そういうときにキスしてたら、マズイだろう。


「キスとか、そういうのは、人のいないところでしろよな」


「人がいないから、してたんじゃないか」


　篤志はフレームレスの眼鏡めがねをちょっと上げて、少し笑う。いかにも頭よさそうって感じの顔で、ホントはちょっと変人なんだけど、格好よく見える。


「廉太郎、悪かったよ。僕も嫌いやだって言ったんだけどさ。こいつが無理やり……さ」


　まだ赤い顔をした諒が口ごもる。


　諒は早瀬の弟で、目のあたりがクールなのがよく似ている。両親の離り婚こんとかいうのがあって、二人の苗みよう字じは違ちがうんだ。まあ、この二人にはいろいろあって、あまり仲がよくない。間に立ったオレとしては、すごく困るんだけどね。


　しかし、爽さわやかな感じの顔立ちのわりに、シニカルな性格をしていた諒が、篤志によって、こんなに変わるとは……。オレでさえ、恥はずかしがる諒を見ていたら、可愛かわいいって思うくらいだから、篤志にしてみれば、尚なお更さらだろう。人のいない生徒会室で、キスくらいしてみたくなるかもしれない。


　とはいえ、理性ってもんで、何とか抑おさえてくれよって思う。理性よりそのときの感情が絶対的に勝ってしまう早瀬と付き合ってるオレは、そういう問題には過か敏びんになってしまうんだ。


　全然知らない他人なら勝手にしろよって片付けられるけど、篤志も諒もオレの親友だからな。


「とにかく学校内では気をつけたほうがいいぞ。誰だれの目があるか判らないから」


「おまえもな。理事長室だって、例外じゃない」


　篤志に痛いところを衝つかれて、やられたと思った。


「オレだって、いろいろ苦労してるんだよ。あいつのワガママにはどう対たい抗こうしたらいいか判わからなくてさ」


　思わずグチを零こぼすオレだった。まあ、そんなグチを二人に聞かせたって、仕方ないことはよーく判ってるんだよ、オレだってさ。


「あいつの性格を直すのは無理だ。そんなに嫌なら、廉太郎があいつと付き合うのをやめればいいんだよ」


　諒はすぐそっちの方向に話を向けようとする。


　以前、諒はオレのことが好きだって言ってて、キスまでしてきたことがあった。けれども、こうして篤志と付き合ってる今になっても、そんなことを言うとはね。


「そうだ。あいつと別れたら、俺達二人で廉太郎を慰なぐさめて、可愛がってやる」


　篤志までもが舌した舐なめずりでもしそうな目つきで言うんだ。


　いや、それはいくら何でも冗じよう談だんだと思うけどさ。オレは過去に篤志にも迫せまられたことがあって、この二人に実験と称しようして、本当に『可愛がられ』そうになったことがあるんだ。


「何言ってんだよ。そんな冗談ばかり言ってると、諒が怒おこるぞ」


「そうだね。廉太郎が別れたら、僕が慰めることになってるんだから、二人でなんて冗談じゃないよ」


　誰がそう決めたっ？　じゃなくて、それも冗談なんだよな。


　何だか二人に遊ばれてるような気分になって、オレは泣きたくなってしまった。


「オレ、早瀬と別れる気はないから……」


「まあ、せいぜい頑がん張ばれ。応おう援えんはしないが、グチくらいは聞いてやる」


　篤志の言葉に、オレは苦く笑しようするしかなかった。


　生徒会室でいろいろ作業をした後、諒が化学室で活動している篤志を迎むかえに行くのを見送って、オレは一人で帰ろうと昇しよう降こう口ぐちへ向かった。


　諒は一いつ緒しよに帰ろうって言ったけど、オレは二人の邪じや魔まなんかしたくないしね。


　靴くつを履はき替かえようとしていたら、ふと、オレの目に背の高い男が廊ろう下かをウロウロしているのが飛び込んできた。


　一いつ瞬しゆん、早瀬かと思ったけど、全然違う。でも、背が高くて顔がやけに整ってるところだけは似てるかな。年ねん齢れいも同じくらいかもしれない。けど、この学校の教師じゃないな。オレは先生の顔をみんな覚えてるし、第一、そういう雰ふん囲い気きの人じゃない。何か部外者っぽいしさ。


　もしかして、校長とかに用がある人なのかもしれないぞ。ということは、お客さんだ。


　靴を履き替えるのをやめて、その人に近づいてみる。いや、何だかどこに行こうかと迷ってるように見えるから、もしそうなら、お手伝いしようかなと思ったんだ。


　その人は、早瀬よりは濃こい感じの顔つきで、早瀬が着てるような高そうなスーツを身につけている。実はこの人も理事関係だったりしてね。


　オレはにこにこしながら、その人に声をかけた。


「こんにちは。もしかして、職員室かどこかに用がある方ですか？」


　オレの唐とう突とつな質問に、その人は戸と惑まどったみたいだった。顔をよくよく見たら、気難しい感じにも見えたので、こりゃ失敗したかなあと思う。


「どこに行こうか迷ってるようだったから……違いますか？　余計なおせっかいだったら、引っ込んでますけど」


「いや……確かに迷っていたよ。声をかけてくれてありがとう」


　その人はにっこりと笑った。


　ああ、何か早瀬をナンパしたときのことを思い出すなあ。模型店であれこれ迷っていた模型初心者の早瀬に、オレがこんな感じで手伝おうかって声をかけたんだよ。それから、模型を通じて友達になってさ。ま、いつの間にか、恋人になってたんだけど。


「理事長室を探してるんだが……。職員室の近くにあるのかな」


「あ、理事長室ですね。判ります。ご案内しますよ」


　オレはその人と一緒に理事長室へと向かう。


　やっぱり、この人は理事の人なのかな。でなきゃ、理事長室なんかに用はないと思うし。でも、早瀬は今日は学校に来てないようなんだけど。


「あの……理事長さんに御ご用ようなんですか？」


　図ずう々ずうしいと思いつつ、質問してみる。


「ああ。だが、今日は来てないんじゃないかな。理事長室だけでも見ておきたいと思ったんだが、場所が判らなくてね」


　早瀬が来てないんじゃないかって判っていながら来て、理事長室は見たいのか。はっきり言って、この人がしたいことがよく判らないや。理事長室なんか見て、どうするんだよ。それに、場所が判らないなら、職員室にでも行って、訊きけばいいのに。理事長室に正当な訪問理由があるならさ。


　この人、ちょっと変かもしれない。こういう人を案内しちゃっていいのかな、オレ。


　さすがに不安になって、横を歩くその人の顔をちらっと見た。そうしたら、向こうもこっちを見て、笑うんだ。


　悪い人ではなさそうなんだけど。


「実は、私はここの学校出身でね。久しぶりに母校に来たってわけなんだ」


「えっ、そうなんですか？」


　それじゃ、ますます早瀬と一緒じゃないか。


「あまり久しぶりで、校舎内の様子を忘れてしまってね。懐なつかしいんだけど、迷ってしまったんだ」


　そう言って、その人は快活そうに笑った。


　見かけが気難しそうなだけに、そういう笑い方をされると、ホッとする。オレは模型店によく出入りしていて、その店のおじさんや常連の人と仲良しだったりして、けっこう年ねん齢れい幅はばのある交友関係があるから、大人と話すのがわりと苦手じゃないんだけど、それでも、お堅かたい感じの人とはあまり話したくないんだ。


「あ、理事長室、ここですけど……」


「ありがとう。おかげで助かったよ。君の名を聞いておきたいんだけど」


「えっ、オレの名前…ですか？　柏木廉太郎って言います」


　どうしてそんなこと訊かれるのか判らないけど、訊かれたものはちゃんと答えたほうがいいよな。


「そうか。廉太郎君か。君みたいな子がいるなら、この学校もずいぶんといい学校になったものだね」


　褒ほめられてるのかなあ。でも、いい学校になったものだっていうことは、昔はそんなにいい学校じゃなかったんだろうか。今度、早瀬に訊いてみよう。


「近いうちに、またここに来るから、そのときに会えると嬉うれしいな。じゃ」


「はあ……。じゃ、これで失礼します」


　頭を下げるオレに会え釈しやくをすると、その人はノックもせずに理事長室を開けた。


　あれっ。誰もいないと思ったんだけど、鍵かぎがかけてないなら、誰かいるのかな。もしかして、早瀬が来てるとか？


　オレはドキドキして、思わず隙すき間まからドアの中を覗のぞこうとしてしまった。


「理事長室の中に興味がある？　なら、見ていいよ」


　まるで、その人は自分が理事長になったみたいに、オレに理事長室を見ることを許可した。


　まさか、早瀬が来てるかどうか見たかったって言うわけにもいかずに、オレは理事長室の中に興味があるふりをして覗き込んだ。


「誰もいないんですね……」


　ちょっとガッカリだ。普ふ通つうは誰もいないときは鍵がかかってるはずなのに、掃そう除じ当番が鍵をかけるのを忘れちゃっただけなのかもしれない。


「そうだね。まあ、いないとは思っていたが」


「あの……どうして誰もいない理事長室を見にきたんですか？」


「いや、ちょっとね……懐かしくて」


　ああ、ここに思い出があるのか。なるほど。ひょっとして、掃除当番でここを掃除していたとか。で、ここでドラマ的な何かがあったんだよ。女の子にコクられたとかさ。


「中に入らなくていいんですか？」


「いや……いいよ」


　その人はパタンとドアを閉じた。


「じゃあ、私は職員室に寄っていくから。お世話になった先生に挨あい拶さつするんだ」


「職員室の場所、判わかりますか？」


「えーと、こっちだろう？　確かまっすぐだったと思うけど」


　方向は合ってるけど、まっすぐじゃないよ。この人って、方向オンチなのかな。


　結局、オレはその人を職員室まで送っていって、やっと別れた。


　やれやれ。


　でも、いいことした後って、気持ちいいよな。このところ、早瀬とばかり付き合ってるから、あのくらいの年齢の大人って、みんなあんな感じなのかって思うようになってたけど、やっぱりまともな人はまともなんだよ。


　いや、そんなこと言ったら、まるで早瀬がまともじゃないみたいだ。そういうつもりじゃないけど、まあ、変わってるからねえ。


　オレはそんなことを考えながら、今度こそ靴を履き替えて、外に出た。


　校門を出て、駅へと向かう道を一人で歩いていると、黒い車がオレを追い越こして停とまった。


　えっ……。


　黒のＢＭＷ。早瀬の車だ！


　ナンバーを見て確認すると、急いで走り寄った。間ま違ちがいなく、早瀬がドライバーシートに乗っていて、オレにナビシートに乗るように手で指示をする。


　オレはドアを開いて、乗り込んだ。


「早瀬！　どうしたんだ？」


「時間が空いたから、廉太郎に会いたくて飛んできたんだよ」


　早瀬はホントに飛んできたかのようにウキウキとした声で言った。


　ああ、こいつ、オレに会えてそんなに嬉しいのか、なんて思ったら、昨日あったいろいろなことも忘れてしまいそうだ。


「廉太郎は私に会えて嬉しい？」


「もちろん！」


　予想してなかったのに恋こい人びとに会えて嬉しくない奴やつなんか、絶対にいないと思う。もし嬉しくない奴がいたとしたら、そいつはきっと浮うわ気き中なんだよ。


「じゃ、私のマンション行こう」


「え……昨日も行ったけど？」


　オレは昨日さんざんエッチされたことを思い出したんだ。今はそうでもないけど、朝は身体からだがきつかったから、もうそんなにエッチはしたくないんだよ。


「廉太郎はすぐ私がエッチすると思ってる」


「だって、そうじゃないか。いつもいつもオレがやだって言ってもするし」


「廉太郎がやだって言うときは、本当はそうでもないときのほうが多いよ」


　顔がカッと赤くなる。


「確かにそうだけど、本当に嫌いやなときもあるんだって」


　早瀬はにっこり微笑ほほえんだ。


　こいつ、オレの言ってること、信用してないなって思った。


「だからさ……」


「じゃあ、約束するよ。廉太郎が嫌なのに無理なことはしない」


　いや、その手の誓ちかいを、早瀬は何度でもして、何度でも自ら破ってるんだって。とはいえ、それでも、今度は早瀬も反省してるだろうって思ってしまうオレがいけないのかも。


「私のマンションに行くのが嫌なのかい？」


　早瀬はふと不安な顔で訊いてくる。


「私は廉太郎に会いたくて会いたくて、たまらなかった。会えば、抱だき締しめたくなる。それから、キスして、ベッドに押し倒たおして……廉太郎はそれが嫌なのか？」


　いや、そんなに真しん剣けんな顔をして訊かれるとさ。情にほだされちゃうよ。でも、何のかんの言っても、やっぱりエッチする気満々じゃないか。


「じゃあ……一回だけだぞ。それ以上、身体のほうが持たないから」


　オレの許しを得て、早瀬は晴れ晴れとした笑顔を見せた。


　まあ、いいか。こんな笑顔が見られるなら…さ。


　自分が思いっきり早瀬に甘いのを自覚しながら、オレはシートベルトを締めた。








　早瀬のマンションは、たぶんすごくお値段の高いマンションなんだと思う。外観もさることながら、エントランスもきらびやかだし、もちろん内装や設備だってすごいよ。


　早瀬の家はそのマンションの最上階にあった。エレベーターに乗って、扉とびらが開いたすぐ前が早瀬の部屋だ。


　ドアを開けると、早瀬は待ちきれなかったみたいに玄げん関かんでオレを抱き締める。


「そんなに急がなくても、オレは逃にげないよ」


「そうかな。廉太郎はよく機き嫌げんを悪くするし、その前にちゃんと抱き合っておかなくちゃと思うんだ」


　それじゃ、まるでオレが気まぐれで機嫌を悪くしてるみたいじゃないか。そうじゃなくて、オレが機嫌を悪くするときは、大たい概がい、早瀬が原因なんだよ。


　まったく、なんにも判ってないんだからな。


　早瀬はしばらくオレを抱き締めて、撫なで回していたけど、ようやく気が治まったのか、離はなしてくれた。


「廉太郎は本当に可愛かわいい。いくら抱き締めても足りないよ」


　いつも早瀬はそう言うけど、一体どういうつもりで言ってるのかな。本気でオレのことが可愛く思えるんだろうか。


　まあ、可愛いって、主観の問題だから。早瀬だって、ある意味、オレからしたら可愛い奴と思うよ。可愛い以上に格好いいし、それ以上に変なんだけど。


「早瀬の目にはオレがどんなふうに映ってるのか、時々、知りたくなるよ。すごい睫まつ毛げバサバサの少女漫まん画がに出てくるようなカワイコちゃんに見えてるとか？」


「そのままだよ。そのままがいいんだ、廉太郎は」


　判ったような判らないような答えだ。


　そのままったって、すでに早瀬の視界はオレと違ちがうんじゃないかって気もするからなあ。


　ちょっと疑いの目で見ながら、オレと早瀬はリビングへと向かう。


　早瀬の家では、いつも通いの家政婦さんが早瀬の留守のときに掃除とか洗せん濯たくとか料理をしていてくれてるはずなのに、今日はリビングの応接セットの上にグラスが出しっぱなしにしてあった。


　キッチンのほうを見ると、朝、早瀬が食べたであろうトーストの皿やコーヒーカップがダイニングテーブルに出しっぱなしになっている。


　日曜は家政婦さんも休みだったと思うけど、今日も休みなのかな。


「家政婦さん、早瀬に愛想尽つかしてやめたとかじゃないよね？」


　恐おそる恐る訊きいてみると、早瀬はムッしたような表情になった。


「どうして私が愛想尽かされるんだ？　彼女は風か邪ぜをひいて休んでるだけだ」


「何だ、よかった。早瀬がいつも食事の量が多すぎて、一人では食べられないなんて言ってるから、そういうことで喧けん嘩かになったのかなあって思ったんだ。あと、せっかくの料理に手をつけなかったりすること、あるだろう？」


　まあ、それは仕事上の付き合いで飲食したから食べられないだけで、別に早瀬のワガママとかじゃないんだけどさ。


「ああ……そのことか」


　早瀬は表情を緩ゆるめて、ちょっと笑った。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。彼女と喧嘩なんかしないから」


　だったら、安心だよ。早瀬って、いつも忙いそがしそうだし、家の中のことをしてくれる人がいないと、身体を壊こわしてしまいそうだからね。


「あ、じゃあ、今日の夕食は……」


「外食でもするよ」


　早瀬はそう言いながら、スーツの上を脱ぬいで、ネクタイを外した。


　ええっ、もうその気なのかな。それとも、ただスーツを脱いで、くつろぎたいだけ？　いや、最初はそういうつもりでも、早瀬って、いきなり気分が変わって、オレを食べたくなるみたいだからなあ。


　オレは、来ていきなりってのは、ちょっと苦手だ。ここに来るまでに気分が盛り上がってるときは、オレだって見境ないけど、今はそういう気分じゃないんだよ。


「あのさ。オレが夕飯作ってやろうか？」


　オレは時間稼かせぎにそう提案してみた。


「えっ？　廉太郎は料理できるのかい？」


　早瀬は目を丸くしてオレに尋たずねた。


「料理できるって言うほどじゃないけどさ。とりあえず、御ご飯はんは炊たけるよ。あとはみそ汁しるくらいなら……。それから、目玉焼きと千切りキャベツと……そんな簡単なのしかできないけど」


　みそ汁以外、料理と呼べるようなシロモノではないことは百も承知だが、作ろうかと言った手前、みそ汁しか作れないというのも、あんまりだからね。


「嬉うれしいよ、廉太郎。私はそういうのが夢だったんだ」


「そういうのって？」


　みそ汁と目玉焼きと千切りキャベツのおかずが？　そんなわけないよな……。


「廉太郎が私の奥さんみたいにキッチンで食事を作ってくれることが、だよ」


　そういえば、前にもそう言ってたな。早瀬が帰ってきたら、オレがここで待ってて、お帰りなさいって言ってほしいとか。で、御飯をよそって、一いつ緒しよに風ふ呂ろに入って、一緒に寝ねたりしてほしいらしい。


　思いつきで言ったことだけど、そんなに喜んでもらえると嬉しいよ。


「問題はオレが作れるものの材料があるかってことなんだけど。冷蔵庫とか開けていい？」


「もちろんだよ。ああ、廉太郎が料理してくれるなら、エプロンを買っておけばよかった」


　オレはエプロンをつけた自分を頭に描えがいた。


　オレがエプロンをつけた途と端たんに、早瀬はオオカミに変身しそうだよ。ていうか、裸はだかの上にエプロンつけろって言わないよな？　オレはそっちのほうが心配だ。早瀬ってスケベだから。


　とにかく、料理だ、料理。


　ブレザーを脱いで、ネクタイを外すと、カッターシャツの袖そでをまくりながら、キッチンに向かった。ところが、その後ろから早瀬が何故なぜかついてくる。


「早瀬は向こうでのんびりしてていいんだって。できたら呼ぶからね」


　そう言うと、早瀬はすごく幸せそうな顔をして微笑んだ。


「嬉しいな。ホントに廉太郎が奥さんになったみたいだ」


　いや、オレは早瀬の奥さんになりたいわけじゃないよ。オレだって、高校の次は大学、大学の次は就職っていう人並みのコースを歩きたいわけだしさ。


　もしオレが大学受験や就職に失敗したら、早瀬は自分の奥さんになったらいいよって、言うかもしれない。いや、マジでそんな気がする。


「じゃあ、私は向こうでのんびりしてるからね。頼たのむよ、廉太郎」


　早瀬は上じよう機き嫌げんでソファに座って、そのへんに置いてあった雑誌を読み始めた。


　オレは冷蔵庫から使えそうな食材を出して、流しに置く。それから、慣れない包丁なんか持って、何とか食べられるものを作った。


　うーん。形にはなったけど、ひどい出来だ。模型を作るのは得意だけど、料理はダメだね。


「早瀬！　できたぞ！」


　声をかけても反応がない。


　おかしいなと思って、リビングのほうを覗のぞくと、早瀬がソファで居い眠ねむりをしていた。クッションを枕まくらにしてソファに横になってるけど、長い足だけ飛び出してて。読んでたはずの雑誌が手から滑すべり落ちている。オレが近づいても起きないくらいだから、熟じゆく睡すいしてるのかな。


　もしかして、オレ、早瀬の寝ね顔がおって、初めて見たかもしれない。去年のクリスマスイブの日、ここに泊とまったけど、夜はオレのほうが早く寝てしまったし、朝は早瀬のほうが早く起きてたから、寝顔なんか見てないんだ。


　そうか。早瀬って、意外と可愛い寝顔してるんだね。


　こんな寝顔を見ていたら、どんなワガママでも許しちゃいそうだよ、オレ。


　オレはソファの前に膝ひざをついて、早瀬の寝顔に自分の顔を近づける。


　早瀬の睫毛は長いんだ。本当に顔立ちが整っていて、そうじゃないところなんて、どこにもないみたいだ。もちろんあのクールそうな目つきも好きなんだけど、こうして目を閉じてるところもいいなあ、なんて。


　オレ、早瀬にメロメロになりそうだ。あ、もちろん今までも早瀬のことは大好きだったよ。でも、こうして寝顔を見てると、もう胸の奥から愛情が湧わき出てきて、早瀬のことが好きで好きでたまらなくなってくる。


　オレはふと気がつくと、早瀬の唇くちびるに自分の唇を押しつけていた。


　こんなふうに早瀬が寝てるときにキスしたのは初めてだ。何だかドキドキするな。相手に意識がないのに、勝手にキスするなんて……。もちろん早瀬に勝手にキスしたからって、早瀬は怒おこったりするはずがない。だって、恋こい人びと同士なんだからね。


　オレは唇を離してから、早瀬にもう一度声をかけようと思っていた。ところが、唇を離そうとしたのに、できないんだ。いきなり強い力で引き寄せられて、オレはもがいた。


　こいつ、狸たぬき寝ね入いりしてたのか。


　今度は早瀬からキスをされる。


　オレのは唇を合わせるだけの可愛いキスだったのに、今度は舌が入ってる本格的なやつだ。それが嫌いやだってわけじゃないけど、これから御飯を食べようってときに、そんなキスされたら、食事どころじゃなくなるよ。


　オレは再びもがいたけど、もがけばもがくほど、早瀬は意地になったようにオレを離はなさないんだ。


　ちょっと……そんなあ。


　せっかく作った御飯が冷めてしまうのに。まあ、冷めてもあったかくても大して違ちがわないようなどーしようもない料理なんだけど、一応、オレが早瀬のために作ったんだぞ。


　でも、早瀬の舌がオレの舌に絡からんでくると、何だか頭がふわふわとしてきて、料理なんか、どうでもよくなってくるんだ。


　どうしてオレって、こんなに早瀬のキスに弱いんだろう。何度もキスされたことあるんだから、いい加減、慣れればいいのに。


　たかがキス…なんだけどね。やっぱりオレは早瀬のことが好きなんだろうって思うよ。早瀬がキスしてくるから、身体からだが反応するんであって、どんな相手のキスでもいいわけじゃない。


　早瀬がやっと唇を離して、ソファに起き上がった。


「廉太郎が私の寝込みを襲おそってくるとは思わなかったな」


「寝込みを襲うつもりはないよっ。ただ寝顔を見てたら、ちょっとキスしてみたくなっただけだし」


「それが寝込みを襲うってことなんだ」


　早瀬はそう言うと、オレを膝の上に載のせた。そして、オシリをさわさわと痴ち漢かんみたいに撫なでる。


「何してるんだよっ」


「だって、寝込みを襲われたんだ。リクエストにお応こたえしなくちゃ」


「オレの料理は……？」


　もう半分以上、料理よりエッチのほうがいいかなって思っていたが、一応、早瀬に訊きいてみた。


「料理か。うん。廉太郎の手料理は食べたい。でも、エッチもしたい。悩なやむよ。どうしよう」


　早瀬は本気でそんなことで頭を悩ませているらしい。


　そんなところもちょっと可愛かわいいと思ってしまうオレは、どうしようもなく早瀬に参ってるんだよね。ホント。


「料理は後でいいよ。レンジであっためればいいし」


　つまり、エッチしようよって誘さそってることになるから、ちょっと照れる。


「そうだね。廉太郎の料理もいいが、廉太郎本人のほうがおいしそうだ」


　早瀬はもう一度オレにキスをして、同時にオシリも撫でた。


　いきなりだよな。そこが早瀬らしいって言えば、そうなんだけど。きっともう待てない気分なんだと思う。


　早瀬の手がオレのシャツのボタンを外していく。そして、露あらわになった胸に唇を這はわせた。


「あ……」


「廉太郎は本当に可愛い。ほら……」


　オレの乳首についばむようにキスしてくる。


「あっ…あっ……」


　いちいち声を出してるオレって、変かな。でも、どうしても出ちゃうんだ。それに、ここは早瀬の一人暮らしのマンションで、叫さけんだりしない限りは誰だれにも聞こえないし。


　もちろん、こんなことをしてるのは、早瀬とオレだけの秘密だから。あ、篤志や諒も知ってるけど、別に誰かに言いつけたりはしないだろう。


　早瀬は片方の乳首を舌で転がすように刺し激げきしながら、もう片方を指で撫でていく。


「あっ……早瀬っ」


　オレは早瀬に自分の股こ間かんを擦こすりつける。


　まだエッチは始まったばかりで、早瀬にしてみれば、そこは後回しなんだろうけど、何だか我が慢まんができなくて。


「廉太郎は最近我慢が足りないよ」


　すぐ、オレにエッチしようとする早瀬なんかに言われたくないよっ。


　とはいえ、実際に最近は我慢が足りないかもしれない。次のステップの快感や、最終的にイクときの最高レベルの快感を知っていたら、早くそこに到とう達たつしたくなるのは当然だよね。


　それはオレのせいじゃないよ。身体がそうなったのは、早瀬の仕込みのせいだしさ。


　まるで人に責任転てん嫁かしてるみたいだけど、もっと敏びん感かんなところを刺激してほしいっていう気持ちを、我慢が足りないの一言で済ませてほしくない。


　とはいえ、早瀬にそう言われると、我慢するしかなくてさ。


　オレは早瀬がじっくりと乳首を責めるのに、付き合わなくちゃいけなかった。いや、そっちのほうも気持ちいいんだから、文句を言うのは間ま違ちがいのような気もするけど。


　だけど、直接的な刺激に比べると、弱いわけで、そればかり舐なめられても不満を感じる。だいたい、早瀬だって、オレのそんなところばかり舐めてても、ちっとも気持ちよくないんだし、さっさと先に進んだほうがいいと思う。


　それとも、早瀬は犠ぎ牲せい的精神でオレに奉ほう仕ししてくれてるとか。いや、違うな。早瀬ってそういうタイプじゃないよ。自分の欲望がまずあって、それに相手を合わせていくんだ。


　そんなふうに表現すると、早瀬がまるで強引で自分勝手なだけの男みたいだな。もちろん、強引で自分勝手なのは本当だけど、それだけってことはないよ。早瀬はちゃーんとオレのことを考えてくれてる。ただ、その方向が人とはちょっと違ってて、時々、オレの気持ちをものすごく勘かん違ちがいするだけだ。


　でも、だったら、これはどういうつもりの刺激なんだろうね。オレを焦じらすのが楽しいとか。うーん。そうかしれない。


「もう……いいだろっ？」


　オレはいい加減に焦れて、もう一度、早瀬に自分の股間を擦りつけた。


「やれやれ。お姫ひめさまは我慢ができないらしいね」


　誰がお姫さまだ。と思ったけど、身体はそれどころじゃないから、黙だまっておく。


　早瀬はオレの下半身を裸はだかにすると、ソファの上に寝ねかせた。そして、オレの足を広げて、笑みを浮うかべる。


「スケベそうに笑うなよ」


「廉太郎は失礼だな。私のどこがスケベそうなんだ？」


「人の足を広げて微笑ほほえむなんて、絶対スケベだ」


「だって、廉太郎のココはとっても可愛いんだ。キュッと締しまってて、チョコンとしてて、微笑みたくもなる」


　そんなところの状態をわざわざ教えてくれなくてもいいよ。頼たのむから。


　早瀬に何を言っても、同じだって判わかってる。いや、同じっていうのは言い過ぎかな。たまにオレの言うことを聞いてくれるときもあるから。けど、大たい抵ていは早瀬のペースにオレが慣らされていくだけみたいだ。


　早瀬はオレが触さわってほしいところより、自分の触りたい場所を優先した。そのキュッと締まっててチョコンとしてる部分に、いきなり舌を這わせたんだ。


　そこもいいんだけど、別のところがよりいいんだって。


　オレは抗こう議ぎのために腰こしを揺ゆらしたけど、早瀬には判ってもらえない。もしかして、判ってて、わざとやってるとか。


　仕方ないから、自分でそっと手を伸のばしてみる。何でそっとなのかっていうと、大っぴらに触ると、早瀬が触っちゃ駄だ目めだって言い出すときがあるからだ。


　オレのものなんだから、オレが触るのは勝手だろうって思うんだけど。早瀬には早瀬の計画があって、オレが触ると計画が駄目になるときがあるらしい。


「駄目だよ、廉太郎」


　早瀬は優しい声でたしなめる。


「だって、もう我慢ができないんだっ……」


「もう少しだけ我慢しようね」


　いつまで我慢すればいいんだよ。オレはさっきからずーっと我慢してるよ。


　触ろうと思えば触れるのに、触れないっていうのはつらいよ。早瀬が舌で刺激してくれてるところがすごく気持ちいいだけにね。


「あ……っ」


　早瀬の指がオレの中に侵しん入にゆうしてくる。


　唾だ液えきで濡ぬらされていた分、スムーズに指が入ってきて、オレのイイところを擦っていく。そうなると、我慢にも本当に限界が訪れる。


　身体からだが痙けい攣れんするみたいに震ふるえてる。早瀬はこれでも我慢しろって言うのかな。


「まだだよ」


　そんなこと言われても、そこに指を入れられてると、前を触らなくてもイッてしまいそうなんだ。


「もう……駄目っ」


　イキそうになると、早瀬は指を引き抜ぬいた。


「どうして、そんな意地悪ばっかりするんだよっ！」


「意地悪じゃないよ。廉れん太た郎ろうをもっと気持ちよくさせてあげようと思って」


「普ふ通つうでいいからっ……なあ、早瀬？」


　オレはできるだけ下手に出てみた。


「だって、廉太郎は一回しか駄目だって言うから。私は何度でも大だい丈じよう夫ぶだけど、一回しかチャンスがないんだったら、もっと楽しいことをたくさんしたい」


　早瀬の言葉に、オレは眩暈めまいがしてしまった。


　そうか。エッチは一回だけだってオレが言ったから、ゆっくり楽しむためにわざと長引かせてるのか。だったら、それはオレのためというより、自分のためなんじゃないかなあ。


「こんなふうに焦らされたら、何度もやってるのと一いつ緒しよだよ。体力がもたないって」


「じゃあ、何度でもいいんだね？」


　早瀬は勝手な解かい釈しやくをしていた。


　こらこら。そんなこと言ってないだろっ。


「とにかくっ……早くイかせてくれよっ」


　後のことは後の話だ。


　早瀬はいそいそとオレの硬かたくなってる部分に手を伸ばした。


　ひょっとしたら、何度でもいいとオレが許したって勝手に思ってるかもしれない。でも、ホント、どうだっていいような気がしてきた。


　早瀬って、ワガママだからさ。


　オレは恋こい人びとなんだから、そのワガママに付き合ってあげなきゃいけないのかも。ていうか、そんなワガママを聞いてあげられるのは、オレしかいないからね。


　たまにはオレのワガママだって聞いてほしいのに。何だかいつも一方通行なおねだりばかりで、よく考えると、とっても理り不ふ尽じんだと思うんだけど。


　早瀬は前の部分を刺激しながら、同時に指を挿そう入にゆうしてきた。


「ああっ……あっ」


　すごく気持ちいい。でも、だんだん前の部分の刺し激げきがおろそかになってきて、気がついたら、そこに手を添そえてるだけで、後ろのほうの刺激がメインになっていた。


　どういうことだよっ、早瀬！


　涙なみだの滲にじんだ目で睨にらむと、早瀬はにっこりと微笑みを返す。


「私も我が慢まんできなくなってきたんだよ。廉太郎、一緒にイこうね」


　思いっきり脱だつ力りよくしてしまう。長引かせて楽しむんじゃなかったっけ。それとも、何度でもできると勝手に思ってるから、ここでまずは一回ってわけかな。


　もう、どうでもいいや。早瀬のしたいようにすれば。


　投げやりな気分っていうのとまた違ちがうが、早瀬と付き合うためには、これくらいのことで怒おこっちゃいけないんだなあって、ちょっと修しゆ行ぎよう僧そうの気分なんだ。


　とりあえず、イキたいのを我慢するよりは、早瀬が入ってきて、気持ちいい思いをするほうが、絶対いいと思う。


　早瀬がオレの中に入ってくる。


「あっ……あっ…早瀬っ」


　指も気持ちいいけど、早瀬が入ってくれば、こっちのほうがいいなんて思ってしまうよ。


「そんなに締めないで。すぐにイッてしまうよ」


「だって……」


　オレには締めてるつもりなんかない。ただ気持ちよすぎると、自然に力が入ってしまうんだろう。


　でも、早瀬がすぐにイッてしまったら、オレも物足りなくなるので、必死で力を抜こうとする。


「そういう耐たえてる顔の廉太郎はすごく可愛かわいいよ」


「バカッ……」


　だから、早瀬はオレを焦らすのかな。オレの耐えてる顔を見るのが好きだから、焦らすのが楽しいのかも。


　それが楽しいのは、本当に早瀬だけだよ。オレは焦らされて楽しいわけじゃない。まあ、ちょっとくらいなら、我慢した後のご褒ほう美びって感じで、より気持ちよくなるからいいんだけど。


　何事もやりすぎは禁物だ。


「さあ、廉太郎。もっといい顔を私に見せてごらん」


　そう言いながら、早瀬はオレを翻ほん弄ろうしていく。


「あ……あっ……ん」


　気持ちよすぎて、涙が出てくる。おかしいかな、こんなの。だけど、早瀬に焦らされたせいもあって、今、身体中が快感に浸ひたってるんだ。


　今は何をされてもいいかも。


　すごいエッチなことや、意地悪なことも、全部受け入れてしまいそうだよ。


　早瀬の指先がオレの硬くなった部分の先せん端たんに触れる。


　すごく微び妙みような刺激だ。けど、今となっては、それがたまらない。触れてるだけのその指先が、オレの身体の振しん動どうで快感を呼び起こすんだ。


　オレは早瀬にしがみついた。


　もっとしてほしい。


「そんなに気持ちいい？」


　スケベオヤジのようなそんな問いかけだって、今はいいよ。


　だって、本当にすごくイイから。


「早瀬っ……もっと」


　オレのリクエストに応えるように早瀬は激しく刺激してくる。オレは早瀬の腰に足を巻きつけて、自分も貪どん欲よくに腰を揺らすんだ。


　早瀬に笑われたっていい。今は快感優先だ。


　やがて、オレも早瀬もお互たがいしっかり抱だき合って、昇のぼりつめていった。


「廉太郎、すごくよかったよ」


　早瀬はそう言って、オレにキスをする。


「うん。オレも……よかった」


　エッチの感想を言うなんて、それも恥はずかしいけど、早瀬が期待してる目で見てるから、仕方なく口にする。


「そうだろうとも。あんなに我慢したんだから、気持ちいいはずだよ」


「いや、でも、あんなに焦じらさなくたって、気持ちよくなるんだから。ほどほどでいいんだってば」


　オレの主張に、早瀬は眉まゆをひそめた。


「そうかな？」


「そうだよっ。オレがそう言ってるんだから、信じろよ」


「だけど、今日の君はいつもより感じてたみたいだから……」


　それはそうかもしれない。でも、たくさん焦らしたほうがこんなにいいんだって、早瀬の脳にインプットされたくなかったから、反論する。


「我慢するのって、苦しいよ。いくら後でいい思いをするって言っても、それじゃ、意味ないよね？」


「腰こしをくねらせながら私を求める、廉太郎の可愛いところが見られるから、私にとっては意味のあることなんだが」


　ゲッ。具体的なことを口にするなよ。恥ずかしいっ。


「オレのためにしてることなんじゃないのか？　早瀬は自分がよければいいわけ？」


　早瀬の弱いところを突ついてみた。


　うーんと早瀬は唸うなった。


「そうだね……。私さえよければいいというものじゃないし、廉太郎の気持ちも汲くんであげなくては……」


「それでこそ、オレの恋人だよ。そういう早瀬が好きだな」


　もう一押しとばかりに、おだててみる。


「廉太郎……私も好きだよ。だから、時にはいじめたくなるんだ。そして、君が好きだから、何度でも抱きたくなる。それは判わかってくれるよね？」


　微妙に話がズレてきてるような。


「いや、今の話題はそれじゃなくて、さ。オレにあまり我慢させないでほしいっていうリクエストなんだけど」


「私も努力するから、廉太郎も努力してくれないか？」


　そう言いながら、早瀬は腰を微妙に動かしてくる。もちろん、エッチが終わった直後だから、まだ抜ぬいてないんだよ。そういう状態で腰なんか動かされたら……。


「オレに……何を努力しろって言うんだよっ？」


「私にも我慢を強しいないでほしいってことだよ」


「あっ……バカッ。何するんだよっ……」


　早瀬はイッたばかりのオレに刺激を加え始めたんだ。


　さっきは全然触さわってくれなかったくせに、今度は大だい胆たんにわざと勃たつように煽あおっていくんだ。


「そんなことしたら……っ」


「もう我慢させないよ。好きなだけイッていいからね」


　そこを刺激しながら、早瀬は腰を動かしていく。


「早瀬っ……っ」


　それじゃ、今度は別の我慢をさせてることになるんじゃないか。って言いたかったけど、早瀬がこうと思ったことは、なかなか変えられないんだ。


　ああ、どうしよう。結局、二回目突とつ入にゆうだよ。しかも、一回目から続いてるし。


　オレ、体力もつかなあ。


　はなはだ不安だったけど、早瀬の手の中では、むっくりとオレの分身が起き上がっていた。


「廉太郎、また締しめつけてるね。私も嬉うれしいよ」


　嬉しいのは、この場合、早瀬だけだって。


　無理やり起こされたオレのそこは、仕方なく反応してるだけなんだから。


　もう、今の早瀬に何を言っても無む駄だだよね。だったら、オレも心から気持ちよくなったほうが得なんじゃないかな。


　オレはヤケクソで、早瀬にしがみつく。


「廉太郎……！」


　妙みように感激した声の早瀬に、オレは抱き締められた。


　なるようになれ。ていうか、なるようにしか、きっとならないんだ。


　オレと早瀬の関係はね。








　二度目のエッチが終わった後は、さすがにもう起き上がる気力さえもなかった。


　早瀬はすまなそうにしながらも、オレの目玉焼き料理なんかを一人でおいしそうに食べていた。


　早瀬って、体力あるよな。オレのほうが立場的にリスクがあるとはいえ、動いてるのは、ほとんど早瀬のほうなのにさ。


　オレもちょっと身体からだを鍛きたえないと、とても早瀬にはついていくことができそうになかった。


　しばらくしたら、ちゃんと動けるようになって、それからオレは早瀬に車で家に送ってもらった。我が家が外がい泊はくに関して厳しくなかったなら、早瀬は泊とまれって言って、きっとうるさかったよな。そうしたら、二度じゃすまなくて、もう何度かされてたかも。


　ホント。外泊に厳しい親でよかったよ。それだけは感謝したい。


　とはいえ、オレは宿題だってあるのにさ。ていうか、宿題の他ほかに勉強だってしなきゃいけないのに、どうしてこんなにヘトヘトになるまでエッチされてしまうんだろう。


　早瀬は理事長なんだから、そこのところを少しくらいはわきまえてほしいよ。


　結局、その夜はロクに勉強もできずに、眠ねむってしまった。とりあえず宿題はしたけど、朝になっても、何となく疲つかれが取れてない感じだよ。


　オレって、まだ若いのに。こんな生活していいのか。


　いろいろ疑問に思いつつも、学校へと向かう。


「廉太郎！」


　教室に入ろうとしたところで、オレは呼び止められる。振ふり向くと、諒が複雑な顔をして立っていた。


「どうしたんだ……？」


　顔を見ただけで、何かあったなって判る。何かって、たぶん篤志絡がらみの何かに決まっている。それで諒はオレによく泣きついてくるんだ。


　いや、泣きついてくるっていう表現は正しくないな。オレ相手に愚ぐ痴ちを零こぼすんだよ。二人の関係を知ってるのはオレだけで（早瀬もいるけど、この場合は除外って感じで）、しかも、オレも男と付き合ってる身だから、何かと話しやすいんだろう。


　まあ、ちょっと前まで、諒はけっこう自分のことに関してはガードが固かったから、それに比べれば進歩だとは思うものの、人の痴ち話わ喧げん嘩かの内容をいちいち細かく聞かされるのはかなわなかった。


　でも、だからといって、そんな話は聞きたくないなんて、諒にはとても言えない。諒は怒おこると怖こわいんだ。早瀬の弟だから…ってわけじゃないと思うけど、とっても自分勝手な理由でヘソを曲げたりするんだよ。そして、一度、機き嫌げんを悪くしたら、後に引くタイプなんだ。


　ホント、気難しいよな。


　だいたい、篤志も諒のこういうところを判ってるだろうに、どうして怒らせるようなことをするかな。諒は神経質すぎるし、篤志は大らかすぎる。足して二で割れよって、オレは時々思ってしまうよ。


「廉太郎、ちょっと……」


　ちょっとって言いながら、行き先は生徒会室だ。つまり、人のいないところで話さなきゃいけないような内容なんだろうね。


「何があったんだ？　また喧けん嘩かか？」


　生徒会室のドアを閉めて、オレがそう尋たずねると、諒はムッとしたような顔になった。


「また喧嘩って言うけど、喧嘩が多いのは、廉太郎だって同じだろう？」


「そりゃあまあ、同じだけど……。でも、喧嘩なんだろう？」


　諒はやっと頷うなずいた。


　そうならそうだと言ってくれなきゃ、話は進まないんだよ。


「で、今度はどういうことで喧嘩になったんだ？」


「……あいつ、一度に一回じゃ足りないって言うんだ」


　ドキン。


　まるで、オレと早はや瀬せのエッチを覗のぞき見みしたかのような悩なやみだな。偶ぐう然ぜんなんだろうけど、同じことで悩んでる諒に、オレは仲間意識を持ってしまった。


「そうか……。早瀬も同じこと言うよ。オレのことが好きだから、何度でも抱だきたいんだって」


　諒は眉まゆをひそめた。


「廉太郎、そんなに露ろ骨こつに言うなよ。聞いてるこっちが恥はずかしいし」


　それはお互たがい様だろう！　ていうか、諒が最初に露骨な話を振ったんじゃないか！


　と、言いたい気持ちをぐっと抑おさえて、話を続ける。


「まあ、でも、オレもそうだけど、何回もするのって大変だよな」


「そうなんだ。大変なんだよ。向こうは突っ込んで、ただ気持ちいいのかもしれないが、こっちは無理して突っ込まれてるわけだよ。そこが判ってないんだ」


　どう考えても、諒のほうが露骨なことを言ってるような気がするよ。指し摘てきしたら、きっと機嫌が悪くなるから、しないけどさ。


「それはもう、篤志にちゃんと話をすればいいだけじゃないか？　オレに愚痴言っても、解決にならないし」


「廉太郎に言って、解決になるだなんて、最初から思ってないよ」


　あ、そう。だったら、最初からオレに言うな、なんてことは、とても恐おそろしくて言えない。結局、こうして愚痴を言うことで、ストレスを発散させてるんだろうしさ。


　不満を抱かかえてるだけよりはいいんじゃないかなあ。


「篤志って、思し慮りよ深いようで、どこか抜ぬけてるところもあるからな」


　しみじみとそう言うと、諒はオレをじろっと睨にらんだ。


「そこがいいんだよ。ただ思慮深い奴やつなんかと、付き合ったって面白くないだろう？」


　なんだかんだ言って、篤志のことが好きなんじゃないか。もしかして、愚痴に付き合うだけ、オレがバカってことかな。


「じゃあ、早く仲直りしたらいいんじゃない？　篤志、あれでもけっこうモテるよ？」


　オレは諒をちょっと脅おどかしてみた。そうしたら、すごく動どう揺ようしたような顔になってしまって、こっちがビックリする。


「もしかして、篤志が浮うわ気きなんかするはずないよね？」


「浮気…じゃないけど……。昨日、化学部の下級生にコクられてたのを見たんだ……」


　なるほど。そういうのがあって、余計にこじれたんだよな。


「でも、篤志は断わってたんだろう？」


「うん。でも、優しくしてた」


　諒にしてみれば、そこが気に食わなかったらしい。まあ、諒としては、複雑だったんだろうね。オレも似たような立場に立ったら、気になって仕方ないよ。


　たとえば、早瀬に近づく美女ＯＬとか。


　だって、似合いすぎじゃないか。オレなんかと付き合うより、早瀬はよっぽど幸せになれると思うしさ。


　将来のこととか、世間的なこととか考えると、絶対そのほうがいいんだ。


「何だよ、廉太郎まで落ち込むことないぞ」


「うん……。そうだけど。ちょっといろいろ考えちゃって」


「早瀬のことだったら、あまり気にしないほうがいいよ。あいつはどうせあんな奴なんだから。廉太郎が悩むだけ、時間の無む駄だだ」


　そう、はっきり言われてしまうと、何だか情けない。いや、オレが…って言うより、実の弟にそう言われてしまう早瀬が、だ。


「ああ、やっぱり、いっそ僕は廉太郎と付き合いたいよ。廉太郎だったら、僕をこんなに悩ませることはないだろうし、廉太郎だって、僕とだったら悩まずに済むだろう？」


　その考えは根本的に何か間ま違ちがってるよ。相手が好きだから悩むんであって、好きでなかったら、悩まないでいいんだ。


　だから、オレと諒じゃ、親友がいい関係であって、恋こい人びと同士にはなれないんだと思う。まあ、諒だって本気で言ったんじゃないと思うけどさ。


「そろそろ時間か……。廉太郎、あとは放課後に話そう」


　諒はまだオレに愚痴を言い足りないようだった。


　今日は別に生徒会で活動なんかないんだけど、いつもオレと諒は何となく放課後は生徒会室に来てしまうからな。


　それにしても、放課後までに機嫌を直してくれればいいけど。ていうか、篤志が諒の機嫌を取りにいけばいいんだよ。恋人なんだから、それくらいはしろよ。


　オレは自分の恋人だけで手一いつ杯ぱいなんだからなっ。


　そんなことを考えつつ、やがて放課後になった。


　ちょっと憂ゆう鬱うつな気分で生徒会室のドアを開けると、いきなり篤志と諒の睨み合いが展開されていた。


　うーん。二人とも、ここをどこだと思ってるんだろうな。


　生徒会室だよ、生徒会室。だから、二人はこんなところで喧嘩しちゃいけないんだよ。判ってる？


　頭の中ではそう思ってみても、オレは二人の間に割っていって、そんなことを言う勇気はなかった。それより、ドアを開けなかったことにして逃にげようかと思ったくらいだ。


「遅おそかったな、廉太郎」


　篤志がこっちをちらっと見て言った。


「えーと……掃そう除じ当番でいろいろと……」


　何でオレが篤志にこんな言い訳をしないといけないんだろうね、まったく。篤志なんか、そもそも生徒会役員じゃなくて、ただの部外者のくせに。


　もちろん、今の睨み合い状態が、生徒会とは何の関係もないことは判わかっていたけど、何だかもう、そんなふうに逃とう避ひしたくなってくるんだ。


「廉太郎はこの際、関係ないだろう？」


　諒は喧けん嘩か腰ごしで篤志に突つっかかる。


　いや、関係ないよ。でも、早朝の話では、続きを放課後にってことだったから、オレはこんな場面に居合わせることになったんだぞ。


　とはいえ、頭に血が昇のぼってるときの諒に、どんな正論を言っても通用しないんだ。


「あの……邪じや魔まだったら、オレ、帰るけど？」


「廉太郎はそこ！」


　諒に椅い子すを示されて、仕方なくそこに座る。オレは関係ないのに、ここにいなくちゃいけないらしい。一体、何のためにだよ？


　ああ、とっても居心地悪いんだけどなあ。早く帰りたいなあ。


「廉太郎が来たところで、どっちが正しいか審しん判ぱんしてもらうというのはどうだ？」


　篤志はそんなことを言い出した。


　審判って言われてもさ。二人の痴ち話わ喧げん嘩かにどっちが正しいも何もないんじゃないかな。


「判った。廉太郎に審判させよう」


　って、諒までそんな話に乗るなよ。ついでに、自分の味方をしなけりゃ呪のろってやる、みたいな目で、オレを睨むなって。


「じゃ、何を審判すればいいんだよ？」


　もうどうしようもないから、お手上げ状態で尋たずねる。


　さっさとこんなこと終わらせて、早く帰りたいよ。どうせ、すぐに仲直りするくせに、喧嘩だけは人一倍激しいんだから。


　ていうか、いちいち、オレを巻き込まないでもいいと思うんだ。喧嘩なら、二人だけでやればいいんだよ。


　そうは思うものの、オレはこの二人に早瀬のことで世話になったこともあるので、無下にはできなかった。だいたい、この二人をくっつけたがっていたのは、早瀬だったしね。だから、その恋人であるオレにも、責任があると思われてるのかもしれない。


　うーん。たとえるなら、オレと早瀬が仲人なこうどで、二人は結けつ婚こんしたんだけど、離り婚こんだ何だという騒さわぎが起こる度たびに、おまえ達が仲人しただろうと巻き込まれてる感じかな。ちょっと違ちがうかもしれないけど。


「つまり、エッチは一日に何度までいいかって話だ」


　篤志がとても重要なことのようにそう言った。


　まだ、そんな話をしてたのか。大たい概がい、しつこいよな。


「そんなの、二人で話し合って決めればいいだろう？　オレに訊きくなよ、頼たのむから」


「経験者として、廉太郎を尊重して訊いてるんだ。おまえだったら、何回がいい？」


「一日に何回って言われてもさ。そのときの状じよう況きようによって違うじゃないか。ずっと会えなくて、久しぶりに会えたら、一回じゃ物足りないし、続けて会ったら一回で充じゆう分ぶんだよ。あと、場所が落ち着かないところだったら、一回でも嫌いやだ」


　しかし、何でこんなことを生徒会室で話さなきゃいけないんだろう。泣きたくなってくるよ。


「ほら、僕の言ったとおりじゃないか。とにかく、一回が基準なんだよ」


　諒は勝ち誇ほこったように言う。


「廉太郎は意外と淡たん白ぱくなんだな。理事長の話だと、ずいぶん積極的にしてるように思えたが」


「早瀬の話なんか、鵜う呑のみにするなよっ。あいつは何度でも平気だとか言ってるから、オレも積極的だって思い込んでるかもしれないけど」


　篤志は腕うで組ぐみをして、うーんと考え込んだ。


「やっぱり、理事長にも同じ質問をしたほうがいいのかもしれないな。廉太郎一人の意見じゃ、どっちが正しいとは言えないかも」


「ずるいぞ。廉太郎は僕のほうが正しいって結論を出したわけだから、それでいいはずだ。だいたい、僕とおまえじゃ立場が違う。だから、出す結果が違うんだよっ」


「立場って言うのは、上か下かってことか？」


　篤志がニヤリと笑うと、諒は白い頰ほおを赤く染めた。


「じゃあ、廉太郎の意見がおまえと同じなのは当たり前だな」


「だから……そんなに何度もっていうのは、いろいろとさ」


「いろいろと？」


　二人のムードが微び妙みように変わってくる。


　諒がちょっと引くと、篤志がその分の間合いを詰つめてる感じで、二人の力関係っていうのが、改めて判ったような気がする。


　早い話が、諒は篤志の掌てのひらの上で弄もてあそばれてるようだ。


　だったら、篤志も諒を怒おこらせたりせずに、上手うまく扱あつかってやればいいのにな。篤志は変人だけど、少なくとも、早瀬のような判らずやではないはずだからだ。


　そういえば、篤志がコクられた件は解決したのかな。たぶん、元々、問題はそこにあったと思うんだ。エッチの回数が普ふ通つうは何回か、なんて馬ば鹿か馬鹿しいことで、諒も本気で篤志に突っかかっていったわけじゃないだろう。


「篤志、女の子にコクられたんだって？」


「ああ、そうだが？」


　篤志は平然とした顔で答える。


「廉太郎！　その話はもういいんだって！」


　諒が横からオレの振ふった話題を止めようとする。ということは、やっぱりそのままにしてるんだな、諒の奴やつ。


　お節せつ介かいだけど、ここはちょっと篤志に諒の気持ちを教えといてやるか。


「断わったけど、妙みように優やさしかったとか？」


「いや……優しくしたつもりはないが……」


　篤志はそう言いながら、諒に視線を向ける。目が合うと、諒は真っ赤になって、視線を逸そらした。


「ははあ。なるほど。感謝するぞ、廉太郎」


　さすがに篤志だ。オレがちょっとヒントを出しただけで、何が言いたいのか判ったらしい。


「じゃあ、オレはこれで帰るから。あ、でも、他ほかに誰だれが来るか判らないから、変なことするなよ」


　一応、念を押して、オレは立ち上がる。


　ドアを閉める瞬しゆん間かん、見てしまった。篤志が諒の肩かたを優しく抱だくところを。いやー、もう何か照れちゃうね。


　あの二人からすると、オレと早瀬もあんなふうに見えてるのかな。自分ではちょっと信じられないけどさ。








　生徒会室から昇しよう降こう口ぐちに向かい、靴くつを履はき替かえて、外に出る。


　朝はそれほどでもなかったけど、気温が低くなってる感じだ。こういうときに、早瀬が来ればいいのに…なんて思ったけど、それじゃ、早瀬はオレに都合のいい運転手じゃないか。格好いい車付きのさ。


　まあ、でも、そういうつもりじゃなくても、こういう寒いときには、早瀬が傍そばにいてくれたらって思うよ。二人でいれば、かなり寒いときでも、あまりそんなふうには感じない。それくらい、オレにとって、早瀬は一番好きな人になってるんだなあって思う。


　校門を出ようとしたところで、後ろから誰かの声がした。


　ん？　廉太郎君とか呼ばれているような気がする。


　振り向くと、昨日、理事長室に案内した男がこっちに駆かけ寄ってきていた。


「ああ、廉太郎君。さっきから呼んでるのに、気がつかないから焦あせったよ」


「ええーと、昨日の人、ですよね？」


　オレに何の用なんだろう。今日もこの学校に来て、また何かがどこにあるのか判らなくなったんだろうか。


「自己紹しよう介かいがまだだったね。私は徳とく永なが彰あき久ひさというんだ」


「はあ。徳永さん、今日はどうしたんですか？」


　徳永さんはにっこり笑って、オレの肩に手をかけた。


「君に会いにきたんだ」


「は……？　オレに？」


　どうしてっ？　昨日会っただけの人が何でオレにわざわざ会いにくるんだろう。


「案内してもらったお礼をしようと思って」


「いや、いいですよ、そんなこと。ただ困ってる人がいたから、助けただけで」


　そんなことでお礼だなんて、オーバーだよ。別に命の恩人とかじゃないんだからさ。


「私はとても助かったんだ。こっちから理事長室はどこかって尋たずねたならともかく、普通は、ああいう場合、わざわざ声をかけたりしない。そんな素晴らしい心がけを持った君に、私はどうにかしてお礼をしたいんだよ」


　本当にそこまで思い込まなくても。普通はどうか知らないが、オレにとっては、全然大したことじゃないんだ。ただ、いいことしたなあって自分が爽そう快かいな気分になれるくらいのもので、それ以上の何か見返りを期待することはないしさ。


「ホント、オレ、お礼なんかいいですから」


「そういう奥おく床ゆかしいところがまた……」


　感激したように、その人はオレを見つめた。


　うーん。この人は早瀬と違ちがってまともな大人の人だって思ったけど、違ったのかな。そんなことでお礼をしたいって言い出すなんて、変な人に思えてくる。


「お礼といっても、食事を奢おごるだけなんだ。というか、私は独身でね、家に帰ると、一人でとても淋さびしいんだ……」


　まだ若そうだから、独身だっていっても、そんなに不思議はないし、一人で淋しいって言われてもさ。何もオレなんかを食事に誘さそわなくてもいいと思う。


「食事を奢られるようなことはしてないです。本当にオレ……」


「じゃあ、ちょっとだけ、淋しい私に付き合ってくれないかな？　食事を奢るのは諦あきらめるから」


「はあ……じゃ、ちょっとだけ」


　よく判わからないけど、これ以上、『淋しい私』を連発されるのも、気が咎とがめるから、仕方なく付き合うことにした。


「車で来てるから……。こっちだよ」


　徳永さんは上じよう機き嫌げんでオレを駐ちゆう車しや場じようのほうに誘ゆう導どうしていく。


　このくらいの年ねん齢れいの大人って、何考えてるか、よく判らないよなあ。そういう世代なのかと思ったりして。


　それとも、オレがたまたま会ったこの年代の人だけが、こういう身勝手な変人ばかりだったのかな。


　徳永さんの車は、何とポルシェだった。


　早瀬のＢＭＷも最初見たときは、めずらしくて、すげーと思ったが、ポルシェっていうのも、すごいよなあ。早瀬みたいにこの人も金持ちなんだろう、きっと。いや、だからって、理由もないのに、御ご飯はんを奢ってもらうわけにはいかないけどね。


　しかし、ポルシェに乗れるのは単純に嬉うれしい。心の中で早瀬のＢＭＷにごめんと謝りながら、ポルシェにちょっと浮うわ気きしてしまいそうだよ。


　そんなわけで、徳永さんの『ちょっと付き合う』はドライブだった。オレは何かもう、嬉しくて嬉しくて。どこを走ってても、すごく楽しかったんだ。


　海辺の小さな店で、徳永さんがどうしてもって言うから、ホットドッグとジュースを奢ってもらう。風が強くて寒かったけど、それはそれでピクニックでもしてる気分でよかった。ただ、明るい昼間だったら、もっと楽しかったかもしれない。


　海辺でもすでに薄うす暗ぐらかったが、オレが家まで送ってもらったときには、もう辺りは真っ暗だった。


「すみません。わざわざ家まで送ってもらっちゃって」


「いいよ。これくらい。食事は奢れなかったけど、楽しんでもらえたかな？」


「はいっ。ありがとうございましたっ」


　本当はもう、お礼のことなんか、どうだっていいのにって言いたいけど、あんまりしつこく言うのも悪いかなあって思ったんだ。どうしてもお礼をしたいみたいだったからさ。


「じゃあ、また。廉太郎君」


　そう言われて、オレも思わず『また』なんて言って降りてしまったけど、オレと徳永さんって、別に友人関係でも何でもないし、『また』会うことなんかあるのかな。


　オレは走り去る車を見て、ちょっと疑問に思った。でも、楽しかったから、どうでもいいや。


　機き嫌げんよく家に入って、部屋に上がる。今日こそは勉強しないとな。早瀬に邪じや魔まされてばっかりだったから、今日は取り戻もどすんだ。


　御飯を食べて、お風ふ呂ろに入って……また勉強して。早瀬と付き合ってると、こういう高校生としての日常を、時々忘れてしまうことがある。そういうところも気をつけていかないとね。来年は受験だってあるんだし、早瀬の要求ばかり呑のんでられないよ。


「廉太郎！　早瀬さんから電話よ」


　階下から母さんの声が聞こえてきて、オレは勉強机からバッと立ち上がった。そして、ドドドと階段を下りていく。


　やっぱりオレって、早瀬が好きなんだなあって、こんなときに強く思うよ。勉強より何より、早瀬って名前を聞いただけで、この有様だ。


　うちの電話は子機なんてなくて、廊ろう下かにポツンと電話機が置いてある。幸い、廊下とリビングをつなぐドアは閉まってるから、オレが話してる内容は、そんなに大声でなきゃ家族には聞こえないんだ。


「もしもし。早瀬？」


「廉太郎？　相変わらず、すごい足音をさせて、階段を下りてくるね」


　母さんは保留のボタンを押さずにそのままにしてることが多いから、いつもオレの足音は早瀬の耳に届いてるらしい。


「早瀬から電話って聞いたらさ……」


「嬉しいよ、廉太郎。そんなに私の声が聞きたかったんだ？」


　うん、まあ、そうだけど、そんなふうにストレートに訊きかれると、返答に困るよ。


「まあね。早瀬は、仕事忙いそがしい？」


「それなりにね。今はたまたま時間が空いたから、電話してるんだ」


「え、じゃあ、まだ会社？」


「そうだよ」


　夜ももう遅おそいのに。早瀬はこんな時間まで仕事してるんだ……。


「身体からだに気をつけろよ。今日はすごく寒かったし、風か邪ぜひかないようにしないと」


「ありがとう。廉太郎がそう言ってくれただけで、心があったかくなるよ」


　心があったかくなるなんて、クサいセリフだけど、今の早瀬の気持ちが判ったような気がした。


　それと、仕事中にわざわざ電話してきた理由もさ。


　オレは早瀬の仕事のことは全然判んないし、そっち方面では何もしてあげられないけど、言葉で応おう援えんするくらいのことはできる。


　だから、本当にオレが早瀬を好きだって気持ちを込めて言うんだ。


「早瀬……頑がん張ばれよ」


「ああ。廉太郎もね。私は君の勉強の邪魔ばかりしてるから、ちょっと心配になったんだ」


　邪魔してる自覚があったんだ。早瀬のことだから、てっきりないと思ってたよ。


「平気だよ。オレ、成績いいからね。ちょっと頑張れば取り戻せる」


「そういえば、そうだったね。最初に学校で会ったときに、校長先生が君の成績をやたらと褒ほめていた」


　そんなこともあったなあ。そのとき初めて、オレは早瀬が自分の学校の理事長に就任したことを知ったんだ。それまでは、ただの模型友達…ていうか、オレが師し匠しようで早瀬が弟で子しでね。そういう関係だったっけ。


　そして、気がついたら、恋こい人びと関係に変わっていた。


「でも、君がいいのは成績だけじゃない。すごく素直でいい子で、とっても可愛かわいいんだ」


　聞いてると、何だか照れてきてしまう。はっきり言って、オレはそんなにいい子なんかじゃないよ。それに、早瀬が会社でそんなことを言ってるかと思うと、もっと恥はずかしいよ。


　話題、変えようかな。こういう話ばかりだと、変な気分になってくるし。


「あのさ、昨日、うちの学校のＯＢの人が来ててさ。前とは教室の配置が違ちがうとかで、迷ってたみたいだったから、オレが案内したんだ。早瀬くらいの歳としの男。そしたら、今日、またやってきて……」


　オレはお礼に食事を奢ると言われたことを話した。


「早瀬くらいの年代の人って、みんな、あんな強引な感じの人ばかりなのかなあなんて思っちゃったよ」


「それで、ホントに食事を奢られたんじゃないだろうね？」


「まさか。でも、どうしてもちょっと付き合ってくれって言うから、ドライブしたよ。その人、ポルシェに乗っててさ。けっこう楽しかった」


「……廉太郎」


　早瀬がいきなり暗い声を出したから、笑いながら話していたオレはドキッとした。


「な、何っ？」


　オレ、何か悪いこと言ったかな。早瀬が変だよ。


「それは浮気だ……」


「え……浮気？　ああ、ポルシェのこと？　早瀬のＢＭＷも大好きだよ。別に浮気ってほどじゃないよ。ポルシェもちょっといいなあって思っただけで」


「車のことじゃないよ。どうしてそんな訳の判わからない男の車に平気で乗ったりするんだ？　しかも、ドライブ？　しかも、楽しかった？　廉太郎、はっきり言うけど、それは浮気だ！」


　オレはビックリしてしまった。


　いや、だって。


　オレも男だし、相手も男だよ。普通はそれで浮気だなんて思わないよ。篤志じゃないけど、女の子に優やさしくしてたとかいうなら、浮気だって責められても、ちょっと反省するところもあるけどさ。


　確かに、冷静に考えたら、他ほかの男の車に乗って、楽しかったとか言われれば、早瀬もカチンと来るかもしれない。それはオレが悪かったと思う。でも、浮気だなんて責められる覚えは全然ないよっ。


「オレは浮気なんかしてないよっ」


「素直にごめんなさいって言えば、許してあげる。それから、浮気はもうしませんって言いなさい」


　こっちは浮気してないって言ってるのに、何だよ、その偉えらそうな態度はさ。


「他の人の車に乗ったりして、早瀬の気分が悪いのは判る。それは謝るよ。けど、そんなの、浮気じゃないよ。オレは浮気なんかしてないっ」


　思わず大きな声が出てしまって、声をひそめる。


「だからさ、そんなつまんないことで、早瀬も浮気だとか言うなよ」


「つまらないことじゃない。少なくとも、私にとってはね」


　早瀬は完全にヘソを曲げている。


　ああ、うかつなことを喋しやべるんじゃなかったよ。何で、男のオレが男の車に乗ったからって、すぐさま浮気に結びついちゃうんだろう。そっちのほうがよっぽど不思議だよ。


　オレは溜ため息いきをついた。


「ごめん。今日はもうやめにしよう。明日、落ち着いてから話そう」


「いいよ。君が浮気したいなら、私もするから」


「何言ってるんだよ……。とにかく、明日、時間が空いたら電話してくれよ。な？　ホントにオレは……」


　オレが話してる最さ中なかに、いきなり電話は切られていた。


　あんまりといえば、あんまりだ。早瀬の気持ちも考えないで、ポルシェに乗った話なんか、楽しそうにしたのが悪いのかもしれないけど、それにしたってさ。


　どうしてあんなに思い込みが激しいんだよ。


　ほぼ初対面の男子高校生を、食事やドライブに誘さそった徳永さんは、確かに変だけど、別にそういう趣しゆ味みがあったわけじゃないと思うよ。だって、それらしいことは何もされてない。手だってつないでないのに、浮うわ気きだって断定されても困るって。


　そんなこと言われたら、同性の誰だれとも親しく話せないじゃないか。校長先生や担任や生徒会の面めん倒どうを見てくれる先生だって、オレの肩かたを叩たたいたりするよ。そんなことだって、全部浮気だって、早瀬は言うのかな。


　そんなはずないじゃないかって言いたい。オレがエッチしたいのは早瀬だけだって、一体、何度言ったら判ってもらえるんだろう。


　オレは溜息をついて、受話器を元通りに置いた。


　とにかく、明日。


　早瀬が電話をかけてきたら、何とかしよう。今日みたいに浮気だって言い張るような早瀬じゃなくて、ちゃんと冷静な早瀬だったら、説得できるかもしれない。


　だけど、説得……できなかったら？


　オレの頭にそういう考えが過よぎってしまった。


　ないことじゃない。だって、早瀬は自分が言い出したことを、なかなか曲げないからだ。明日もやっぱりオレのことを浮気してたって言うかもしれないし、オレの言うことを判ってくれないかもしれない。


　そんな早瀬を想像してしまった。


　早瀬が怒おこるとすごく怖こわいんだ。いつもは馬ば鹿かなことを言ってる早瀬でも、怒ると別人みたいになる。そういうときは、オレとは十歳も離はなれた大人なんだって身に染しみて判るよ。


　オレ……謝ればよかったかも。


　ふと弱気になって、そう思った。


　オレが悪いんじゃないって意地を張ったけど、早瀬を不ふ愉ゆ快かいな気持ちにさせたのは確かなんだから、ちゃんとごめんなさいって言えばよかった。


　いつもいつもそう思うんだ。喧けん嘩かする度たびに、どうして素直に謝れなかったのかって。


　もちろん、早瀬だって、自分の間ま違ちがいを認めるべきだと思う。だけど、それ以上に、オレが素直になってれば……。


　早瀬がオレのことを素直でいい子だって言ってくれたのに。


　ごめん、早瀬。オレは全然素直じゃないよ。


　どうしてオレ達、こんなに気持ちがすれ違ったりするんだろう。オレは早瀬が好きで、早瀬だってオレのことが好きなはずなのに。


　一体、どうして……。


　とりあえず、明日、何とかなるように頑張ろう。オレは早瀬と喧嘩したままではいたくないんだからさ。








　翌朝。オレは玄げん関かんを出たところで、ギクッとした。


　だって、目の前に早瀬のＢＷＭが停とまっていたからだ。


　こんなに朝早くから何なんだよ。いや、何なんだって、昨日の話の続きに決まってるけど、何も朝一番に来なくてもさ。


　オレ、心の準備だってできてないのに。


「廉太郎！」


　窓を開けて声をかけた早瀬の顔は……間違いなく怒っていた。しかも、寝ね不ぶ足そくっぽいよ。そんな状態で、冷静な話ができるはずもない。


　でも、この車に乗らなかったら、早瀬はもっと怒る。それだけは避さけたかった。仲直りは早くしたほうがいい。今まで喧嘩した経験から、それだけは判っていた。


　すごく気乗りがしなかったが、ナビシートに乗り込む。


「あの……おはよう」


　間の抜ぬけた挨あい拶さつだったけど、一応、朝に会ったからさ。


　けど、早瀬は何にも答えないんだ。黙だまって、車を発進させただけだった。


「あのさ、どこに行くわけ？」


　薄うす々うす気づいているけど、訊きかないわけにもいかない。だって、オレはこれから学校に行く途と中ちゆうだったんだ。このままだと遅ち刻こくするのは明らかだ。いや、早瀬と仲直りすることと遅刻を比べたら、仲直りのほうが優先だよ。でも、理事長である早瀬がオレを遅刻させる原因を作っていいのかなって思ったんだ。


　放課後とかじゃ駄だ目めだったのかな。時間が取れないとか。修復は早くしたほうがいいにしろ、早朝、いきなり車に乗せられて、どこかに連れていかれるのもさ。


「話し合うためには、当然、いろんな話をしてもいい場所が必要だ」


　うん、それは判る。


「そんな場所は私のマンションしかないだろう？　廉太郎だって判ってるはずだ」


　判ってるよ。でも、学校に行かずに早瀬のマンションに行くなんてさ。そこで話し合うだけで済む？　いつも話してる途中で何故なぜかエッチが割り込んでくるのに。


　オレは朝からそんなことしたくなかった。だって、学校に行く前なんだよ。早瀬は平気なんだろうか。そんなこと、全然気にしないのかな。


　何にしても、今の早瀬にオレはそういう文句を言えなかった。


　だって、今の早瀬はとても怒ってて、怖いんだ。逆らったりしたら、本当に怖いことをされそうな気がする。


　いや、早瀬は怖いことなんかしないよ。怖そうに見えても、そんなこと、オレにしないって。


　そう思ってみても、冷たい早瀬の横顔を見ていて、オレの頭から恐きよう怖ふみたいなものがなくなることはなかった。


　早瀬はマンションの駐ちゆう車しや場じように車を停めると、冷たい声で言った。


「ポルシェと乗り心地はどうだったかな？」


「……こっちのほうがいい」


　そう言ったのに、早瀬は鼻で笑ったんだ。


「遠えん慮りよしなくてもいいよ。昨夜ゆうべ、君はあんなに楽しかったって言ってたくせに」


　オレも素直になろうと努力してるのに、どうして早瀬はそんなイヤミばかりを言うかな。


　悲しくなってくるよ。


　早瀬はそんなオレを見ても、表情も変えない。本当に怒ってるんだろうか。オレが素直に謝っても、許せないほどに？


　エレベーターで最上階に上がり、早瀬の部屋に入る。


　いつもは来慣れてる場所で、オレのもう一つの家って感じなのに、今日は空気そのものも冷たいような気がする。


「早く！」


　玄関でグズグズ靴くつを脱ぬいでいたら、腕うでを引っ張られる。そんな乱暴なことまでしなくてもいいじゃないか。オレは抵てい抗こうもせずに、こうして早瀬についてきたのにさ。


　リビングのソファに座らせられる。いつもなら、早瀬はオレにベッタリくっつくのに、今日は一人掛がけのソファに足を組んで座る。


　早瀬も仕事に出かけるつもりだったのか、スーツを着てるし、そういうところを見ると、いかにも会社では偉い人ですって感じだ。でも、オレの前ではそんな態度を取ってほしくない。オレはいつもの早瀬のほうが好きだよ。


　だって、恋こい人びとに冷たい目で見られて、嬉うれしい奴やつなんかいないよ……。


「廉太郎、どうして私から目を逸そらすんだ？」


　不意に早瀬がイライラしたような声で言った。


「……早瀬の目が怖いから」


「私は怖くないよ。廉太郎が私に何か負い目があるんでなければね」


　ビックリして、オレは早瀬の顔を見た。


「まさか本当にオレが浮気したって、思ってるわけ？」


「まさかって、君はそのポルシェ男の車に乗って、ドライブしたんだろう？　正直に言いなさい。何があったんだ？」


　オレはポカンと口を開いた後、急激に怒いかりが込み上げてきた。


　人が素直になろうだとか、他の男の車に乗ったなんて言って、早瀬を不愉快にさせて悪かったとか反省していたのに、この男はホントにオレが徳永さんと何かあったんじゃないかって、疑ってるんだよ。


「そんなことあるわけないだろっ。何言ってんだよ！　ただ車に乗って、ドライブしただけだ。ついでに言うと、ホットドッグとジュースを奢おごってもらって、海辺で一いつ緒しよに食べただけだ。恋人としての早瀬にやましいことなんか、ひとっつもないよ！」


　オレはもう本気で怒っていたから、鞄かばんを持って、立ち上がった。


「待ちなさい！」


　玄関に向かおうとするオレの前に、早瀬は立ちふさがった。


「どけよ！　オレはもう学校に行くんだから！　もう、早瀬なんかに付き合ってられないよ」


「付き合ってられないとはどういう意味かな？　嫌いやでもこっちは廉太郎に付き合ってもらうつもりだよ」


　早瀬はオレを抱だき上げた。


「やめろよっ……馬鹿っ」


「やめる気はないよ。こんなに私の言うことを聞かない廉太郎には、ちゃんと素直になるようにおしおきをしなくちゃいけないから」


　おしおきって……何なんだよっ。


　どうせエッチするつもりなんだろうって思いながらも、ただの意地悪なエッチならいつもしてるよ。わざわざ『おしおき』って言うくらいだから、一体、何をされるんだろう。


「離せって……！」


　何をされるのか怖くなって、暴れたけど、早瀬は構わず寝しん室しつのベッドへとオレを連れていった。


　早瀬はオレをベッドに投げ捨てるような感じでポンと置いた。そして、オレの上に馬乗りになって、ネクタイやシャツのボタンを勝手に外していく。


「何…するんだよ……」


　怖いよ。ホントに浮気したならともかく、何もしてないのに、どうしてこんな怖い目に遭あわないといけないんだ。


「今日も家政婦さんは休みなんだ。だから、君を一日ここに監かん禁きんしてたって、バレないよ。学校にはちゃんと欠席の電話を入れておいてあげるから」


　そんなこと、理事長がしていいのかっ。


　と思ったけど、今の早瀬には怖くて言えない。もうオレをいじめることで頭がいっぱいになってるみたいだったから。


「監禁だなんてさ……。早瀬だって仕事があるだろう？」


「だから、監禁なんだよ。君を縛しばって、ここに転がしておく。反省するまでね」


「そんな無茶苦茶な……」


「無茶苦茶でも何でも、君はフラフラ知らないような人の車に乗ってしまうんだ。私は嫌だよ。君を誰だれかに取られてしまうのは」


　だから、監禁なのかっ。


「早瀬！　冷静になれよっ」


「私は冷静だよ」


　そんなはずないじゃないか。もう目の色からして、いつもとは違ちがう。オレのシャツのボタンをすべて外すと、今度はベルトを外しにかかった。


「頼たのむから……早瀬っ」


「嫌だ」


　早瀬は冷たく一言そう言うと、オレの下半身を一気に裸はだかにした。


　とにかく縛られたら最後だから、何とか逃にげなきゃ。早瀬が冷静になるまで監禁されてるなんて、絶対嫌だよ。


　オレはベッドから飛び下りて、とりあえず早瀬から離はなれた。


「下は裸なのに、どこに逃げるつもりなのかい？」


　早瀬は揶揄からかうように言った。けど、目が笑ってないのが、すごく怖こわい。オレも頭に血が昇のぼっていたみたいだけど、冷静に考えると、下半身が裸じゃどこにも逃げられないよ。そのまま外に出たら、変質者扱あつかいだ。そして、ズボンと下着は早瀬が握にぎってるんだ。


「縛られるのだけは嫌だ……。縛らないなら、早瀬の言うこと聞くから……」


　結局、オレは自分が折れるしかなかった。早瀬とオレじゃ体格が違いすぎる。どう抵抗したって、上手うまくいかないよ。


　だったら、不本意だけど、お願いするしかないんだ。


「じゃあ、そのブレザーとシャツも脱いで」


　どっちみち、下半身も裸なんだから、これを脱いだところで何も変わらない。そう思っていても、こういう状じよう況きようで、できれば脱ぎたくないよな。


　だけど、早瀬の目が怖いから脱いでいく。


「脱いだよ……」


「じゃあ、ベッドに寝ねなさい」


　指示どおりにすると、早瀬が上から覆おおい被かぶさってきた。


　どうして、こんなことになるんだろう。早瀬のことは好きなのに、どうしてこんな苦しくて、つらい目に遭わなくちゃいけないんだ。


「泣いたって許してあげない」


　早瀬のその言葉は、オレの胸にズキンと響ひびいた。


　気がつくと、オレの目には涙なみだが滲にじんでいた。早瀬の顔がよく見えないくらいに滲んで、それから目め尻じりのほうに流れていく。


「早瀬はひどい……。オレ、仲直りしたくて、謝ろうって思ってたのに。浮うわ気きなんかしてないけど、早瀬が不ふ愉ゆ快かいになるのは判わかるから……謝ろうって思ってたのに……っ」


　懸けん命めいに涙を腕で拭ふき取るけど、どうしても後から後から出てきて、みっともなく流れていく。


「廉太郎……」


　早瀬はさすがに困ったのか、オレの頰ほおに流れた涙を自分の指で拭き取ろうとしていた。オレはその手を摑つかんで、手の甲こうに頰ほお擦ずりをした。


「何でオレを疑うんだよ……。オレは早瀬のことが好きで、早瀬のためなら、自分でできることなら、何でもしてあげたいくらいだよ。でも、監禁なんかされたくない。縛られて転がされるなんて、絶対嫌だ……っ」


　泣きながら訴うつたえるオレに、早瀬はやっと冷静さを取り戻もどしたみたいだった。


「本当に何もなかった？」


「さっきから、何もないって言ってるだろっ」


　何度言ったら、判ってくれるんだよ。ホントに。


　早瀬はオレに頰擦りされてないほうの手でオレの頭をそっと撫なでた。


「疑って悪かったよ。ごめん。廉太郎」


　早瀬はオレをそっと抱き締しめた。そして、オレの目元を中心に優やさしく何度もキスしてくれた。


　そんなふうに優しくされると、オレもだんだん落ち着いてきて、涙もやっと止まった。子供みたいに泣きじゃくってしまったかと思うと、ちょっと恥はずかしいけど、早瀬が冷静になってくれて、ついでに優しくしてくれたんだから、もういいや。


「すまない、廉太郎。私は廉太郎に何かあったんだって、そればかり思ってて……」


「早瀬の馬ば鹿か。ホントに浮気してたら、ポルシェに乗せてもらったなんて、ペラペラ喋しやべったりしないよ」


「そうだね……。でも、廉太郎はこんなに可愛かわいいし、一緒に車に乗っていたら、絶対、変な気持ちになると思うよ。ひと気のないところに車を停とめて、キスのひとつくらいは……って、きっとそいつも企たくらんでいたと思うんだ」


「それは早瀬の考えすぎだ。だって、普ふ通つうの男はオレを見て、キスしたいなんて、絶対思わないよ！」


「だって、廉太郎は友達二人にキスされたじゃないか……」


　そういえば、そうだった。普通の男って、どこからどこまでが普通の男なんだろうね。そう考えてみると、早瀬ばりに変な男の車に乗ったりするのは、確かにヤバイかもしれない。


「判った。もう絶対、変な奴にはついていかないから。ドライブだって、早瀬と行ったら、もっと楽しかったと思うしさ」


　そう言ったら、早瀬も嬉しそうに笑った。


　よかった。一時はどうなることかと思ったけど、無事、監禁もされなくて済んだし、縛られもしなかった。仲直りも一応できたことだし、これで学校に行けるよね。


　早瀬はオレの顎あごに手をかけると、キスをしてきた。


　あ……あれ？


　舌が入ってくるし、胸には早瀬の手が這はってるし。


「が…学校はっ……？」


「遅ち刻こくだね」


　そんなに嬉うれしそうに言わなくても。


「早瀬だって仕事があるんだろう？　朝っぱらから、こんなことしてる場合じゃないと思うんだけど」


「仲直りのエッチは必要だと思うんだ」


　早瀬は真ま面じ目めな顔で言った。


　その言い分は判る。エッチすれば、多少わだかまりがあっても、終わったときには、お互たがい気分がよくなって、相手のことを許せたりするものさ。


　でも、今は朝なんだよ？


「廉太郎は、私のためならできるだけのことはしてあげたいって言ったよね？」


「言った……」


　確かに言った。ついさっきね。でも、それをいきなり、こんなふうに利用されるとは思わなかったよ。


「私も廉太郎のことを疑ったお詫わびに、気持ちよくさせてあげたい。ねえ？」


　そんなふうに下手に出られると、オレは弱い。お詫びも何も、自分が気持ちよくなりたいの間ま違ちがいじゃないかって気もするけどさ。


「今日は焦じらしたりしないよ」


「本当っ？」


　オレはそれならしたいよ。サッとやって、サッと済むなら、どうせ遅刻なんだから、今やったっていいと思う。


「じゃあ、目をつぶって」


　目を閉じたら、気持ちいいことをしてくれるんだろうか。オレはめいっぱい期待しながら、目を閉じた。


　手首に何かが巻かれてるような気がするんだけど……気のせいかな。いや、気のせいじゃないぞ。


　不ふ審しんに思って、目を開けると、両手首がオレのネクタイで縛られていた。


「緩ゆるく結んでるだけだから。これで監禁なんかしないよ」


　それは縛られてるオレにだって判るけど、どうしてこんなことされなきゃいけないんだろう。本気で判らないよ。仲直りのエッチだって言ってるくせに。


「廉太郎はいつも自分で触さわろうとするから、こうして縛ってみたいなって思っていたんだ」


「だからって、今日するかな」


「気持ちよくしてあげるよ。でも、よすぎて、学校に行けなくなったら、ごめんね」


　おいっ……。ごめんねじゃないだろーっ。


　早瀬はオレをひっくり返すと、うつぶせにした。そして、肩かたのあたりから背骨に沿って、唇くちびるを這わせていく。


　それだけのことでゾクゾクしてくるよ。早瀬って、オレを気持ちよくさせる名人かもしれない。


「膝ひざを立てて」


　そうすると、両手が縛しばられてるから、肘ひじと膝で身体からだを支えることになって、当然、後ろのほうは早瀬に丸見え状態になる。


　早瀬はオレの広げた内うち腿ももを撫でる。


「あっ……」


「ここが感じる？」


「うん……」


　直接的な刺し激げきじゃないから、緩かん慢まんな快感って感じかな。でも、感じるのは本当だ。そこを撫でられたら、気持ちいいんだ。


　早瀬は撫でていたところに唇をつける。


「あっ……ちょっと……っ」


　そんなところに突とつ然ぜんキスされるとは思わなかった。撫でられるより、キスされるほうがずっと気持ちいいよ。そのキスが上のほうに上がっていって、敏びん感かんな部分に近くなるのがまた、何とも言えない気分だ。


　早瀬はそのギリギリ手前の部分を強く吸う。


「綺き麗れいな跡あとがついた」


　早瀬はとても満足そうに言う。オレは早瀬のものってことかな。いや、それでもいいよ。オレに異論はないし。


　その代わり、早瀬だって、オレのものだからなって思う。冗じよう談だんでも、自分も浮気するなんて言ってほしくない。


　早瀬はくるりと仰あお向むけになると、オレの足の間から顔を出した。つまり、オレが早瀬の顔をまたいでるような形になった。


　今までいろいろエッチしてきたけど、今までの中でこれが一番恥ずかしいかもしれない。早瀬の目の前にオレの反応してるものがあるわけだよ。


「舐なめてくださいって、私におねだりしてるみたいだな」


　早瀬は嬉しそうに言う。まあ、嫌いやそうに言われたら、ショックだけどね。


「今日は焦らさないって言ったよな？」


　オレはドキドキしながらそう訊きいた。早瀬のことだから、へ理り屈くつをこねて、そんな約束なかったことにするかもしれないからだ。


「もちろん。私から廉太郎へのお詫びの気持ちだからね」


　早瀬はそう言うと、オレのものをペロペロと舐めた。


「あっ……あっ……っ」


　先のほうを舐められただけで、イッちゃいそうなくらいに気持ちがいい。本当にオレって、判わかりやすい奴やつかもしれないね。


「もっとサービスもするよ」


　早瀬は手を伸のばして、オシリを撫でる。そして、その窪くぼみの部分に指を這わせた。


　ビクンと大きく腰こしが揺ゆれる。


「気持ちいいんだね。ほら、もっとしてあげるよ」


　早瀬はそこを指で撫でていく。それと同時に勃たってるそこを口に含ふくんだんだ。


「あ……あっ…あん……っ」


　指はもうオレの中に入ってきてるよ。そして、蹂じゆう躪りんするように中で動いていく。本当に早瀬は焦らしなしにオレを気持ちよくしてくれてるようだ。


　こんなことは滅めつ多たにないから、感激だあっ。


　これだったら、別に縛られててもいいよ。オレが触らなくても、ちゃんと早瀬がやってくれてるんだから。


　早瀬はオレをどんどん追いつめていく。後ろの刺激でも感じて、前の刺激でも……。


「あっ…あっ……早瀬っ…もう……っ」


　オレがイクのと同時に、早瀬は激しく指を動かして、もっと気持ちよくしてくれた。


　早瀬は起き上がって、今度はオレを仰向けにする。そして、さっきまで指を入れてた部分に自分の硬かたくなったものを擦こすりつけた。


「早瀬っ……」


　誘さそうように腰を揺らす。オレはそういう行こう為いに慣れてしまってるから、前だけイッても、それじゃ物足りなくなるんだ。


　早瀬に入ってきてほしい。それからが本番って感じでさ。


「嬉しいよ。廉太郎」


　早瀬が中に入ってくると、オレは腰を自分でも動かしたくなる。それはもう習慣って感じで、少しでも動けば、それが快感となって返ってくるから、やめられない。


　よく考えると、あさましいって感じがしないでもないけど。でも、そっちのほうが気持ちいいんだから、仕方ないよね。早瀬だって、こんなオレが嫌だとは思ってないみたいだし。それに、たぶん、オレが気持ちいいのと同じように、早瀬だって感じてるはずだ。


　早瀬の手がオレの前の部分に触ふれる。イッたばかりなのに、また気持ちよくなって、硬くなってるよ。


　それを早瀬は刺激しながら、オレの中も快感でいっぱいにしていく。


　今日の早瀬はホントにサービスいいよ。よっぽど悪かったって反省してくれてるんだよね。そんな早瀬の気持ちが嬉しくて、余計に感じてしまう。


　やっぱりオレはこんな優やさしい早瀬が好きだよ。冷たい早瀬なんかにエッチされるのだけは、絶対嫌だ。


「早瀬……っ」


　何だかもう、我が慢まんできなくて、早瀬の身体にしがみつく。すると、早瀬もオレをギュッと抱だき返してくれる。


　身体の中の熱が出口を求めて噴ふき上げてくるみたいだ……。


　しっかり抱き合ったまま、オレと早瀬は達していた。








　朝っぱらからエッチすると、身体が何となくだるい。学校なんかサボりたい気分だったけど、そういうわけにもいかないよね。オレは一応、生徒会長でもあるんだし、噓うそついて欠席なんてよくない。


　でも、大遅刻なのも、すごく恥はずかしかった。


　生徒会長なのに…って、先生に言われるしさ。それもこれも、理事長のせいなんです、とは言えないし。早瀬はオレを校門の前まで送ってから、会社に行った。早瀬はどうせ社長だしね。仕事が忙いそがしいって言っても、ちょっとは融ゆう通ずうきくんじゃないかな。


　少なくとも、誰だれかに説教されるってことはないような。いや、秘書の橋はし本もとさんって人がいたか。橋本さんはお父さんの代からの秘書の人で、早瀬が子供の頃ころから知ってたみたいなんだ。だから、早瀬は橋本さんにだけは頭が上がらないらしい。


　まあ、でも、早瀬のワガママには、橋本さんも手を焼いてるって感じがあったなあ。スケジュールを無視して、理事長室に来てみたり、とかね。


　ていうか、理事長室で早瀬は一体何の仕事をしてるんだろう。オレにはエッチ目的で来てるようにしか見えないんだけどさ。そんなもののために理事長室があるわけじゃないはずなので、ちゃんとした仕事があるんだろうね。


　授業を二時間ほど受けると、もう昼休みだった。オレはクラスの連中と弁当を食べて、のんびりしていた。


　昨夜、早瀬と喧けん嘩かしたせいで、あまりよく眠ねむれなかったから、教室で寝ねちゃおうかなーと思ったそのとき、オレは廊ろう下かにとんでもないものを見たんだ。


　オレは急いで教室の戸を開けて、廊下に飛び出した。


「何で早瀬がここにいるんだよっ？」


「時間ができたから、寄ってみたんだけど。校内放送で呼び出すと、廉太郎が怒おこるから」


「当たり前だ」


　校内放送って、そういうもののためにあるんじゃないし、呼び出されると、諒や篤志にもバレバレなんだよ。オレが理事長室に呼ばれて何をするかってさ。


　オレと早瀬のことを知らない奴にとっても、何でオレが理事長室に呼ばれるんだろうって疑問に思うだろうし。生徒は思わなくても、先生とかさ。そういうのって、絶対よくないよ。学校では、オレと早瀬はまったく知らないふりをしないといけないと思う。


　だけど、校内放送がダメだからって、直接、教室に来られても困るよなあ。早瀬はすごく目立つんだよ。早瀬が理事長就任したときに挨あい拶さつしたから、早瀬の顔を見て、理事長だって判る奴もいるはずだ。特に女の子にはずいぶん話題にされてたみたいだから。


「とにかく、ここじゃ駄だ目めだ」


「そうだね。理事長室に行こう」


　早瀬はにこにこしながら言う。


　こいつ……。オレが何でここじゃ駄目だって言ったか判ってないな。オレは早瀬とエッチなことをするために場所を変えようって言ってるんじゃないんだよっ。


　もっと危機感を持てよ。オレと早瀬の仲がバレたら、お互たがいものすごく困ることになるんだからさ。


　だいたい、エッチは今朝ので充じゆう分ぶんじゃないかな。どうして、時間が空いたからって、昼休みにまで来てしまうんだろう。


　早瀬の考えることは、今イチよく判らないよ。時々、オレが見てる世界と、早瀬が見てる世界は違ちがうんじゃないかって、思ってしまうくらいだ。


　理事長室に入って、念のため、オレは内側から鍵かぎをかけた。


「廉太郎……」


　早瀬はいきなりギュッとオレを抱き締しめた。


「こらっ、離はなせっ！」


　オレはその腕うでから逃にげ出そうとしたが、引きずられて、そのままソファへと移動する羽目になる。


「早瀬ってば。何しに来たんだよっ？」


　ソファに座っても、オレは抱き締めてくる早瀬の手から逃のがれようともがいた。


「何しにって、もちろん、廉太郎の顔を見にきたんだ」


　そう言って、にこにこしている。


「朝も見ただろ？」


「朝は朝。昼は昼。身体は平気だった？」


　オレの頰ほおがカーッと熱くなる。


　今だって、身体は何となくだるいよ。朝っぱらから、監かん禁きんされそうになったり、縛られてエッチしたり……。いや、気持ちよかったから、もう文句は言わないが、やっぱり体調万ばん全ぜんとは言いがたい。


「まだちょっときついから、離れろよ」


　そう言うと、早瀬は手を緩ゆるめた。でも、緩めただけで、オレの肩かたをまだ抱いている。


「早瀬はもうちょっと周りを見たほうがいいよ。早瀬は理事長で、オレは一生徒なんだから、そんなに仲良くしてるのは変だと思うんだ。だから、校内放送で呼び出されると困るし、クラスまで来られたら、みんなが見るし……」


「そしたら、私は理事長室に来る楽しみがないじゃないか」


「学校では、理事長の仕事をしてればいいんだよ。恋こい人びととしては、学校でなくても会えるんだから」


　オレとしては正論をぶつけたつもりだったけど、早瀬は不満そうだった。


「理屈っぽい廉太郎は嫌だなあ。今朝みたいに私の腕の中で泣いたり、喘あえいだり、よがったりする廉太郎がいいよ」


　思わず脱だつ力りよくしそうになった。


　その言葉のどこまでが本気か判わからない。でも、そんなこと言われたら、オレはただ早瀬のエッチの相手をして、早瀬に甘えたりするだけでいいって感じじゃないか。


　オレはオレの考え方がある。早瀬みたいな大人の考え方とは違ってて、甘いことを言ってるのかもしれないけど、それでもオレなりにいろいろ考えてるんだよ。


「早瀬は、エッチできればオレの中身なんかどうでもいいんだ？」


「まさか。廉太郎は廉太郎だから好きなんだよ」


「だって、今、そう言った。早瀬とのエッチに夢中になってるオレがいいんだろう？　理屈っぽいことを言うオレは嫌なんだ？」


「そういうつもりじゃないよ。廉太郎、ただ、私の気持ちも判ってほしいんだ。空いた時間に廉太郎の顔をわざわざ見にきたんだよ？　それなのに、廉太郎は嬉うれしがるどころか、理事長としての立場を考えろ、みたいなことを言うんだ。もうガッカリだよ」


　こっちこそ、ガッカリしたよ。早瀬のことを考えて言ってることなのに、全然理解してくれなくてさ。


「空いた時間に無理に来てもらわなくていいよ。早瀬は仕事があるだろう？　理事長室でエッチすることなんか考えずに、もっと仕事のことを考えたらいいんだ」


「君に言われなくても、ちゃんと考えてるよ」


　早瀬はさすがにムッとして言い返した。


　これ以上言うと、早瀬をまた怒おこらせてしまいそうだ。と思いつつも、口のほうが勝手に動いてしまう。


「会社で真ま面じ目めに仕事しろよ。サボって、理事長室なんかに来るな」


　早瀬はいきなりソファから立ち上がった。


「判った。もう来ない。来ても、廉太郎を呼んだりしない」


　やっぱり怒らせちゃったか。怒るようなことを言ってしまったのはオレだけど、早瀬もちょっとはオレの言うことを理解してほしいよ。


「言っておくけど、私は会社ではちゃんと仕事しているからね。噓だと思うなら、見にくればいい」


「別にオレはそこまでしなくても……」


「いーや、廉太郎が疑うなら、私だって疑いを晴らしたい。それは濡ぬれ衣ぎぬってやつだからね。絶対来なさい」


　早瀬は怒った様子でそう言い捨てると、理事長室を出ていった。


　なんだか売り言葉に買い言葉で、オレはうっかりいらぬことまで言っちゃったみたいだ。でも、早瀬がオレとエッチするのが目当てみたいなことを言うからさあ。


　何だか、そういうのは嫌いやなんだ。


　それに、早瀬が遊びみたいにしょっちゅうここに現れては、オレとエッチしようとするのが嫌だ。ここは校内だし、本当にバレたらどうするつもりなんだろう。オレはそういうのまで心配しているのに。


　早瀬はちっとも判ってない。


　会社に来なさいって言われてもね。会社なんかに行きたくない。何でオレが行かなくちゃいけないんだよっ。


　でも……今の様子を見ていたら、行かないわけにはいかないよね。行かなかったら、早瀬はますますヘソを曲げるだけなんだ。


　オレは厄やつ介かいな恋人を持ったよ。


　でも、仲直りは早いほうがいい。って、また、オレ達、喧嘩しちゃったんだなあって、しみじみ思った。


　どうしてオレ達、こうなんだろう。今朝、仲直りしたばっかりだっていうのにさ。


　でも、早瀬だって、悪いんだからなっ。


　一人ポツンと理事長室にいても仕方がないから、オレも部屋を出る。何だか淋さびしくて、物足りないような気がする。


　いや、これは正しい選せん択たくだよ。オレのためにも早瀬のためにも、きっと。


　理事長室でエッチなんかしちゃいけないんだから。








　放課後。オレは生徒会室には行かず、早瀬の会社に行くことにした。


　家に帰ってから出かけると時間がかかるし、帰り道に寄るほうがいいと思ったんだ。それに、会社が定時を過ぎてから行っても仕方がないし。


　だって、早瀬は自分がちゃんと仕事をしてるかどうか見にこいって言ったんだから、バリバリ仕事をしてるであろう時間に行かないと。


　とはいえ、オレは何も本当に早瀬が仕事をしてないって思ってるわけじゃないんだけどな。ただ、心構えとして言ったまでだ。


　早瀬の会社っていうのは、建設会社だ。全国に営業所がたくさんあるって聞いた。聞いただけで、オレはよく知らないんだけどね。


　早瀬の仕事のことは、あまり立ち入りたくなかったんだ。知れば知るほど、早瀬が別の世界の人のように感じてしまいそうで。


　オレはただの高校生で、早瀬は大会社の社長なんだよ。そういうのを一いつ旦たん意識しだすと、一いつ緒しよにはいられないような気分になりそうなんだ。


　でも、今日だけは行かないわけにはいかないし。


　つくづく、早瀬はワガママだと思うよ。


　そんなことを考えながら、電車に乗り、乗り換かえなんかして、いつもと違う駅で降りる。そこから数分のところに、早瀬の会社があった。


　ここって、何階建てなんだろうね。大きなビルを前にして、オレは中に入るのを躊躇ためらった。


　早瀬は来いって言ったけど、オレみたいな高校生が入ってもいいんだろうか。


　いや、でも……それでも行かないわけにはいかない。ここで帰ったら、またいろいろと面めん倒どうなことになるのは目に見えている。行ったところで、面倒なのは変わりないと思うんだけどさ。


　思いきって、ビルの中に足を踏ふみ入れる。


　受付に女の人が二人いた。綺き麗れいで優やさしそうな人達だけど、オレが社長に会いたいって言って、通してくれるのかな。胡う散さんくさそうな目で見られて、ダメって言われても、それはオレのせいじゃないよ、うん。


　何だか、江え戸ど時代の関所か何かのように、受付が見えてしまう。


「あの……」


「はい。……あ、柏木廉太郎君？」


　何で受付のお姉さんがオレの名前なんか知ってるんだろう。


「そうですけど……？」


「社長から聞いてます。高校生の従兄弟いとこが来るから、案内してあげてほしいって」


　何だ、早瀬は怒おこって帰ったわりには、そこまで気を回しておいてくれたんだ。ということは、会社に帰ったときには、そんなにもう怒ってたってわけじゃないんだな。


　でも、従兄弟って……。


　まあ、恋人って言うわけにもいかないし、友人って言うには歳としが離れすぎてるし、他ほかにこんな高校生がわざわざ会社にいる早瀬を訪ねてくる理由がないよな。従兄弟でも、変って言えば、変だけど。


　オレは受付の人に案内されて、エレベーターに乗る。


　他に、スーツを着てる人や制服を着てる女の人が乗ったり降りたりしていて、オレは自分がすごく場ば違ちがいなところに来たような気がした。


　だから、嫌だったんだよ、こんなところ。


　今いま更さらそう思っても仕方ないんだけど、どうにも逃にげ帰りたい気分だった。


　でも、早瀬はこういうところで働いてるんだよな。しかも、あんなに若くて社長になったんだから、社内で反発とか、いろいろあったかもしれない。


　オレは早瀬のプライベートの面しか知らないから。早瀬はワガママで、自分勝手で…って、いつも思っていた。だけど、本当に会社でもそんな奴やつだったら、やっていけないはずだ。社長だって、クビになっちゃうよ。


「この階です」


　受付の人が教えてくれて、エレベーターから降りる。廊ろう下かにいくつもドアが並んでるよ。その一つ、社長室というプレートがついてるドアを、受付の人はノックする。


　中から確かに早瀬の声が聞こえた。


　ドアが開くと、いつも見慣れた早瀬の顔が視界に入って、ホッとする。情けないけど、ビルに入ってずっと緊きん張ちようしっぱなしだったから、気が緩ゆるんで、涙なみだが出そうになった。


　早瀬はやたらと大きなデスクについていて、書類に何か書いていた。


　さすが社長。座ってる椅い子すも、頭のほうまで背もたれがついていて、いつもよりずっと偉えらい人みたいに見えるよ。


「来たね、廉太郎」


　早瀬はちょっと微笑ほほえんで、書類をデスクの上で揃そろえた。


　よかった。そんなに怒ってはいないみたいだ。


「うん……」


　オレはそう言ったきり、何も言えなくなる。


「えっ、どうしたんだ？」


　早瀬は椅子から立ち上がって、立ち尽つくしているオレのほうへやってきた。


「何でもない。ただすごく緊張してただけ」


「緊張？　どうして？」


　早瀬はいつもみたいに目を丸くして尋たずねた。そういう表情がいつもの早瀬みたいで、安心するよ。


「こんなすごいビルの会社に来たことないんだから、普ふ通つう、緊張するだろう？　ビルに入る前にガードマンとかいたし。オレ、不ふ審しん人物として追い出されるんじゃないかって、ドキドキしたよ」


「そんなはずないよ。廉太郎が来ることは、通達済みだからね」


「でも……オレなんか、場違いだから、途と中ちゆうで帰ろうかって、エレベーターの中で何度も思った」


「可愛かわいいなあ、廉太郎は」


　早瀬は感激したようにオレをギュッと抱だき締しめた。


　すると、コンコンってノックの音がするから、早瀬はパッとオレから離はなれて、ちょっと不ふ機き嫌げんそうな声で返事をする。


　ドアが開いて、女の人が入ってきた。


「社長、先ほどの書類は……」


「ああ、そこにあるから。持っていってくれ」


　素っ気なく言うと、女の人は早瀬がさっき何か書き込んでいた書類を持って、出ていった。


　早瀬は溜ため息いきをつくと、オレの肩かたを抱いて、応接セットのソファに座らせた。早瀬がオレの隣となりに座らず、向かい合わせの場所に座ったことに、ここは早瀬の職場なんだなって、改めて感じた。


　そうだ。つまり、早瀬はオレが注意するまでもなく、こうして仕事とプライベートを使い分けていたんだ。


　オレ、偉そうなこと、言っちゃったけど、そんなこと、早瀬にはとっくに判わかってることだったんだよな。とはいえ、やっぱり、理事長室でエッチはどうかと思うけどね。


　こんなふうに職場で見る早瀬は、いつもの早瀬とは違ちがうオーラみたいなものが見える。すごく格好いいよ。家でスケベな笑えみを浮うかべて、オレにエッチなことをする早瀬とは大違いだ。


　やがて、また別の女の人がコーヒーとケーキを持ってきてくれた。ケーキはオレの分だけ。まあ、こんな場で、早瀬もケーキなんか食べないよね。


「廉太郎、遠えん慮りよなく食べて」


　早瀬の目はとても優しかった。それがまた、とても大人っぽく見えて、変にドキドキしてしまう。


　いや、大人っぽいも何も、早瀬はもう立派な大人なんだけど。いつもは子供っぽい面ばかり見てるから、不思議な気がする。


「学校では私も言い過ぎたよ。自分の都合ばかり考えて、廉太郎の気持ちをちっとも考えてなかった。廉太郎が怒るのも無理はないよ。ごめんね」


　そんなふうにストレートに謝ってもらえるとは思わなくて、オレは嬉うれしさで胸がいっぱいになる。


「オレも悪かった。早瀬の会社のことなんか何も知らないくせに、生意気なこと言って、ごめん」


　素直に謝ると、早瀬はにっこり微笑んだ。


「じゃあ、お互たがいさまだからね。仲直りをしよう」


　さすがの早瀬もここでは仲直りのエッチなんか要求してこない。いつもの早瀬も好きだけど、こういう早瀬もいいよな。大人で落ち着いていて知的で格好よくてさ。オレの恋こい人びとが会社ではこうだったなんて、ビックリしたけど、何だかすごく誇ほこらしいし、嬉しいよ。


　またノックの音がする。早瀬はちょっと溜息をついて、返事をする。


　またまた別の女の人が書類を手にして、入ってくる。


「会議の資料です。目を通しておいてください」


　早瀬はそれを机の上に置かせると、ちらっと壁かべにかけてある時計を見た。


「もしかして忙いそがしい？　オレ、帰ろうか？」


「いや……ちょっと待ってて。すぐ終わるから」


　早瀬は机につくと、真しん剣けんな顔で資料に目を通し始めた。ホントにちゃんと読んでるのかっていうくらい、ものすごいスピードで分厚い書類を次々にめくっていくんだ。


　すごい。何が書いてあるのか知らないけど、あのスピードで読んで、頭に入ってるなら、早瀬って、頭よかったんだな。


　早瀬と付き合ってて、今までそんなこと思ったこともなかったよ。そういう機会もなかったわけだけど、頭いいんだっていう自じ慢まんなんか一回も聞いたことないしさ。


　オレ、早瀬のこと、何にも知らなかったんだ。


　本当に一部分だけを見て、早瀬の全部を知ったような気になってた。仕事を遅おそくまでして大変だろうとか、そういうことだって、表面的にしか判ってなかったよ。


　早瀬は資料を読み終わると、何か考え事をしてるようだった。それから猛もう然ぜんとデスクの上の電話を取って、誰だれかを呼び出して、怒っていた。


　それが終わると、電話がかかってきて、今度は落ち着いた指示を出していた。それから、また、別の人が入ってきて、別件の資料だとか言って持ってくるし、次はそれを見るんだよ。


　もう見てると、目まぐるしくて、早瀬はこんなふうに仕事をしてたのかって、ビックリした。


　こんなに忙しかったら、空いた時間っていうのは、休息に使ったほうがいいよね。それなのに、オレに会いたいからって、貴重な時間を割さいて、わざわざ学校の……オレの教室まで来てくれたんだ。


　オレはその『空いた時間』っていうのを、今まで軽く考えすぎてたよ。こんなに忙しいとも知らずに、偉そうに仕事をしろよとか言ったりして。


　もしかしたら、オレと早瀬の住む世界は本当に違うのかもしれない。オレが見ていたものと、早瀬が見ていたものは違ちがって、その価値観も何もかも違うんだ。


　駄だ目めだ……。


　これ以上、ここで大人の早瀬を見ていたら、オレはもう早瀬と付き合えなくなるかもしれない。


　ちっぽけな高校生のオレとは違いすぎる。今までみたいに、くだらない喧けん嘩かをしたり、早瀬がワガママだと思ったり……。


　もう、できないよ。


　オレは鞄かばんを持って、立ち上がった。


「早瀬、オレ、もう帰るから！」


　電話中だった早瀬はオレに何か言おうとしたけど、言えずに電話を続けている。オレは社長室を出ると、廊下を走って、エレベーターのボタンを押した。


　早くエレベーターの扉とびらが開いてほしかった。今すぐにでも、早瀬は電話を終えて、オレを追いかけてくるかもしれない。


　でも、今は早瀬と冷静に話せない。早瀬がもう別の人にしか思えないんだ。


　エレベーターの扉が開く。急いで飛び込もうとしたけど、降りる人がいたから、ちょっと待つ。


「あれっ、廉太郎君じゃないか？」


　声をかけられて、オレは思わず足を止めてしまった。


「えっ……徳永さん、どうしてここに？」


　お互いビックリして、顔を見合わせる。その間にエレベーターの扉は閉まって、別の階へと移動していく。


　しまった。乗り損そこねちゃった。


　仕方ないから、ボタンをもう一回押した。


「偶ぐう然ぜんだね。こんなところで会えるなんて、これはもうやっぱり運命かな？」


　徳永さんは何だか大げさなことを言っていた。


「えーと、徳永さんはここに勤めてるんですか？」


「勤めてるっていうか、経営側の人間だけど」


　経営側の人間って……。ってことは、早瀬と面識があるってことだよね。


　もしかして、マズくないかな。この状じよう況きようって……。


「あー……オレ、早く帰らなきゃいけないんで」


「エレベーター、まだ来てないよ？」


　そうだった。階段で下りるには、階数多すぎるしさ。エレベーター、頼たのむから、早く来てくれよっ。


「で、廉太郎君はどうしてここにいるんだ？　ああ、お父さんがこの会社に勤めてるとか？」


　お父さんじゃなくて、恋人だけど。もちろん、そんなこと言えないよね。


「すごい偶然だね。私達、きっと縁えんがあるよ。今度またドライブに行かないか？」


「知らない人の車に乗っちゃいけないって、この間、父に説教されたから」


　この際、早瀬を父さんということにする。ていうか、早くエレベーター！


「もう知らない人じゃないよ。ね？」


　徳永さんの手がオレの頰ほおを触さわる。


　そのとき、社長室のドアがバタンと大きな音を立てて、開いた。


　早瀬が飛び出してきて、こっちへ向かおうとした。が、オレと徳永さんを見て、凍こおりついたようにいきなり動きを止めた。


「そうか。ポルシェ男はおまえか……」


　早瀬は低く呟つぶやいた。


　やっぱりこの二人、知り合いだったんだ。同じ年とし頃ごろで、同じ学校出身で、同じ会社の経営サイド…ってことは、この徳永さんも早瀬の親族なんじゃないかな。そりゃあ、乗ってる車まで、ちゃんと知ってるってわけだ。


　うわーっ。絶体絶命って感じ。


　早瀬は怒おこった顔をして、こっちにゆっくり近づいてきた。


　エレベーターの扉がまた開いたけど、オレはとても乗って逃にげる勇気はなかった。いや、今、逃げたら、もっと話はややこしくなるに決まっている。


「廉太郎、その男から離れなさい」


　徳永さんは事情が判わからず、オレと早瀬の顔を見比べていたけど、早瀬が廉太郎と呼んだところで、何か思い当たったようだった。


「おまえに高校生の恋人がいるっていう話を聞いたが……。廉太郎君が相手なのか？」


　徳永さんの質問に、早瀬は何も答えなかった。でも、否定しないことが、充じゆう分ぶん、その答えになっていた。


「廉太郎！」


　オレの足は根が生えたように動かなくなっていたが、その一声で、早瀬のほうに踏ふみ出した。だけど、その瞬しゆん間かん、徳永さんに腕うでを摑つかまれていた。


「そんな男の元に戻もどらなくてもいいじゃないか。喧嘩したんだろう？」


　いや、戻らなくてもって言われてもさ。だいたい、喧嘩したわけでもない。たぶん、これから喧嘩…というか、恐おそろしいことになりそうな予感はあったけど。


「おまえは廉太郎に指一本も触ふれるな！」


「嫌いやだね」


　どうやら、この二人、元々、ものすごく仲が悪そうだ。それにオレという要素が加わって、とんでもないことになってるみたいだ。でも、早瀬のほうが怒るのは判るけど、何も徳永さんまで、オレをダシに使わなくてもって気がする。


　早瀬は意地でオレを自分のほうに引っ張り寄せた。


「ほう……。そんなにその子が大事か？」


「当たり前だ！」


　ちょっと、早瀬。そんなに大っぴらに認めていいのか。オレ達、あまり世間で胸を張れないカップルだと思うぞ。


「おまえの弱点だな」


　徳永さんにそう言われて、早瀬はじっと睨にらみつける。


　二人の仲が悪いなら、早瀬の恋人が男のオレだってことを変なふうに利用されてしまうかもしれない。徳永さんはそういう人じゃないって思いたいけど、残念ながら、一度か二度会っただけの人が、本当はどういう人かって判らないから。


「廉太郎君。いずれ、こいつより私のほうがいい男だと判る日が来るよ」


　徳永さんはオレの目を見て言うと、踵きびすを返して、社長室とは別の方向へと廊ろう下かを歩いていく。


「廉太郎、来るんだ」


　早瀬はオレの腕を強く引っ張った。もちろん、こういう状況で文句を言うこともできないし、抵てい抗こうすることもできない。だって、早瀬は完全にキレていたからだ。


　社長室にオレを連れ込み、鍵かぎをかける。


　そして、オレの腕を摑んだままデスクの上の電話に手を伸のばして、しばらく誰も社長室に近づくな、電話も取り次ぐなとすごい剣けん幕まくで命令した。


　早瀬の顔が見られないくらいに、オレは怖こわかった。この間の監かん禁きんすると言ったとき以上だよ。あのときはまだポルシェに乗っていたのが、誰か判らなかったから、それほどでもなかったのかもしれない。実際、相手を見て、それが自分の仲の悪い奴やつだったから、余計に怒っているんだ。


　でも……でもっ、オレは浮うわ気きなんかしてないし、エレベーターの前で会ったのも偶然なんだからっ。


　それから、徳永さんと早瀬が知り合いだっていうのも、ほんのさっきまで知らなかったんだよっ。


　頭の中でいっぱい言い訳をするけど、声に出せない。早瀬の怒りはすさまじくて、ホントにオレはうかつに声を出せなかった。もちろん身動きもできない。勝手に動いたら、早瀬は怒って何をするか判らないような気がしたからだ。


　早瀬はゆっくりとオレを抱だき締しめた。


　でも、いつもなら感じる早瀬のあったかさや優やさしさを感じることができなかった。ただ、燃えるような怒りを必死に抑おさえているようにしか感じられなかったんだ。


「廉太郎……。あいつはね、私の父の姉の一人息子なんだよ。同じ歳としで、同じ学園に通った。そりゃあもう、向こうはライバル意識剝むき出しで、長いこと、私に絡からんできたんだ」


　それだと、まるで徳永さんだけが早瀬にライバル意識があるみたいだけど、早瀬も徳永さんに相当なライバル意識があったんじゃないかな。


　少なくとも、さっきの場面を見る限り、オレにはそう思えた。


「だからって、あいつが廉太郎とドライブしたってことに、廉太郎に責任があるわけじゃない。廉太郎はあいつの正体に気づかなかったんだからね。それは判ってる。でもね……」


　早瀬はオレの頭を撫なでた。何度も何度も。


「どうしても、気持ちが落ち着かないんだ。廉太郎があいつのナビシートに乗ったって思っただけで、どうしようもなく、悔くやしくてたまらないんだ」


　早瀬が嫉しつ妬と深いのは、よく知ってる。でも、こんなふうに本心から嫉妬を露あらわにすることは、今までなかった。


「ごめん……。オレ、何にも知らずに……」


　小さな声でそう告げる。何も言わないよりは、少しでも早瀬の心を慰なぐさめたいと思った。だって、そうしないと、早瀬はこのままじっとオレを抱き締めたまま、動かないんじゃないかって気がするからだ。


　早瀬がこのままだと、早瀬に仕事をしてもらいたい人達はきっと困ってるよ。せっかく仕事をしてる早瀬は格好いいんだって判ったのに、できればそんなことはしないでほしい。オレのことなんかより、徳永さんのことなんかより、仕事を大事にして、みんなから尊敬される人でいてほしいんだ。


「廉太郎。あいつとはもう金輪際、会わないでほしい。もし向こうから近づいてきたり、偶然に会ったときにも、口をきかないでほしい」


「えっ……」


　オレはビックリして、顔を上げた。


　早瀬はとても真しん剣けんな顔でオレを見ていた。


「向こうから、たとえば『こんにちは』って挨あい拶さつされても、無言でいなきゃいけないわけ？」


「もちろん」


　そんな……。


　そこまで徳永さんを嫌きらう理由って何なんだろう。いや、それはともかくとして、会って挨拶もしないなんて、オレにできるだろうか。


　このまま早瀬といい加減に約束することはできる。でも、果たして守れる？　オレは挨拶されたら、挨拶返しちゃうよ、絶対。


「そんなに迷うことかな。君はあいつと会っても口を閉じておけばいいだけの話だ。それとも、君はあいつと何か話をしたいのか？」


「そうじゃないけど……顔を合わせたら、礼れい儀ぎとして挨拶するよね？　顔見知りなんだから」


「あいつに礼儀なんて尽つくす必要はない。廉太郎はあいつとドライブしたから、情が移ってるかもしれないが、そんな情は捨ててしまうんだ」


　そこまで言うかって、オレは思ってしまった。


　決して徳永さんの味方をするわけじゃないよ。でも、情を捨てろって、何なんだよ。礼儀は礼儀だろう？　礼儀を尽くすか尽くさないか、早瀬が決めることじゃない。オレが決めることだ。


「早瀬はちょっと横暴だよ！　オレは徳永さんと自分から会うことはないし、あの人の車にも絶対乗らない。もちろん、一いつ緒しよに食事に行ったりもしないよ。だけど、会ったら、挨拶くらいはする」


「廉太郎……！」


　早瀬が手を振ふり上げたのが見えた。


　叩たたかれるかと思ったけど、早瀬はその手を拳こぶしに握にぎり替かえ、思いっきりデスクを叩いた。


「やめろよ！　そんなことしたら、手が……」


　早瀬の手がどうにかなってしまうくらいなら、オレが叩かれるほうがマシだよ。何ならグーで殴なぐられたっていい。かなり痛いと思うけど。


「廉太郎は私の気持ちを判わかってくれない。こんなに私が嫌だと言ってるのに」


「だから、挨拶もダメなんて、そんな無茶なこと言うなって言ってるんだよっ。さっきまで、早瀬はカッコよくて、オレ、早瀬のこんな面もあるんだって見直したところだったのに、どうして子供みたいにダダをこねなくちゃいけないんだ？　ライバルだって言うなら、挨拶くらい…って流せないかな。そのほうがカッコいいよ」


「嫌だ。絶対嫌だ。格好なんかどうでもいいよ。私は廉太郎だけが大事なんだからね」


　どうして早瀬って、オレの前だと、こんなにワガママになるんだよ……。


　どっちがホントの早瀬なんだ？　しっかり社会人として仕事をしている早瀬と、こんな理り不ふ尽じんなことを通そうとしている早瀬と、一体どっちだよ。


　もう訳が判らない……。


　オレがすっかり混乱していると、不意に早瀬はオレを強く抱き締めた。


「あ……ちょっと……」


「結局、廉太郎に私の言うことを聞いてもらうには、これしかないんだ」


　早瀬は片手でオレの頭を押えつけると、乱暴にキスをしてきた。


　そんな……。オレがこれで早瀬の言うことを聞くって？


　確かにそう思われても仕方ないかもしれないけど、そんな言われ方は嫌だよ。早瀬がそう思ってること自体が嫌だ。


　オレは……こんなことで早瀬の言いなりになんかならない。絶対ならないっ。ならないんだってば。


　でも、いつものように、早瀬の舌がオレの舌に絡みついてくると、条件反射のようにだんだん気持ちよくなってくるんだ。


　駄だ目めだ。駄目だよ、オレ。そんなに簡単に気持ちよくなっていったら、早瀬がこれでオレに言うことを聞かせられるんだって思い込むじゃないか。


　違ちがうのに……。


　オレはエッチで気持ちよくなるんじゃなくて、早瀬のエッチで気持ちよくなるんだよ。それを理解してないから、早瀬は嫉妬するんじゃないかな。


　早瀬は何度も何度もオレにキスをした。オレの身体からだからすっかり力が抜ぬけてしまうまで。


　オレはもう自分の身体を上手うまく支えられなくなって、早瀬にしがみつく代わりに、デスクにしがみついた。早瀬にしがみついたら、早瀬の思うツボだからね。


　でも、早瀬はオレに後ろから覆おおい被かぶさるように、ネクタイを抜き取り、ブレザーやシャツのボタンを外していくんだ。


「嫌いやだ……っ」


「そんなはずはないよね」


　早瀬の声が耳元で聞こえる。


　耳元で喋しやべられると、駄目なんだ。身体がビクンって揺ゆれて、感じてますって告白してるみたいになる。


　早瀬はわざとオレの耳みみ朶たぶを舐なめていく。オレが抵抗できないように。


　これじゃ、縛しばられても縛られてなくても同じじゃないか。オレは早瀬にエッチされると、手足を縛られたみたいに、簡単に抵抗できなくなるんだ。


　嫌だ……。こんなオレは嫌なのに。


　シャツの片方はほとんど脱ぬげかけてる。早瀬の手がオレの裸はだかの胸を撫でてるよ。それから、乳ち首くびを指でこねるように撫でていって……。


　こんな場所で、こんな状じよう況きようで、こんな気持ちで無理やりエッチなことされてるのに、どうしてオレは感じてるんだろう。


　涙なみだが出てくる。


　でも、泣いたって、許してもらえない。早瀬はオレに言うことを聞かせたいからだ。


　早瀬は片手でオレのズボンのベルトを外していく。でも、身体に力が入らなくて、もうオレにはどうすることもできないよ。


　ズボンと下着が足首まで引き下ろされる。早瀬は剝むき出しになったオシリを撫でて、その狭はざ間まにある部分に触ふれた。


「あ……っ」


「駄目だよ、声を出したら」


　早瀬の声に、ハッとする。


　そうだ。ここは社長室だ。声を出して、誰だれかに聞かれたら……。


　早瀬は会社ではあんなに格好よかったのに、高校生の男なんかに手を出してるなんて、イメージが台無しになる。いや、イメージの問題じゃないか。社会的にも世間的にも、これはとんでもないことだよ。


　早瀬は会社にいられなくなる。理事長だって、きっとクビだ。


　そんなことになったら、どうしよう。


　オレは口に拳を当てて、必死で声を抑えた。


　変だよ、早瀬は無理やりにしてるのに、オレがこうして早瀬に協力してるなんてさ。でも、どんなことをされても、早瀬のことが好きだから仕方ないんだ。


　それに、オレもこんなに感じて反応してしまってる。今いま更さら、無理やりでしたって言っても、言い訳にもならないよ。


　早瀬はオレの中に指を挿そう入にゆうした。


「ん…んっ……ん」


　声を出せないのはつらい。早瀬が指がオレのイイところを擦こすって、行き来しているから、すごく気持ちいいのに。


　なけなしの理性で、声を抑えているけど、もうオレは早瀬の猛もう攻こうに陥かん落らくしていた。


　早瀬に何をされてもいい。いや、もう何でもしていいよって感じだ。オレを気持ちよくしてほしい。


　オレの硬かたくなってる部分にも指が絡む。前も後ろも一緒に刺し激げきされて、オレはどんどん昇のぼりつめていった。


　不意に、早瀬は指を引き抜いた。と同時に、前の部分に絡んでいた指も撤てつ退たいしていく。


「早瀬……っ」


　泣いてるような声だけど、このままじゃ苦しくて、早瀬を呼んだ。


　ヤるなら、早くヤッてほしい。オレを生殺しのまま、放っておかないでほしいんだ。


「じゃあ……廉太郎。私のさっきの頼たのみ、聞いてくれるかい？」


　スッと頭から血の気が引くような気がした。


　そうか。オレは夢中になってて忘れていたけど、早瀬はオレに言うことを聞かせるために、エッチを始めたんだった。


　改めて頰ほおに涙が零こぼれ落ちた。


　オレは唇くちびるを引き結んで、首を横に振った。


　すごく感じてて苦しいけど、どうしても、その頼みは聞けない。ホントのこと言えば、徳永さんのことなんか、どうでもいいんだ。挨拶はしたほうがいいと思うけどね。


　ただ、早瀬の横暴を許したくなかったし、エッチすれば言うことを聞くんだなんて思われるのが、絶対嫌だったからだ。


　身体は満足したくて、痙けい攣れんするように震ふるえてるのに、こんなに意地を張るオレって、馬ば鹿かみたいだ。


「強情だね。イキたくないのかな？」


　早瀬は指先でさっきまで中に入れてた部分をなぞる。もし今度、指を奥まで入れられたら、その衝しよう撃げきだけでイクだろう。それくらい、オレの身体は高まっていて、その熱を持て余していた。


「イキたいけど……そんな約束できないっ。オレはあの人と付き合ったりしないって言ってるのに……っ」


　言葉が泣き声に変わる。


　こんなみっともないこと、もうしたくない。だけど、オレはもう自分ではどうすることもできなくなっていたんだ。


　早瀬は溜ため息いきをつき、焦じらすように撫なでていた指を離はなした。


　ああ、もう、このまま放り出されちゃうのかなと思ったら、指より硬いものがそこにあてがわれた。


　早瀬は後ろから覆い被さるように侵しん入にゆうしてくる。


　ギュッと奥まで入ったその衝撃でオレはもうイッていた。


　立派な机やカーペットがきっと汚よごれたと思う。頭の隅すみで罪悪感が生まれたが、それもたちまち快感に押しやられていく。


「あっ……んっ…んっ」


　身体中が早瀬で満たされていく。でも、気持ちだけが、どうしても早瀬と同化できなかった。オレはこれからどうなるんだろう。こんな気持ちで前と同じように早瀬と付き合えるのかな。


　オレにはもう早瀬が判わからないよ……。


　やがて、早瀬はグッと腰こしを押しつけると、オレの中に熱を放った。


　エッチはこれで終わったけど、早瀬とオレの言い分は平行線のままだ。


「廉太郎……すまない。こんなところで」


　少なくとも、早瀬にとっても『こんな場所』だったわけだ。そうだよね。ここは早瀬の仕事をする場所なんだから、エッチなんかしていいところじゃない。


　しかも、机に寄りかかってだよ。立ったままされてるのと、大して変わらない。


　早瀬はハンカチで綺き麗れいに後始末をした。オレはもう力が抜けていたから、早瀬にされるままになっていて、気がついたら、制服をちゃんと着せられ、ソファまで連れていってもらっていた。


　早瀬は落ち着いていた。もうキレてはいないし、怒おこったり、高ぶった感情をオレにぶつけることはなかった。


　でも、オレの頭の中には、すごく怖こわくて横暴なことを言う早瀬がまだ残っていた。


「私とあいつは、同じ歳としだったから、いつも親族連中に比べられていたんだ。こっちが本家だから、向こうは親から負けるなと焚たきつけられていて、とにかくすごかった……」


　早瀬は徳永さんのことを静かに話し始めた。


　けれども、涙が乾かわくのと一いつ緒しよに、誰かに同情したり、優やさしくする気持ちがオレの中からどこかに消えてしまっていた。


「成績でも、いろんなことでも、私は常に勝ってきた。だけど、どうしても勝てないものが一つだけあったんだ」


　早瀬はオレの肩かたをギュッと抱だいた。


「私はいつもいつも好きな子をあいつに横取りされてた。あいつのほうが口が上手うまいんだよ。だから、私はどうしても廉太郎にあいつと口をきいてほしくなかったんだ」


　言われてみれば、何だって話だ。早瀬も無理やりにオレにそんなことを約束させようとせずに、それを話せばよかったんだ。そうしたら、少しは納なつ得とくできたのに。


　オレは真相が判った後も、表情を変えなかった。心の奥底で何かがなくなってしまったように、もう何の感情も湧わき起こってこなかった。


　おかしいな。


　オレは早瀬のことが好きだったのに。どんなときでも好きだったのに、今はそう思えない。


　今、優しい口調で話す早瀬の裏に、ああいう傲ごう慢まんで怖い早瀬がいるんだと思うと、どうしても、単純に早瀬が好きだって思えなくなってしまう。


　いや、違う。オレは早瀬が好きだよ。好きだけど、何だかいろんなことが一度にありすぎて、オレの気持ちの整理がつかないんだ。


　だって、朝から、早瀬のマンションに拉ら致ちされたじゃないか。


　浮うわ気きだ何だって、責められて、監かん禁きんされそうになったり、仲直りのエッチをしたり……。


　昼休みにまた喧けん嘩かをして、この会社に来て、仲直り。そして、早瀬の社長としての顔を見て、それから……。


　涙がまた流れてきた。


　やっぱり、もう早瀬にはついていけないよ。


　好きでも、ついていけないことが、確かにあるんだ。


　所しよ詮せん、早瀬とは住む世界が違ちがってたんだ。こんな大きな会社で社長をやってる早瀬と、オレなんかが付き合っていたことが、間違っていたんだよ。


「廉太郎……」


　早瀬の指がオレの頰に触れる。指先で涙を拭ぬぐおうとしてくれてるんだ。


　オレは顔を上げた。


「早瀬……別れようか」


　何故なぜか、自分の声が遠くに聞こえた。


　早瀬の表情が涙でよく見えない。ずいぶん経たってから、早瀬はオレの頰から手を離した。


「……そうだね」


　オレはその瞬しゆん間かん、立ち上がっていた。そして、傍そばにあった鞄かばんを摑つかむと、後も見ずに駆かけ出した。社長室のドアを開け放して、エレベーターに向かう。


　あんなにオレを待たせたエレベーターが今度はすぐに乗れてしまう。


　早瀬は追いかけてこない。いや、それが当然だよ。オレが別れようって言ったんだから。そして、早瀬はそれに同意したんだから。


　変だね。自分が別れようって言ったことよりも、早瀬にそうだねって言われたことのほうがつらかった。


　オレはエレベーターの中で、泣いたりしないように懸けん命めいに我が慢まんしていた。








　オレの変化は周りの人には一いち目もく瞭りよう然ぜんだったらしい。


　特に、諒や篤志にとっては、また早瀬と喧嘩かって感じなんだろうな。何しろ、オレは早瀬と過去二回別れかけたことがあるからだ。


　でも、今度みたいに、何日経たってもオレがどうしようもなく落ち込んでるのを見て、さすがの二人も気になるようだった。


「本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　何だったら、僕があいつに電話して、取り成してやろうか？」


　放課後の化学実験室で、諒がオレに声をかけてくる。


　別れればいいなんて言ってたくせに、いざ別れたら、心配になるらしい。そう思うと、ちょっとおかしいよね。


　でも、苦手な早瀬に電話をかけてやろうかって言うくらいだから、オレはよっぽど哀あわれに見えるのかもしれない。


「平気だよ。少し経ったら、また元気になる。だって、オレから別れようって言ったんだよ？」


「今までのパターンでも、おまえは自分から原因を作ってたような気がするが」


　やっぱり篤志も諒の隣となりでオレを心配してくれてる。今日は化学部の活動がない日だから、オレの悩なやみ相談室をここで開いてくれてるらしい。でも、悩みも何も、別れちゃったんだから、後はつらいのを我慢して、元気になればいいだけの話だ。


「だけど、今度ははっきり「別れよう」って言ったんだ。そしたら、早瀬は「そうだね」って言って……」


　思い出しただけで、涙なみだが出てくる。


　こうして泣いてるのだって、馬ば鹿か馬鹿しいことだ。一刻も早く、早瀬のことを忘れなきゃいけないのに、わざわざ思い出して泣いてるなんてさ。


「諒だと、喧嘩になるかもしれないから、俺が電話しようか？　早瀬がどういうつもりで別れることに同意したのか、訊きいてみてやる。あんなにおまえにベタ惚ぼれだったのが、急に変わるなんて、おかしいじゃないか」


「そうだけど、そんなの訊いたって意味ないよ。オレが早瀬と別れたかったんだからさ」


「そこも変だ。どう見たって、別れて清々したって顔じゃないよな？　そんなに未練たっぷりなのに、何でわざわざ別れたいんだ？」


「何でってさ……」


　あの日のことをいろいろ思い出すと、口に出す前にまた泣けてきてしまう。


「廉太郎を泣かせるなよ」


　諒はオレを庇かばうように肩を抱く。


「いや、別に泣かせたいわけじゃ……。ただ真実を知りたいだけだ」


　篤志は白か黒かはっきりつけないと気が済まない性格だから、オレが自分で別れようって言っておきながら、めそめそ泣いてるのを見ると、追つい及きゆうしたくなるんだろうな。


「もういいんじゃない？　廉太郎は別れたいんだし、このままでも……。本当に別れるにしろ、よりが戻もどるにしろ、時間が解決するよ、きっと。今は廉太郎だって混乱してるみたいだし」


　諒はハンカチを出して、オレのみっともなく流れた涙を拭ふいてくれる。


「ごめん。こんな面めん倒どうかけて」


「廉太郎だから面倒見てるんだ。他の奴やつにはこんなサービスしないからね」


　そう言って、諒はオレの頰にキスをする。


「あー、こらこら。どさくさに紛まぎれて、廉太郎を口く説どくんじゃない」


　篤志はオレから諒を引き剝はがした。


「いいじゃないか。僕が廉太郎をものにしたら、篤志にもちょっと貸してあげるから」


「俺は貸してもらうより、ハーレムがいいな。二人とも、俺のもの。そうなったら、それこそ、諒にちょっとくらい貸してやってもいい」


「おまえ達、一体、何の話をしてるんだよ……」


　貸すの貸さないのって、オレは物じゃないんだから。


「冗じよう談だんに決まってるじゃないか。でも、そういうことだってあるわけだから、あいつが廉太郎を手放すのは間違ってるとは思うよ。廉太郎はこのまま糸の切れた凧たこのように、一体、どこに流されていくんだか」


　諒はわざとらしく溜ため息いきをついた。


　何でオレが糸の切れた凧にたとえられて、どっかに流されていくって決めてかかられてるのか判わからないぞ。もしかして、オレって、そんなに頼たよりないのかな。


「とりあえず、俺達で飛んでいかないように押えておいてやらないとな。それが親友としての俺達の務めだ」


「ああ、そうだね」


　この二人のカップルは何を考えているのか、頷うなずき合った。


「廉太郎、これから気分転てん換かんに遊びに行こうか」


　諒はいきなり明るい口調で話を変えた。


「遊びにって……どこに？」


「カラオケでも行く？　あいつとそんなところには行ってないだろう？」


　早瀬と行ったことのある場所だと、オレがつらくなるって判ってるんだろうな。


「いろいろ気を遣つかわせてごめん」


「お礼はキスでいいよ」


　凝こりもせずに諒がそう言って、篤志に耳を軽く引っ張られていた。


　三人で話をしながら、校舎の外に出る。思えば、この学校の理事長が早瀬なんだから、この学校にいること自体、何だかつらいよな。といっても、学校を変わるなんてことはできないんだけどさ。


　校門を出ようとしたところで、オレは後ろから声をかけられる。


「廉太郎君！」


「えっ……徳永さん？」


　どうしてまた、ここに徳永さんが現れるんだ。いや、母校なんだし、現れるのは勝手だけど。


「廉太郎君、今すぐ私と一緒に来てくれないか？」


　徳永さんは真しん剣けんな顔をしていて、何だかすごく急いでいるように見えた。今すぐ来いって……何かあったんだろうか。


「どうしたんですか？」


「あいつが大変なことになった。早く行ってやらないと」


　あいつって、早瀬のことだよな。大変なことって……早く行かないとって……。


　早瀬が事故に遭あって瀕ひん死しの状態という場面が、オレの頭に浮うかぶ。


「とにかく急ぐんだ！」


　徳永さんはオレの腕うでを摑んで、引っ張っていこうとする。


「ちょっと待てよ。あんた、何者？　廉太郎をどこに連れていこうって言うんだ？」


　篤志が不ふ審しん者を見るような目でじろじろ徳永さんを見ている。篤志や諒にとっては初対面だし、オレをいきなりどこかに連れていこうとする人だから、怪あやしい人物みたいに見えるんだな。


「この人、早瀬の従兄弟いとこにあたる人だよ。早瀬に何かあったみたいだから、行ってくる！」


　オレは二人に早口でそう言うと、徳永さんの後についていく。


　徳永さんのポルシェにはもう絶対乗らないって言ったけど、この場合はしょうがないよね。ていうか、どっちみち、オレは早瀬と別れてるんだから、関係ないか。


　でも、どうしよう。早瀬にもしものことがあったら……。


　この間、初めて見た早瀬の寝ね顔がおが浮かぶ。寝顔ならいいよ。もし……いや、そんなの、考えたくない。


　嫌いやだよ。早瀬。オレがちょっと離はなれてる間に、そんなとんでもないことになっちゃうなんて。


　包帯をしてる早瀬の顔だとか、目を開けない早瀬の顔だとか、手術室だの病室だのが、目まぐるしく頭の中に浮かんでくる。


　あれ……ちょっと待てよ。


　早瀬はどんな大変な目に遭ったんだろう。オレ、勝手に事故だと思っちゃったけど、何も聞いてなかったような気がする。


「あの……徳永さん？　早瀬は一体どうなったんですか？」


「……そうだね。行けば判るよ……」


　深刻そうな徳永さんの表情に、オレはもっと不安が高まる。だって、今はとても教えられないってことだろう？


　何があったんだ。そして、どうなるんだろう。


　早瀬と別れたりしなければよかった。そうしたら、もし、万が一のことがあっても、後こう悔かいしなかったかもしれない。いや、オレが後悔しないためじゃない。


　オレは……ずっと早瀬の傍そばにいたい。


　早瀬のいろんな面を見て、何がどうなのか、オレにはさっぱり判らなくなっていた。でも、早瀬がどんな奴なのかって、もうどうだっていいじゃないか。


　早瀬は早瀬だよ。格好よかったり、情けなかったり、可愛かわいいと思えたり、怖こわいと思えたり。それから、嫉しつ妬と深くて乱暴なところもあるけど、優やさしくて、オレのことを好きでいてくれて、オレはまだ見てないけど、きっととっても弱い部分の早瀬もいるんだろう。


　早瀬の住む世界はオレとは違ちがうかもしれない。だけど、それでも一いつ緒しよにいたい。一緒にいられるだけ、いたらいいじゃないか。どうしても駄だ目めだったら、諦あきらめなきゃいけないかもしれないけど、それは今じゃない。オレはその差を埋うめる努力をひとつだって、まだしてないからだ。


　早瀬に会いたい。


　会って、別れようなんて言い出したことを謝って……。それをナシにしてもらたい。都合がよすぎるかな。でも、言うだけ言ったらいいんだ。何もしないで、ただ落ち込んでるだけなら、誰だれにだってできる。


　オレは早瀬が好きだ。


　だから、早瀬にそう言いたいんだよ。ちゃんと元気な早瀬に言いたいんだ。


　涙が出てきてしまう。


　早瀬……！


　不安で胸がいっぱいになりながら、じっと前を見ていると、見慣れた風景が広がった。ここって、早瀬のマンションがあるあたりだよな。


　てっきり車は病院に行くのかと思っていたのに、車は早瀬のマンションの駐ちゆう車しや場じように入っていくんだ。


　徳永さんは車を停とめ、先に立って足早に歩いていくから、オレは必死になって追いかける。そして、エレベーターに乗り込んだ。


　ん……？


　これって、いつものエレベーターじゃないな。このマンションはエレベーターがたくさんあるんだよ。違うエレベーターに乗ってしまうと、別の部屋にしか行けないはずなんだけど。


「あの、このエレベーター、違うんじゃ……」


「これでいいんだ」


　徳永さんが断定したから、オレは内心首をひねりながらも、それ以上は黙だまっておく。


　エレベーターは最上階で止まる。でも、ここは早瀬の部屋のあるところじゃないよ。徳永さんはどこにオレを連れていこうとしているんだろう。


　エレベーターのすぐ前のドアの鍵を、徳永さんは開けて中に入る。


「ここって、どこなんですか？　早瀬の部屋じゃないし」


「ゆっくりしてる暇ひまはないよ」


　徳永さんはさっと靴くつを脱ぬいで、鍵もかけずに急いで奥へと入っていくから、オレも仕方なくついていく。どうにも、変な気分だよ。どうして、こんなところに早瀬がいるんだろう。


　この部屋は早瀬の部屋と間取りがほとんど同じだね。左右が逆だったりするくらいで。


　徳永さんは一番奥にある部屋に入っていく。オレも追いかけてそこに入った。


　部屋には大きなベッドがあった。


　寝しん室しつ…だよね。でも、そこには早瀬どころか誰もいないし、どういうことなんだろう。


「徳永さん、早瀬は？」


　そう尋たずねたら、徳永さんはいきなりオレを抱だき上げると、ベッドに放り投げた。


　一体、何なんだよっ。


　起き上がろうとしたら、徳永さんがオレの身体からだの上にのしかかってくる。そして、オレの目の前に徳永さんの顔が近づいてきた。


「あいつがどうなったのか、知りたい？」


　そりゃそうだ。そのためにオレはついてきたんだから。


　オレが頷くと、徳永さんはちょっと笑った。


「私とエッチしたら、教えてあげよう」


　えっ……それって……。


　騙だまされた？


　そう考えるしかないよな。真剣な顔をして、大変なことになったとか言って、何が大変なのかはちっとも言わなかったし。


　だいだい、ここはどこだよ。もしかして、徳永さんの部屋なのか。


　もう、オレ、馬ば鹿かみたいだ。すっかり早瀬が事故に遭って、ひどい状態なんだって思い込んで、泣いたりして。


　エッチしたら教えてあげるって？　お断りだねっ。


「冗談じゃない。オレは帰る」


「そう簡単には帰らせないよ」


　徳永さんはオレの頰ほおを撫なでた。


「触さわるなよっ。オレを騙したくせに」


「騙してないよ。早瀬は今とても大変な目に遭っている。どう？　知りたいだろう？」


　そんなの子供騙しじゃないかっ。と思いつつも、何だか気になる。まさか命の危険があるっていうほどでもないけど、何か情報を持ってるような感じはする。


「教えてあげるから、目をつぶりなさい。そうしたら、すぐに済むからね」


　嫌だ。そんなの。


「いいよ。教えてもらわないでもっ。オレは帰るから」


　もがいたけど、大おお柄がらな徳永さんにのしかかられてると、上手うまく脱ぬけ出すことができない。


「君は立場が判わかってないね。こんな状じよう況きようで帰れると思う？　いや、ここまで来て、私に君を返す気があると思う？」


　ゾッとした。


　あるわけないよな。つまり、オレはここでおとなしくヤラれるか、それとも、相手を殴なぐってでも逃にげ出すか、二つに一つだ。


　でも、何でオレが徳永さんにヤラれなきゃならないんだよ。徳永さんって、そういう人じゃなかったのに。少なくとも、この間、一緒にドライブしたときは、そんなのまったく感じなかったよ。


　なのに、どうして、こんなことになっちゃうんだよっ。


　そうだ。徳永さんはオレが早瀬の恋こい人びとだって、まだ思ってるんだよ。それで……そう、早瀬は言ってたよな。徳永さんはいつも早瀬が好きな子を横取りするんだって。


「オレ、早瀬と別れたんだよ。だから、徳永さんもこんなことやめようよ。男のオレとエッチしたって、きっと楽しくないよ？」


「君達、別れたのか……。そうか、それは好都合だな」


　徳永さんはオレの予想に反して、とっても嬉うれしそうな顔をしたんだ。


「嬉しいよ。それじゃ、ますます、これは運命の導きということだ」


「は？　運命の導き？」


　どうして、そういう話になるんだろう。そういえば、この間、会ったときも運命だって、大げさなことを言ってたよな。


「私は最初、あの学校にあいつの恋人がいると聞いて、調べて弱みを握にぎってやろうと思っていたんだ。そうしたら、君と偶ぐう然ぜん会って……。今時、こんなに素直でいい子はいないと思ったんだよ」


　そういえば、早瀬も素直でいい子ってオレのことを言ってたけど、自分ではピンと来ないなあ。オレのどのへんが素直なんだろうね。


「あれから君のことが忘れられなかった」


「えっ？」


「そう、好きになっていたんだ。君のことを」


　あまりの話の展開にビックリする。


　徳永さんがオレのことを好きだって？　そんな馬鹿なことがあるかな。こんなカッコよくて、顔もいいし、金持ちっぽい立派な社会人が、どうして男のオレなんかを……。


　いやいや、早瀬は言ってたよな。徳永さんは口が上手いんだ。この手で、早瀬が好きな人を全部横取りしたんだよ。


「ドライブに誘さそっても、私にはめずらしく手も出さなかった。だって、君はとっても可愛いからね。手を出すと壊こわれてしまうと思ったんだ」


　本当に口が上手だよ。オレがもし女で、この話をまともに聞いていたら、絶対、徳永さんのことを好きになっていたと思う。


「そして、会社でバッタリまた偶然に会って……すごく嬉しかった。君は私にとってやっぱり運命の人なんだと思ったよ。ところが、君はあいつの恋人だった。今まであいつの片思いの相手を、いつも目の前で奪うばい取って遊んできた報むくいかと思ったよ」


　徳永さんは自分の話に酔よってるようで、ちょっと怖いよ。もうナル入ってるって感じ。


「だが、私はこの際、あいつのものでもいいと思ったんだ。奪ってしまえば、こっちのもの。結果オーライだからね」


　オーライじゃないよっ。オレの気持ちはどうなるんだっ。


「でも、君があいつと別れていたなら、何の障害もないということだ。これこそ、運命の導き。天は私に味方をしたよ」


　徳永さんはオレの上で高笑いをした。


　イッちゃってるよ。この人。早瀬以上に。


「さあ、廉太郎君。二人で心行くまで愛し合おう。こんな服なんか、脱いで」


　徳永さんはオレのネクタイをいそいそと外した。


「徳永さんっ。愛し合うも何も、オレは徳永さんのことが好きじゃないしっ」


「嫌きらいでもないんだろう？　ＯＫ、ＯＫ。それで全然構わないよ」


「オレが構うんだって！」


　もがいたけど、もがいた分だけ、オレは徳永さんに服を脱がせる隙すきを与あたえてしまった。いつの間にか、ブレザーとシャツのボタンが全部外されてるし。


「可愛いねえ。特にこんなところが」


　徳永さんはオレの乳ち首くびを指でいじった。


「や…やめろよっ……」


「今、身体がビクッと動いたよ。意外と気持ちいいんじゃないかな」


「違ちがうっ……」


　徳永さんは引き続き、そこを指で撫でるんだ。オレの表情を見ながら。


　駄だ目めだ。こんなことで感じるわけにはいかないよ。オレは早瀬以外の人とはエッチしないんだから。他ほかの人としたくないんだからっ。


　別れていようといまいと、それは絶対だ。


　オレはめちゃくちゃに手を動かして、徳永さんの愛あい撫ぶを中断させようとする。だが、徳永さんはオレの両手を摑つかんで、シーツに張り付けたんだ。


　駄目だ。力じゃかなわないよっ。


　徳永さんは口元に笑みを浮うかべて、オレに顔を近づけてくる。


　キスするつもりなのか。


　嫌いやだ。キスも嫌だ。早瀬のライバルなんかとキスしたくない！


　顔を背そむけるけど、徳永さんも顔を動かして、唇くちびるの位置を合わせようとする。どうしよう。このままキスされちゃうんだろうか。


「嫌だ……っ」


「観念しなさい」


「嫌だ！　早瀬……っ！」


　そのとき、ドアが大きな音を立てて、開け放たれた。


　まるでオレの声が聞こえたかのように、そこには早瀬が立っていた。


　何だか噓うそみたいだ。これって、本当に早瀬？　早瀬に変装した諒…ってことはないよな。身長違いすぎるし。


　でも、どうして早瀬がここに現れたんだろう。まさか、オレを助けにきてくれた……？


「不法侵しん入にゆうだ。出ていかないと、警察を呼ぶぞ」


　徳永さんはオレの両手を押えたまま振ふり返り、そう言った。


「おまえこそ、何をしている。こっちが警察呼んでやる」


　本当だ。オレにこんなことしてるくせに、何が警察だよ。


「廉太郎君とおまえは別れたんだろう？　だったら、私が廉太郎君に何をしようが勝手じゃないか」


　そんな無茶苦茶なことを言われて、オレのほうがムッとくる。


「あんたはよくても、オレが嫌なんだよっ。へ理り屈くつこねてないで、さっさとオレの上から退どけよ！」


　ホントにもう、変なところだけ、早瀬と一いつ緒しよなんだよな。


　徳永さんは渋しぶ々しぶながらオレを離はなしてくれたから、オレは転がるようにベッドから下りて、早瀬のほうに駆かけ寄る。


　早瀬が本当にオレを助けにきてくれたのかどうかは、よく判らないけど、徳永さんより早瀬の傍そばにいたほうが絶対安全だからだ。


　早瀬は駆け寄ったオレをガバッと抱だき締しめた。


　ドキンって心臓の音がした。


　どうして早瀬がオレを抱き締めてくれるのか判わからない。オレ達、もう別れたのにって思う。


　だけど……。


　早瀬に抱き締められて、単純にもう嬉しかった。他の何もいらないくらい、ただ、抱き締められるだけでいいと思ってしまう。


「廉太郎……帰ろう」


　オレの好きな声が耳元でそう囁ささやいた。


「うん……」


　どこに帰るのか判らなかったけど、オレはそう言って頷うなずいたんだ。








　オレはそのまま早瀬の部屋にお持ち帰りされた。


「廉太郎、ここに座って」


　早瀬にそう言われて、リビングのソファに腰こしかける。前はいつも当たり前みたいに座っていた場所だけど、別れた後だから、何となく居い心ごこ地ち悪いな。


「廉太郎……」


　早瀬はいきなりオレの前にひざまずいた。


「えっ、あの……」


　一体、何？


　目を丸くしているオレの手を取って、早瀬はキスをした。


「廉太郎、頼たのむから戻もどってきてほしい」


　その言葉を聞いて、胸の中に何かあたたかなものが広がっていった。そして、それが胸の奥のほうまで染しみとおっていく感じがしたんだ。


　涙なみだが静かに流れていった。


　返事ができないよ。言葉が出ないんだから。


「廉太郎……？」


　オレはうつむいて、早瀬の手を握ると、自分のほうに引き寄せた。そして、それを口元に持ってくると、震ふるえる唇で何度もそこにキスをする。


「いいんだね？」


　優やさしい早瀬の問いかけに何度も頷いた。


　早瀬は立ち上がると、オレの身体からだを包むように抱き締める。だから、オレはしっかり抱き返した。


　幸せに胸を貫つらぬかれたような気がする。


　もうオレは迷わないよ。早瀬を好きな気持ちに迷いなんてないんだ。


　やがて、早瀬がオレから手を離した。離れていく身体を押し止とどめようとしたけど、早瀬に目の前でにっこり微笑ほほえまれて、手を止める。


　早瀬の手がオレの両頰ほおに当てられる。


　そうして、ゆっくりとオレの唇が塞ふさがれた。


　何度も何度も離しては口づけられる。オレは早瀬にしがみついて、自分から舌を絡からめた。


　だって、早瀬が好きなんだ。好きで好きでたまらないから、何度でもキスをしたくなる。いや、キスだけじゃとても足りない。


　オレの今の気持ちを示すには、それだけじゃ足りないんだ。


「ベッドに行こうか？」


　優しい囁きに頷いた。


　早瀬がオレを抱き上げて、寝しん室しつのベッドに連れていく。


　何だか、さっき徳永さんに押えつけられたときのことを思い出しちゃうよ。早瀬の部屋も、一番奥が寝室だし。


　そう思っていたら、早瀬も同じことを考えていたみたいだ。


「あいつに何をされた？」


「半分脱ぬがされて……胸を触さわられた」


　早瀬はオレのネクタイを取り去ると、ブレザーのボタンを丁てい寧ねいに外していく。ブレザーを脱がせて、それからシャツのボタンも外していくんだ。


　そして、露あらわになった胸を早瀬は撫なでた。


「触られたのはココ？」


「あっ……」


　乳ち首くびを指で撫でられて、思わず声が出る。


「そんな声、あいつに聞かせた？」


「聞かせてないよ。我が慢まんしたから」


「よし。いい子だ」


　早瀬は微笑むと、指で撫でていた部分に唇を寄せた。


　唇でついばむようなキスをして、それから、舌でそこを刺し激げきしていく。慣れた早瀬の愛撫だったけれども、いつもとは違っていた。


　何が違うのかって言われると、それはオレも判らない。ただ、早瀬の気持ちも違うと思うし、オレの気持ちも違うような気がする。


　前よりもっと、お互たがいのことを思いやれるようになったんだって、オレは思いたい。だから、新たな気持ちでエッチをして、それがこうした不思議な感覚を生み出してるんだと思う。


　早瀬は唇を離すと、オレの身体のあちこちを撫でた。


「他ほかに触られてないか？　キスは？」


「抵てい抗こうしたから、されてない。されそうになったときに、ちょうど早瀬が助けに来てくれたんだ」


「そうか……」


　早瀬は嬉うれしそうに微笑むと、オレのズボンのベルトに手をかけた。そして、やっぱり丁寧な手つきで全部取り去った。


　今日だけのことかもしれないけど、早瀬に丁寧にしてもらえるのは嬉しかった。いつもは違う方向に丁寧だったからさ。


「ちゃんと感じてるね」


　早瀬はオレの股こ間かんで元気になってるものに触ふれた。


「あ……」


「ここでは、好きなだけ声を出していいよ。私は廉太郎の声が好きなんだ」


　そんなふうに言われると、オレも嬉しい。声を出す度たびに、自分がすごくエッチに思えて、恥はずかしかったからだ。


「早瀬も……脱いでほしい」


「私も？」


「オレも全部脱ぐから……」


　起き上がって、腕うでに引っかかってるシャツを脱いだ。


　早瀬は身につけていたスーツを脱いでいく。


　仕事はどうしたんだろう、終わったのかなって思ったけど、もう言わないでおく。今は何でもいいよ。早瀬はオレを抱きたいと思って、その時間があるから、ここでこうしているんだろう。


　早瀬は全部脱ぐと、再びオレに覆おおい被かぶさった。


　素す肌はだが触れ合って、すごく気持ちがいい。素肌だけじゃなくて、硬かたくなってるある一部分同士も触れ合ってるけどね。


「オレも……早瀬のために何かしてあげたい」


「廉太郎は傍にいるだけでいい」


　早瀬はオレを泣かせるようなことを言って、ギュッと抱き締めた。


「離れていた間、とても淋さびしかった。私は廉太郎なしでは生きられないよ」


「オレはただすごくつらかった。オレも早瀬がいないと駄だ目めなのかも……」


　早瀬はもう一度、オレを抱き締める。そして、改めてキスをした。


　キスされながら、いろんなところを撫なでられる。腕だの腰こしだの腹だの、本当にいろんなところだ。それから、オレの勃たってる部分に早瀬の指先が触れた。


「あっ…あ……」


　早瀬が手を動かす度に濡ぬれた音がする。他の誰だれでもなく、早瀬が触ってるんだと思うと、すごく感じてしまって、すぐにでもイキそうになる。


　でも、まだもったいない。オレは自主的に我慢する。この行こう為いを早く終わらせたいわけじゃなかったからだ。


　なるべく長く抱だき合っていたい。ああ、だから、早瀬はいつもオレを我慢させたり、焦じらしたり、しつこかったんだな。


「他の…他のところも触って……」


　あんまりそこばかり刺し激げきされると、我慢ができなくなるからだ。


「他のところって、どこ？」


「どこでもいい。早瀬が好きなところ」


　早瀬はオレの太ふと腿ももを撫でた。膝ひざを曲げさせて、ふくらはぎ、そして、太腿の裏側……。それから、そのもっと奥のほうを早瀬は撫でていく。


「あぁ……ぁっ」


「ココがいい？」


　早瀬の指が秘密の場所に辿たどり着く。


　指先がそこを撫でる度に、身体からだがピクピクと跳はねた。


「中に…入れてっ……」


　どうしても早瀬の指を感じたくて、オレは催さい促そくしてしまう。


　徐じよ々じよに入っていく指の感覚が、変な話だけど、早瀬だなあって思う。


「廉太郎、締めすぎだよ。もっと力を緩ゆるめて」


「だって……」


　息を吸ったり吐はいたりして、自分をコントロールする。感じすぎると、どうしても、力が入ってしまうんだ。


　力が抜ぬけて楽になったのか、指がオレの奥へと入っていく。もちろん本当の奥までは無理だ。指が届く範はん囲いの奥までスッと入っていって、またギリギリのところまで出ていく。たったそれだけの繰くり返しで、オレはすごく気持ちよくなるんだ。


　早瀬はオレが感じるところをよく知ってる。そのポイントを外さずに上手うまく擦こすっていく。


　そして、回数が増えれば増えるほど、どんどんオレの身体の熱は高まっていった。


「は…早瀬っ……」


　名前を呼んだだけだったけど、それだけで判わかったのか、早瀬は指を引き抜いた。


　もっと我慢しようと思ったが、もうこれで限界みたいだ。身体が早瀬を求めてしまっている。そして、きっと早瀬だって、もうオレの中に入りたいんだと思う。


　指が入っていた部分に、早瀬の硬いものが押し当てられる。


　少しずつ入っていく。苦しいなんてことはない。もうオレは早瀬を受け入れることが嬉うれしくて仕方がなかった。


　もちろん、こういう行為をする相手は、誰でもいいわけじゃない。早瀬だからいいんだ。早瀬がオレの中に入ってきてくれるから、こんなに感じるんだよ。


　早瀬の手がオレの勃ってるものを刺激している。


　オレ、もうそんなにもたないのに。


　身体中がもう燃えるように熱いんだ。


　どうしても我慢ができなくて、オレは早瀬の手の中に放ってしまう。


　そして、しばらくして、早瀬がオレの中で達していた。








　ベッドでいつまでも抱き合っていたかったけど、さすがに身体が汚よごれたままでいるのも気持ち悪くて、二人で風ふ呂ろに入る。


　シャワーで綺き麗れいに洗った後、オレと早瀬はバスタブの中で、もうベッタリとこれ以上ないくらいにくっついていた。いや、だって、今まで離はなれていたわけだから、もう一時だって離れたくないんだよ。極きよく端たんって言えば、極端かもしれないけど。


「そういえば……どうしてオレが徳永さんちにいるって判ったわけ？　オレ、あまりに都合よく早瀬が現れたから、何かの間ま違ちがいかなあって思ったよ」


「何かの間違いはひどいな。私は急いで駆かけつけたのに」


　早瀬はそう言いながら、オレの前まえ髪がみをいじった。


「実は、山之内から携けい帯たいのほうに電話があったんだ。私の従兄弟いとこだとかいう男が緊きん急きゆうの用だと言って、廉太郎を車に乗せて連れていったって……。マンションに向かう途と中ちゆう、もう気が気じゃなかった。廉太郎に何かあったらって……」


　そうか。篤志が電話してくれていたのか。一時、諒のことで二人は連れん絡らくを取り合っていたみたいだけど、それが今になって役に立ったんだな。


「早瀬が大変なことになったって聞いたんだ。今すぐ行かなくちゃいけないって急せかされたから、てっきり早瀬が事故に遭あって、意識不明とかなんじゃ…って、もう泣きそうだった」


「そうなのか……。でも、もう少し落ち着いて、確かめればよかったのに」


「落ち着けなかったんだよっ。早瀬が死んじゃうと思ったんだからっ」


　そのときの気持ちを思い出しただけで、何だか涙なみだが出てくる。早瀬はオレの頭を撫でて、頰ほおにキスをした。


「私はまだ死なないよ。廉太郎を残していったら、いろんな虫が出てきて、大変じゃないか。私が死んだら、絶対化けて出てくるからね。どんな奴やつも廉太郎には指一本触れさせない」


「嫌いやだよ。そんな冗じよう談だん。オレは生きてる早瀬のほうがいいんだから。化けて出てきた早瀬なんか、相手にしないからな」


「それは困る。それに、まあ、生きてないと、廉太郎にエッチなこともできないからね」


　早瀬はそう言って、オレの腰のあたりを撫でた。


　エッチするしかないのかって思ったけど、そうじゃないことは判ってるから、もう言わない。離れていたおかげで、何だかいろんなものが見えてくる。早瀬に対しても、前よりもっと優やさしい気持ちで接することができるような気がした。


「オレ……早瀬に別れようって言ったとき、もう早瀬にはついていけないと思った。早瀬はオレとは住む世界が違うんだって。年ねん齢れいや感覚だって違うし、きっと考え方だって違う。だから、早瀬のこと、たとえ好きでも、もう付き合えないって……」


「私と廉太郎、そんなに違うかな。もちろん廉太郎が高校生だっていうことで、そこに入っていけない私は疎そ外がい感を感じることはあるよ。でも、だから、私はもっと廉太郎に近づきたいと思うんだ。少々、強引な手を使ってでもね」


　そうか。それだから、早瀬はいつも強引なんだな。今、謎なぞが解けたよ。


「だけど、この間のは本当に強引すぎたと自分でも反省してるよ。廉太郎に別れようって言われるようなことを自分がしたんだって気づいたとき、もう、情けなくてね。捨てないでくれって、すがりつきたい気分だったけど、それをやって、もっと嫌きらわれたら困るから、格好つけて、別れることに同意した。まあ、後から死ぬほど後こう悔かいしたんだけどね」


　オレは早瀬がそんな思いで『そうだね』って言ったとは思わなかった。オレが考えていたようなすれ違いを、早瀬も感じていたから、そう言ったんだろうって勝手に思っていたよ。


「オレ、ずっと早瀬のことばかり考えてた。自分から別れようって言い出したんだから、もう元には戻もどせないんだって。でも、どんなに忘れようと努力しても忘れられなかった。早瀬が死ぬかもって考えたとき、オレはやっぱり他ほかの誰よりも早瀬のことが好きなんだって判った」


「他の誰より？　私が一番好き？」


「好き。大好き。もう絶対離れたくない」


　早瀬はオレの肩かたを抱き寄せて、長いキスをした。


「嬉しいよ。すごく幸せだ」


「早瀬が違う星の住人でもいいんだ。どこに住んでいて、どんな顔をしていても、どんなに性格が悪くても。早瀬を深く知る度たびに、どんなにいろんな面が見えてきても……もう大だい丈じよう夫ぶだって思う」


　そうだよ。オレはもうそれを怖こわがったりしない。


　オレと違っていたら、違っているところを理解するように努力すればいい。距きよ離りが離れていたら、近づけばいいんだ。


　早瀬が好きだっていう気持ちだけで、オレはそれができるんだよ。


　オレは、自分の身体にいつの間にか巻きついている早瀬の手を、そっと取った。


　早瀬がオレの手を取って、『戻ってきてくれ』と言ってくれたときのことを思い出す。


　あれはすごく嬉しかったんだよ、早瀬……。


　オレは早瀬の手にキスをした。


「何のおまじない？」


「さあね。内ない緒しよ」


　オレは照てれ隠かくしに笑って、手を下ろす。


「ちゃんと言わないと、おしおきするよ」


　早瀬は冗談っぽくそう言うと、オレの身体からだをくすぐり始めた。


　ひとしきり、ふざけ合った後で、早瀬はオレの身体をキュッと抱だき締しめた。


「嬉しい。こうしてまた廉太郎と風呂に入れるなんて」


　オレが幸せをかみ締めてるのと同じように、早瀬のほうも嬉しくてたまらないらしい。ただ、一いつ緒しよにいるだけなのにね。


　でも、それが一番嬉しいことなんだ。


「この間、早瀬が仕事をしてるのを見て、大変なんだなあって思った。あれじゃ、本当に身体を壊こわしそうだから、気をつけてね」


　早瀬はにっこり微笑ほほえんだ。


「あのときはたまたま忙いそがしかっただけだよ。会社にいる間中、ずっとああだったら、死んでしまう」


「あ……そうなんだ？」


　何だ。それなのに、オレはあれを見て、早瀬は違う世界に住んでるだの何だの、思ってたわけか。


　恥はずかしいよ。まったく。


「ところで……」


　早瀬はコホンと咳せき払ばらいをした。


「廉太郎はあいつのポルシェにもう乗らないって、言ったよね？」


「そうだけど……。いや、でも、早瀬が大変な目に遭ったって言われたから乗ったんだよ。それに、別れてたときのことだから、早瀬とは関係ないんじゃないか…な？」


「そうだね。実にそのとおりだね。でも、私はすごく心配したんだ。判わかるよね？」


　オレは仕方なく頷うなずいた。気持ちは判るし、助けてもらって感謝してるから。


「廉太郎におしおきしていいかな？　エッチなおしおき」


　突とつ然ぜん、何を言い出すかと思ったら、もう一回エッチをしたいって言ってるのか。もう少し、ストレートにものを言ったらいいのに。


　でも、そういうところも、何だか早瀬らしいって思ってしまう。


「気持ちのいいおしおきだったら……いいかな」


　オレがそう言うと、早瀬はにっこり微笑んだ。


　早瀬を池に落としたら、格好いい早瀬と、優しい早瀬と、スケベな早瀬が三人出てくるかもしれない。さて、どの早瀬があなたの早瀬ですかって尋たずねられたら、全部ですって答えないといけないよね。


　だって、全部、オレの好きな早瀬だから。


　オレがそんなことを想像しているとも知らず、早瀬はオレの肩を抱き寄せ、そして囁ささやいた。


「廉太郎……。覚かく悟ごはいいね？」


　一体、何の覚悟なんだか。


「痛くしたら、絶対嫌だからな」


「もちろん。だって、私も廉太郎が一番大事で、一番好きなんだからね」


　早瀬はそう宣言すると、オレの顎あごに手をかけた。


　目と目が合って。


　大好きだよ……って。


　そうして、オレと早瀬は唇くちびるを触ふれ合わせたんだ。





副会長様の受難










　たとえば、世の中に大っキライな奴やつがいるとする。そして、それを本人にいつも判わかるように示してやってるんだ。


　それなのに、そいつが、自分に好意を寄せてるだなんて、何かの間ま違ちがいだって、誰だれだって思うだろう？


　僕――宇都宮うつのみや諒りようは、そんな何かの間違いのような状じよう況きように巻き込まれていた。


　大だい嫌きらいだって、いつも僕が思っているのは、山やま之の内うち篤あつ志しという奴だ。何で嫌いかっていうと、僕が片思いしている柏かしわ木ぎ廉れん太た郎ろうの親友…というか、幼友達だからだ。しかも、やけに廉太郎に馴なれ馴れしいんだよ、こいつ。


　だいたい、初対面から気に食わなかった。入学してから同じクラスになった廉太郎と親しくなって、僕はそのうちに廉太郎が可愛かわいくて仕方がなくなったんだ。そんなある日、廉太郎は僕にあいつを引き合わせて、紹しよう介かいしたんだよ。幼よう稚ち園えんのときからの親友だって。


　くそーっ。こんな奴なんかに年数で負けてたまるかって。いや、本当に親しげだったから、絶対に負けられないと思ったんだ。


　だから、廉太郎ともっと親しくなるために、生徒会の副会長にも立候補した。廉太郎は成績優ゆう秀しゆうで真ま面じ目めだから、先生に生徒会長に立候補しろって言われていたからね。副会長として廉太郎をサポートしていたら、頼たよりにしてもらえそうだし。


　それに、二年になってクラスは別れていたんだ。同じ生徒会役員なら、いろいろと接せつ触しよくも多そうじゃないか。そして、一気に廉太郎とラブラブ……には、残念ながらならなかった。


　やたらと生徒会室に、山之内がやってきて、僕と廉太郎の邪じや魔まをするんだ。ホント、こいつ、絶対わざとだよね。あいつの趣しゆ味みは動力飛行機を作ることで、その飛行実験に廉太郎を誘さそいにくるんだよ。頭にくるから、僕はいつも生徒会の活動中だからって、文句をつけて、廉太郎を絶対行かせないことにしている。


　だって、廉太郎とあいつが二人きりで中庭で飛行実験するんだよ。ゾッとするじゃないか。廉太郎の身に何かあったら、どうするんだ。誰が責任を取るんだよっ。だから、僕は廉太郎のために、いつも邪魔をしてやっていたんだ。


　やがて、伏ふく兵へいが現れて、あっさりと僕の兄でもある（認めたくないけど）早瀬に廉太郎はさらわれてしまって、結局残ったのは、廉太郎の親友という地位だけだった。せっかくコクハクして、キスもしたのに。そして、今までの苦労も、全部水の泡あわとなったわけだ。


　まあ、それでも、廉太郎が幸せならいいかって、思い始めた頃ころ。


　何だかおかしいって、気がついたんだ。


　僕と山之内は違うクラスだ。だから、普ふ通つうは顔を合わせたりしないものだ。例の飛行実験の件で廉太郎を誘いにくるときは別にしてもね。そうでないときに、僕と奴が顔を合わせるなんてことは、ないはずだった。


　それが、最近、やけに会うんだよな。廊ろう下かでもよくすれ違うし、しかも必ず声をかけてくる。はっきり言って、僕はあいつとまだ廉太郎を挟はさんでの敵対関係にあると思ってるから、どうして向こうがわざわざ僕に声をかけてくるんだろうって思ってた。


　だけど、それだけでもなかったんだよな。


　僕のクラスにも現れるんだよ。教科書を忘れたから貸せとか、リーダーの訳がどうのとか、とにかくいろんな理由をつけてやってくるんだ。しかも、何故なぜか笑え顔がおつき。


　そして、きわめつけは生徒会室にまで来るんだよ。いや、今までも廉太郎目当てに来てたわけなんだけど、どうも何か違うんだ。まるでターゲツトは、僕、みたいな。


　いやいや、そんなはずはないよな。廉太郎が駄だ目めだったから、次は僕だなんて、あまりにも安直すぎるぞ。だいたい、僕にそんな気はないし。


　廉太郎は廉太郎だから好きだっただけで、別に僕は男が好きなわけじゃないんだ。あいつはどうだか知らないけどさ。


　そうだ。ターゲットは、僕じゃなくて、僕の周囲にいる誰か、だよ。きっと。そのために、僕と仲良くなっておこうなんて、あいつは考えているに違いない。だって、あいつは嫌いやな奴だからだ。絶対そうに決まってる。


　でも、廉太郎に相談したら、そうじゃないって言うし。まあ、廉太郎に相談したのが間違いっていうか、頼りないからなあ。山之内本人に訊ききにいったらしいけど、見事に丸め込まれたみたいだしさ。


　そのことで、廉太郎とは喧けん嘩かしたみたいになって、僕はもういい加減、キレていた。山之内なんか、話しかけてきたって、絶対口もきいてやらないぞって、決心したんだ。


　今日もまた僕のクラスに来て、何とも言えない笑顔で、あいつが読書中の僕に近づいてきた。


「よう、諒。何読んでるんだ？」


　僕はきっちり無視してやるつもりで、答えなかった。もちろん目は本の上だ。山之内が傍そばにいると、気になって読めないんだけど、必死で読んでるふりをする。


　それにしても、こいつはいつから僕の下の名前を呼び捨てにするようになったんだろうな。僕が許した覚えもないのにさ。


「へぇ、難しい本を読んでるんだな？　こういうの好きなのか？」


　そう言いながら、山之内は僕の傍に寄ってきて、僕が読んでる本を覗のぞき込むんだ。


「やめろよ。あっちに行け」


　無視してやるつもりだったのに、つい口を開いてしまう。こうなれば、もう相手の思うツボだ。山之内はニヤリと笑って、本を持つ僕の手をピーンと弾はじいた。


「何するんだよっ」


「廉太郎に俺のこと相談したんだって？」


　何だかそんなふうに言われると、僕が山之内のことを気にしてるみたいじゃないか。冗じよう談だんじゃないぞ。そんなはずは絶対ないのに。


　とにかく、僕は向こうの手には乗らないようにしないと。いや、真実でないことを、まるで真実みたいに言われることが腹立たしいんだよ。


「相談って大げさだよ。ただ、山之内が僕のクラスに入り浸びたって、鬱うつ陶とうしいって言っただけだ」


　相手に面と向かって、鬱陶しいって、普通は言えないらしい。だが、僕は言うぞ。本当にそう思っているんだからな。


「ふーん。でも、俺がここに入り浸って、おまえに声をかける理由は知りたいだろう？」


　山之内の眼鏡めがねの奥の目がキラリと光ったような気がした。


「し、知りたくないよ、そんなもの……」


「そうか？　じゃあ、知りたくなったら、今日の放課後、化学実験室に来い。ちゃんと教えてやるから」


　まるで囁ささやくみたいに僕の耳元で、山之内は言った。一体、何を考えてるんだよっ。


「僕は知りたくなんかないって言ってるだろ！」


　そう言ってるのに、山之内はただ笑うだけなんだよ。


　まったく。馬ば鹿かにされてる気分で、腹が立つよ。








　放課後。僕は迷いに迷ったけど、結局、化学実験室に向かった。


　理由を聞けばすっきりするし、そうしたら、山之内をきっぱりはねつけることができるんじゃないかって思うんだ。今のままじゃ、有効な手が考えられないしさ。


　ていうか、山之内のツラの皮が厚すぎなんだよ。普通、鬱陶しいって言われたら、ちょっとは反省しないか？　そう思いながらも、僕は化学実験室の戸を開いた。


　でも、誰もいなかった。山之内のヤロウ、人を呼び出しといて、まだ来てないなんて。


　仕方ないから、そのへんの椅い子すに腰こしかけてた。あいつを待つなんて、それだけで頭にくるんだけどさ。そういえば、ここで廉太郎と山之内の三人で『実験』をしたんだよな。


　二人がかりで廉太郎を『刺し激げき』して、もし感じたら、早瀬でなくてもいいんだって。でも、嫌だって思ったら……廉太郎はきっと早瀬のことが好きなんだって。


　いや、そんなことをしたのは、廉太郎が早瀬と別れて、落ち込んでいたからだ。本当に早瀬が好きなら、僕も山之内も身を引くつもりでね。あのとき、廉太郎は自分が早瀬を好きなのかどうか、判わからなくなっていたんだ。何しろ、早瀬は廉太郎を身体からだで籠ろう絡らくしていたからだ。


　ああ、可哀想かわいそうな廉太郎……。


　純真で素直でどっか抜ぬけてて頼りなくて可愛かわいい廉太郎が、あいつなんかに汚けがされてさ。それだけでもショックなのに、廉太郎があいつのことが好きだなんて。


　ホント、世の中って、不公平だよな。早瀬には廉太郎みたいな可愛い恋こい人びとができて、僕には山之内みたいなプチストーカーがくっついてきてさ。


　僕だって、可愛い恋人が欲しいよ。僕の言うことを何でも聞いてくれて、困ったときには助けてくれて、エッチの相手もバッチリの可愛い恋人だよ。


　僕がそんな妄もう想そうにふけっていると、いきなり肩かたが叩たたかれた。


　ビックリして振ふり返ると、僕の後ろに山之内が立っていた。


「声をかけろよっ。ビックリしたな」


「普通、足音で気づくと思うぞ。……で、やっぱり知りたいわけだ？　俺がおまえのクラスに入り浸る理由」


　何だかこいつ偉えらそうだよな。だけど、ここまで来たんだから、知りたくないと意地を張るのも変な話だ。


「わざわざ来てやったんだから、さっさと言えよ」


　こっちも偉そうな言葉遣づかいで返してやる。


「そうか。じゃ、ちょっと立て」


　さらに偉そうに言われてムッとしたが、とにかく立ち上がった。


　山之内は真っ正面から僕の両肩を摑つかんだ。顔がずいぶん近くにあって、嫌な感じだ。思わず目を逸そらしたくなる。


「視線を逸らすか？　逸らしてもいいぞ」


　そう言われると、意地でも逸らせない。かなり馬ば鹿か馬鹿しい意地だけど、こいつに鼻で笑われたりするのは絶対嫌なんだ。


　そんなわけで、僕は至近距きよ離りで山之内の目を見つめることになった。


「俺がおまえの教室に出しゆつ没ぼつする理由は……」


　理由は何なんだっ。はっきり言え、はっきりと。


「おまえのことが気に入ってるからだ」


　今の一言、聞かなかったことにしちゃ駄目かな。いや、ぜひともそうしたいんだけどっ。というか、今すぐこの部屋から出ていきたいんだ。でも、肩を押えられてるから、動けないよ。


　結果、僕はじっと山之内の目を見つめたままなんだ。


「返事は？」


「へ、返事って……？」


「今、俺が言ったことが聞こえなかったのか？　何なら、もう一回言ってやろうか？」


「いいよっ。一回で」


　でも、返事って、何の返事だよ。何か質問されたわけでもないし。


「俺はおまえが気に入ってる。つまり、おまえのことが好きだってコクったわけだ。ちなみに、それは早瀬と廉太郎みたいな、ああいう『好き』だ」


　確かにそういうことだな。でも、わざわざ解説されて、ちょっとブルーな気分になる。お気に入り、くらいで留とどめておいてくれればいいものの、早瀬と廉太郎みたいな感情だって言われるとさ。


　早瀬と廉太郎はエッチしてるんだぞ。そういう感情を僕に持ってるってことは、僕にエッチなことしたいって山之内が思ってるってことじゃないか。


　何かもう、そんな目で見られていると思ったら、心の底から鳥とり肌はだが立つよ。


「で、返事はまだか？」


「返事って、だから何の返事なんだよ？」


「馬鹿だな。コクったんだから、その返事だよ。ＯＫとかさ」


「何がＯＫだよっ。思いっきりＮＯに決まってるだろう！　何で僕がおまえと付き合わなくちゃいけないんだ？」


　山之内は、僕の盛大な拒きよ絶ぜつをものともせずにフッと笑った。


　こいつ、鈍どん感かんなのか。それとも、ものすごく度胸のある奴やつなのか。


「じゃあ、おまえは俺のことが嫌きらいなのか？」


「そうだ。大嫌いだ！」


　それは胸を張って言える。何故なぜなら、ずっとそう思い続けてきたからだ。


「だが、その気持ちが永遠に続くかどうかは判らないよな」


「は……？　どういう意味だ？」


　はっきり言って、山之内が言うことは、さっぱり判らなかった。


「試してやろうか。おまえがずっと俺を嫌いかどうか」


「別に試してもらわなくても、僕の気持ちが変わることはない。心配しなくていいさ」


「怖こわいわけだ？　もしかして、気が変わって、俺のことを好きになるかもしれないしな」


「何を言ってるんだっ。そんなもの、怖いわけがないだろう？」


「じゃあ、試してみるか？」


　ここで嫌いやだと言ったなら、また怖いんだろうと言われてしまう。そう言われないためには、頷うなずくしかなかった。


「目を閉じてみろ」


　どうして目なんか閉じないといけないんだ。と思いつつも、仕方なく閉じる。


　かすかに山之内が笑ったような気がしたけど、はっきりとは判らない。両肩をまた摑まれ、顔に何かが当たった。


　そして、唇くちびるに何か柔やわらかいものが……。


　それが何かって、僕は知っていたから、その場で目を開けた。


　僕は山之内にキスされていたんだ。


　慌あわてて身体を離はなそうしたのに、強い力で両肩を摑まれていたからできない。


　こんな形でキスされるのは初めてで、何だかこれが本当のことだなんて思いたくなくて、だんだん気が遠くなってくる。だいたい、どうしてこの僕が山之内なんかにキスされなきゃいけないんだ。あまりにも理り不ふ尽じんすぎるよ。


　でも……。


　山之内のキスは何だか優やさしくてさ。喋しやべるときはあんなに偉そうなのに、こんな優しいキスをするのかって、すごく意外だった。


　舌がソフトに絡からんでくるんだ。こいつ、本当に僕のこと、好きなんだなあって感心してしまうくらいに優しくてさ。


　気がついたら、僕はうっとりしていた。自分でも信じられないけど、キスに酔よっていたんだ。


　山之内はようやく唇を離し、僕の顔を覗のぞき込む。


「どうだ？」


「どうだって、何がだよ！」


「感じたろう？　俺のキスに」


　自信満々なんだと思うと、腹が立つ。そして、それにまんまとはまってしまって、うっとりキスをされていた自分自身に。


「冗じよう談だんじゃない！　僕はあんなものに感じたりしない！」


　山之内はクスッと笑った。


「噓うそつきだな」


　頭にカーッと血が昇のぼる。


「どうして噓つきだって判るんだよっ」


「キスしてれば判る。まったく抵てい抗こうしなかったじゃないか」


「違ちがうっ。絶対違う！　僕はおまえのキスなんかで感じなかった！」


　山之内はふーっと溜ため息いきをついた。


「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ」


「そっちこそ往……」


　いきなりまた唇が塞ふさがれていた。


　身体からだを離そうともがいたら、体重をかけられる。このままじゃ後ろにひっくり返ってしまうと思ったら、実験台があったから、その上に押えつけられる形でキスされていく。


　そのとき、実験室の戸が開く音がした。なのに、山之内はキスをやめないんだ。


　おいっ。人が来てるんだぞ。気がついてないのか！


　僕はようやく山之内の手から逃のがれることに成功して、ついでに奴の頰ほおを叩たたいた。


「僕に二度と近づくな！」


　戸口のほうを見ると、そこにいたのは、立ち尽つくしていた廉太郎だった。


　こんな奴にキスされてるところを、よりによって廉太郎に見られるなんて……。


　一生の恥はじだ！


　僕は廉太郎がいる戸口とは別のところから、逃にげるように廊ろう下かへ出た。最初は早歩きだったけど、途と中ちゆうでたまらなくなって駆かけ出した。


　山之内の奴め。絶対許さないからなっ。








　僕は山之内なんかとくっつくつもりは、金輪際なかった。


　なのに、お節せつ介かいな奴がいてさ。こともあろうに、早瀬が絡んできたんだ。きっと廉太郎があいつにいろいろ喋ったに違いないよ。


　キスされた日の夜、早瀬からうちに電話がかかってきてさ。明日の朝十一時に遊園地入り口の前で待ち合わせしようって言うんだよ。それだけ言って、こっちの文句も聞かずに切るから、また腹が立つよ。


　なのに、母さんは兄さん（僕は認めてないけど）の言うことを聞きなさいって言うんだ。明日は土曜だから学校も休みだし、別に用がないから、仕方なく僕は行くことにした。すごく嫌だったけどね。


　翌日、待ち合わせの時間と場所に行ったら、廉太郎までいる。まあ、それはいいよ。でも、どうして山之内までいるんだよ。


　早瀬がわざとらしくフリーパスポート付きチケットを四枚も取り出して、ちょうどいいから四人で遊ぼうなんて言うし。これは絶対、早瀬の陰いん謀ぼうだ！　恐おそらく、僕と山之内をくっつけて、廉太郎を独り占じめっていう腹だよ。廉太郎はコロッと騙だまされてるけど、早瀬はロクな奴じゃないんだからな。


「諒、昨日は悪かったな」


　山之内はしゃあしゃあと僕に謝ってくる。あんなことしといて、悪かったも何もないもんだ。


「今いま更さら、謝ったって、僕はあんなの絶対に許さないからな！」


　思いっきりツンと向こうを向いてやる。


「昨日の詫わびを兼かねて、今日は何でもおごってやる」


　山之内はそう言いながら、どういうわけか、僕の腕うでにそっと触ふれた。何だか昨日の優しいキスを思い出してしまって、腕を振ふり払はらったものの、頰が熱くなってくる。


　カッコ悪いよ。廉太郎だって見てるのに。


「じゃ、行こうか」


　山之内は入場口に入っていく。何だか僕が後からついてくるもんだって信じてるみたいで、それを見たら、ついていかないわけにはいかないような気がした。


　だけど、何で僕があいつの思い込みに付き合わないといけないんだ。勝手に入っていったんだし、僕はこのまま帰ったってさ……。


　でも、別に用はないんだった。フリーパスポート付きチケットもあるし、お腹なかが空すいたり喉のどが渇かわいたりすれば、あいつに奢おごられればいいんだし。


　つまり、僕は今日、タダで遊べるんだ。


　これはやっぱり行かない手はないでしょうって感じだ。だけど、山之内を許したから、一いつ緒しよに行動するわけじゃないぞ。


　それだけは声を大にして言いたいんだ。


　とはいえ、遊園地の遊具ってさ、二人並んで乗ることが多いじゃないか。そうじゃなくても、向こうはカップルだから、僕は必然的に山之内と組むことになってしまうんだ。


「諒、怖こわいか？」


　ジェットコースターに乗り込んで、緊きん張ちようした面おも持もちで出発を待つ僕に、山之内はそう言った。


「別に」


　僕はどっちかっていうと、この手の乗り物は苦手なんだけど、怖いなんて人には恥はずかしくて言えなかった。まして、山之内なんかに弱みを握にぎられてたまるかって思うから、怖くないふりをする。


「もし怖かったら、俺にしがみついてもいいからな」


　やれやれ。山之内なんかに摑つかまったって、怖いものは怖いだろう。だいたい、女じゃないんだから、キャー怖いなんて言って、しがみつくかって。


　ところが、いざ動き始めてみると、とんでもなく恐ろしかった。髪かみの毛が逆立ちそうだよ。


　蒼そう白はくとなって、ガードの部分を握り締しめていると、その手の上に山之内の手が重なった。


　あ……。


　変だけど、その手のあたかみが伝わっていくに従って、怖くなくなってくるんだ。


　そんなわけで、僕はうっかり最後まで山之内に手を握られたままだった。終わってから、慌あわてて振り払ったけど、あったかいのが残っててさ。


　何ていうか……。


　僕は、どうにもそんなふうに優しくされるのに弱かったみたいだ。


　山之内はそんなふうに、度たび々たび、僕の手に触れてきたよ。だけど、強引に手を握るとかじゃなくて、触れるだけだし、振り払ったらしつこくしてこないんだ。そんなことを繰くり返していると、だんだん僕も山之内がくっついてるのに慣れてきちゃってさ。


　自分でもそういう気持ちの変化が不思議なんだけど。


　ここが遊園地だからなのかな。カップルがたくさんいるし、カッブルの早瀬と廉太郎に付き合ってるから、自然にそんな気持ちになってくるのかも。


　だったら、学校に戻もどれば、きっと僕は元どおりの僕に戻れるはず。これは今日だけなんだから。


　最後に観覧車に乗った。もちろん早瀬と廉太郎、そして、僕と山之内という組み合わせだ。


　ここの観覧車は直径が長いから、一周十五分くらいかかるらしい。僕は小さくなっていく地上を窓から見下ろしていた。


「ここの伝説、知ってるか？」


「伝説……？」


「この観覧車のちょうど頂上で、カップルがキスすると、幸せになるという伝説だ」


　悪いけど、僕は鼻で笑ってしまった。


「くだらない。幸せになるなんてさ。そんな簡単に幸せになれるなら、ならせてみせてほしいもんだね」


「じゃあ、幸せにしてやろうか？」


　ハッと気づくと、向かい合わせに座っていた山之内の顔の位置がやけに僕のほうに近づいていた。


「いいよ。してもらわなくても」


「したいんだ。おまえを。幸せに」


　低い声で囁ささやかれる。


　ああ、僕、何だか変だよ。魔ま法ほうにかかったみたいだ。どうして僕は抵てい抗こうしないんだろう。顎あごに手をかけられて、こんなに山之内の顔が近くにあるのに。


　唇くちびるが重なった。


　やっぱり、こいつのキスって優やさしいよ。頭の中がふわふわしてくるみたいだ。でも、一度でいいのに、何度も何度もしてきてさ。


　結局、観覧車を降りる直前までキスをしていたんだ。


　でも、一いつ旦たん、降りてしまったら、今更、目を合わせるのが恥ずかしくてさ。もう宙に視線をさまよわせるようなことになった。


　それから、早瀬と廉太郎は一緒に車で帰るらしいから、僕は山之内と電車の駅に向かった。まあ、でも、別に一緒に帰ろうとかいう約束をしていたわけじゃない。ただの成り行きかな。そもそも、僕は山之内がどのへんに住んでるのか、あまり知らないし。


「諒……。俺の家に来ないか？」


　山之内はいきなり駅でそんなことを言い出した。


「何でおまえの家なんかに」


「嫌いやならいいが。ああ、俺が怖いのか？」


　そう言われると、何だか行きたくなってしまうのは、どうしてなんだろうな。もしかして、山之内に上手うまいことあしらわれてるんだろうか。情けない。


「……行く」


　ポツンとそう言うと、山之内はめずらしくにっこりという感じの笑えみを見せた。


　山之内は俺が行くと嬉うれしいのかな。そう思うと、妙みようにドキドキしてくる。


　誰だれかに好かれてるってのも、いいもんかもしれないなあ、なんて思ったりして。


　そして、やがて僕は山之内の家に着いたんだ。








　山之内の家の中に入って思ったことは、家族の人がいない、だった。


　絶対いると思ったから、ついてきたんだが……。


　いないなら、早く帰りたい。だって、山之内は危険な男だよ。キスひとつで僕を気持ちよくさせてしまうんだからな。


　家族のいない家の中で、もしそんな奴やつに襲おそわれてしまったら……。


　恐おそろしいことを考えてしまった。そんなことのないように気をつけよう。


「二階が俺の部屋だ」


　何の気なしに山之内につられてついていったが、部屋にベッドがあるのを見て、思いっきり動どう揺ようしてしまう。動揺も何も、今更だろう。というか、部屋にベッドくらいあるだろう、普ふ通つう。


「ど…どこに座ればいいんだよ？」


　動揺のあまり、わざわざそんなことを訊きいてしまう。


「廉太郎は、来るといつもそこにちょこんと座っていたよ」


　山之内が言ったとおりに、ベッドを背もたれにしてカーペットの上に座ってみる。


　ふと、僕は廉太郎の代わりなのかなって思った。いや、だって、そうじゃないか。こうして同じところに座ってみたら、すごくそんな感じがした。


　山之内は廉太郎が好きだった。でも、廉太郎は駄だ目めだった。だから、廉太郎の親友である僕に目をつけた。


　そうじゃないのかな。だって、いきなり僕のほうに山之内の目が向くのって、不自然じゃないか？　それまでは、全然そんな素そ振ぶりなんかなかったじゃないか。


「お茶だ」


　しばらくどこかに行っていたと思ったら、山之内は階下からそんなものを持ってきた。意外とマメな奴なのかもしれないな。


　そう思いつつも、廉太郎の身代わり説が僕の頭の中で渦うず巻まいて仕方がなかった。そんな僕の隣となりに山之内が腰こしを下ろした。訳もなくドキドキしてくる。


　山之内が肩かたに手を回してくる。


　ドキン。


　心臓が高鳴るけど、一いつ生しよう懸けん命めい、平気なふりをする。僕は怖くはないんだから。山之内なんか平気なんだから。


「諒……」


　何でムードたっぷりで囁くんだよ。僕はおまえなんか好きじゃないんだから。


　唇が重なろうとするのを、僕は必死で押し止とどめる。


「何故なぜだ？　観覧車の中ではさんざんキスをしたくせに」


「そうだけど……。山之内は僕を廉太郎の身代わりにしてるんだろう？」


　一いつ瞬しゆん、山之内は何も言わなかった。だから、やっぱりこれは当たっていたかな、と思った。けど、次の瞬しゆん間かんには、山之内は爆ばく笑しようしていたんだ。


「……そんなに笑うなよ」


「いや、おまえがそんな面おも白しろいことを言い出すとは思わなかったからな」


「違ちがうのかっ？　おまえ、廉太郎に同じようにキスを迫せまったんじゃないのか？　反論できるなら、してみろよっ」


　山之内はやっと笑いが治まったらしくて、ちょっとずれた眼鏡めがねの位置を直した。


「確かに同じ場所で同じように廉太郎にキスをしたよ。それは否定しない。しかし、おまえが廉太郎の身代わりというのは、ちょっとな。いただけない話だ。一体、どこからそんな話を思いついたもんかな」


「今ここで、だよ。本当におまえは、廉太郎と僕を混同してるんじゃないのか？」


「してない。というか、できないだろう。タイプが違いすぎる。性格も違えば、何よりおまえのその顔。廉太郎というより、早瀬似じゃないか」


　そう言われればそうだ。廉太郎と混同するよりは、早瀬と混同するほうが正しい混同の仕方（？）だと思う。まあ、そういうのがあればの話だけど。


「だが、そういうヤキモチも可愛かわいいものだな。余計に燃えるよ」


　何が燃えるんだと思ったら、いきなりキスをされる。


　反則だぞ！　いや、こういうのに規則はないから、反則だってないんだけど。でも、昨日のキスは反省したって言ってたくせに、いきなりするとは何事だと思う。


　でも、キスされてると、やっぱり気持ちよくなっていってさ。


　とりあえず、僕は廉太郎の身代わりとかでもなかったわけだし、こいつは紛まぎれもなく僕にキスしてるわけだよ。


　唾だ液えきが混じってる。気がつくと、それを汚きたないとも思わず、飲み込んでる自分がいた。


　さっきから何度もキスしてるんだ。山之内の舌の感かん触しよくとかもすっかり覚えてしまったみたいだ。夢中になって舌を絡からめてキスをしていると、山之内の手が僕の身体からだを撫なでていくんだ。肩とか、腕うでとか。


　いや、それも気持ちいいから、別にいいんだけど。


　だけど、それが僕の股こ間かんまで来てしまったんだ。


「やっ……」


　やめろと言おうと思ったら、またキスされてしまう。唇が塞ふさがれていたら、どうしたって、喋しやべれない。


　でも、ヤバイよ。山之内は僕のそこを意味ありげに撫でてさすって、それから軽く揉もむんだから。


「……馬ば鹿かっ！　何するんだよっ」


　やっと唇くちびるを離はなしてもらえて抗こう議ぎをしたが、すでにかなりいじられてしまって、そこの部分はすっかり興奮していた。


「元気じゃないか」


「余計なお世話だ！」


　だいたい、何のためにこんなことをするんだよっ。僕はこんなことしていいなんて、山之内に許したわけじゃないのに。


「ここじゃ、いろいろ不便だよな」


　山之内は僕の話を聞いてるのか聞いてないのか、よく判わからないが、そう呟つぶやいて立ち上がった。そして、僕をひょいと抱だき上げると、ベッドの上に移動させたんだ。


「なっ…何だっ？」


「何だって、今いま更さら言われても」


　山之内は僕のシャツの裾すそから手を差し込んだ。山之内の手が僕の胸を這はい回る。


「あっ……」


「ああ、ココがいいのか？」


　山之内は小さな胸の突とつ起きを指でいじった。


「いいとかじゃなくてっ。ビックリしただけだ」


「ふーん。どれどれ」


　山之内は楽しそうにそこを撫でる。気がついたら、僕はこいつにのしかかられてるじゃないか。


「ココ、先が尖とがってきてる。気持ちいいんだろう？」


「違う！」


　身体の中が熱くなってきてるけど、僕はそれを否定したかった。だいたい、こんな無理やりに身体をいじられてるのに、気持ちいいだろうって訊かれること自体が嫌いやだった。


　僕がしていいって言ってるならともかくとして。全然言ってないのにさ。勝手にキスして、勝手にいじって、気持ちいいだろうって言われるのは屈くつ辱じよくだ。実際に気持ちよくなってるから、また余計に腹が立つしさ。


　山之内はシャツの裾をまくって、胸を露ろ出しゆつさせる。いやまあ、胸って言っても、女とは違うからね。でも、意味ありげに撫でられたり、つつかれたりすると、何だか恥はずかしいよ。


　そして、挙あげ句くの果てに……。


　そこを舐なめてるんだよ。


「あ…あ……っ」


　何で僕の口からこんな声が出るんだろう。たかが、こんなところを舐められてるだけでさ。どうして感じなくちゃいけないんだよ。


　やがて、山之内の手が再び僕の股間に触ふれる。さっきよりずっと大きくなったそこに満足するように、撫でていく。


「嫌だ……っ」


　山之内はまったく無視だ。僕は嫌だって言ってるのに。


　そりゃあ、縛しばりつけられてるわけでもないから、そんなに嫌なら、勝手に逃にげればっていうのかもしれないけど、そんなふうに舐められたり撫でられたりしてると、動けないよ。


　だって、気持ちいいから。


　複雑だよ。嫌なのに、気持ちよくて反応してしまうんだ。


　せめて、こんな無理やりじゃなくて、僕をその気にさせてくれれば……。いや、もちろん僕は山之内とエッチなことなんかしたくないんだけどさ。


　ああ、頭が何だかふわふわしてきて、もう訳が判らないよ……。


　ベルトを外されてるみたいだ。そして、ズボンと下着が引き降ろされる。


　ハッと気がついて、僕はそこを手で押えた。


「隠かくすな」


「だって……」


　そりゃ隠したくもなるだろう。もう元気一いつ杯ぱいになってるそこを、山之内のような奴やつにじろじろ見られたくないって。


「見せろ」


　無理に両手を離される。隠したから余計に山之内は面白がって見るんだろう。だいたい、そんなに近くで見なくてもいいじゃないかって思う。


　山之内はさんざん眺ながめた後、そこに顔を近づけた。


「うわっ……」


　そんなところを舐められて、思わず叫さけび声を上げてしまった。


「色気のない声だ。もう少しいい声を出せよ」


「何言ってるんだっ。いい声なんか……あっ…ちょっ……」


　先せん端たん部分を舌で舐められて、まともな言葉なんか喋れなくなる。


　身体がもう最高に気持ちいいって言ってる。僕が頭で何を考えようと、それは身体と別なんだ。もう、どうしようもなく盛り上がっていくよ。


　僕が山之内にこんなことされてるなんて、何だか信じられないんだけど。


　拒きよ絶ぜつしたい気持ちと、快感に流されていく身体と、もうどっちが本当の僕なのか、判らなくなってくる。


　山之内はそこを口に含ふくんでしまった。


　そんな経験ないから、もうとんでもなく気持ちよくて、僕はあっという間にイッてしまっていた。何と、山之内の口に包まれて。


　でも、僕が悪いんじゃない。山之内が悪いんだ。僕に断りもなく、そんなところを口に含んだほうが絶対悪いに決まってる。


　何だか泣きたくなってくる。どうして、僕がこんなことに付き合わなくちゃいけないんだろう。


　山之内は静かに僕の足を開いていった。


「えっ……？」


　何でそんなことをされるんだろうと思った。でも、次に山之内が何をしたいのか、見当がついてしまった自分が嫌になる。


　山之内は僕を抱きたいんだ。


　廉太郎が早瀬としてるようなことがしたいんだよ。


　どうしよう……。ていうか、どうして僕がそういう相手に選ばれちゃったんだろう。


「山之内！　やめろよっ。僕はそんな気はないんだからっ」


「俺の口の中でイッておいてか？」


　それを言われると、ちょっと反論しづらい。


「でもっ……あれはおまえが勝手にしたんじゃないかっ。勝手にやっといて、責任取れだなんて、身勝手だよ」


「もちろん身勝手は承知だ。だが、俺はおまえを抱きたいんだよ」


　そんなふうにじっと目を見つめられて言われると、ちょっと弱い。いや、弱くなってる場合じゃないだろっ。


「だ…駄だ目めだって……」


「優やさしくする。気持ちよくもする。おまえの言うことを何でも聞いてやる」


　ホントかっていうようなことまで、山之内は言っている。確かに、ここまできて、やめろって言うのは、残ざん酷こくなことだってのは判る。


　でも……。でもっ。


　実際に抱かれるのは、僕の身体からだなわけだし、そう簡単にしていいよなんて言えるはずもない。そもそも、前ほど僕は山之内が嫌でなくなっていたけど、好きってわけでもないし。


　それなのに、安直に流されてしまって、いいもんだろうか。


「じゃあ、実験しよう」


　山之内お得意の実験ってわけか。


「どういう実験なんだよ？」


「一応、少しずつ丁てい寧ねいに試してみる。で、おまえが痛かったら、その時点でストップだ。痛くなかったら、最後までする」


　最後までするのか……。


　何だか、その言葉だけで興奮してきそうだよ。いや、もちろん、最後までされちゃ困るわけなんだけど。


「じゃあ、実験、だな。判った」


　どうせ痛いに決まってる。痛くなくても、絶対痛いって叫んでやるから、この実験は僕の勝利だ。ザマーミロ。


　山之内は僕をうつぶせにさせた。腰こしだけ高く上げさせて……こんなみっともない格好、一生恨うらんでやる。


　問題の箇か所しよにクリームみたいなものが丁寧に塗ぬられた。何だか塗られてると、気持ちいい。これは外側だけだし、中には何も入れられてないからだと思うけどさ。意外と、そこも気持ちいいもんだって、感心したりして。


　いい感じでしばらくそのあたりを撫なでられていたんだけど、ふと、そこに違い和わ感かんを覚えた。


　ドキッとする。


　僕が知らないうちに、すでに指が入ってきてるよ。先のほうだけ。


　ガーン。そんなにさり気なく入るとは思ってなかったよ。入れられたら、絶対、痛いって思っていたし。


　指が奥へと入っていく。


　どうしよう。全然痛くないし。


　それと同時に、ドキドキしてきてしまう。すごいことをやってるんだって気持ちが強くて、この先に何があるのか確かめてみたくなる。


　いや、この先なんて判わかってるじゃないか。そこまで行っちゃいけないんだって。


　でも、興味があるんだよ。もっとしてみたい。だって痛くないじゃないか。


　身体と心がまた喧けん嘩かをしている。だけど、痛くないものを痛いと言うタイミングがつかめなくて、ズルズルと深みにはまっていく。


　指が奥のほうに入ったり、出てきたり……。


　身体がおかしい。中のほうから快感がじわじわ広がっていく。このままじゃ、僕はとんでもないことをしてしまいそうだ。


　けど、どうしても止められないんだ。


「あ……あっ…あん」


　何だか判らないけど、甘ったるい声を僕が出してる。自分でも信じられないけど、勝手に口をついて出てくるんだ。


「もうやめるか？」


　山之内が指を引き抜ぬいて、僕に尋たずねる。


　僕は少し躊躇ためらった後、首を横に振ふった。


　やめられるわけなんかない。もう盛り上がるだけ盛り上がってるのに。


「後ろからがいいか？　それとも、前からがいいか？」


「え……？」


　何の話だろう。後ろだの、前だの。


「ま、いいか。せっかく気持ちよさそうだったから、このままいくか」


　さっきまで指が入っていた場所に、指でないものが当たっている。


　えっ、それって、まさか。


「力抜ぬけよ」


　グッと中に大きくて硬かたいものが押し入ってくる。ものすごく強引に。


「痛いっ……」


「我が慢まんしろ」


「そんな……っ。痛いって言ったら、やめるって……」


「それは実験の話。これは本番だろう？」


　そんなの詭き弁べんだ。ひどい。


　痛くて涙なみだが出てくる。僕は苦しくて目の前のベッドカバーを摑つかんだ。もちろん、摑んだところで、何の役にも立たないんだけどね。


　やがて、僕の中に山之内は自分のものをすっかり収めてしまった。


　ショックだ……。


　衝しよう撃げきに耐たえていると、山之内はそろそろと動き始めた。


　まだ心の準備ができてないのに…と僕は思った。が、さっきより何だか痛くない。慣れてきたんだろうか。そして、だんだん痛さよりも、快感のほうが勝ってきて……。


　とうとう、痛みなんか感じなくなっていた。もう、ただただ、気持ちいいだけで。しかも、前で勃たってるところを山之内がサービスみたいに刺し激げきしてくれて、もうダブルで気持ちいいんだよ。


　結局……。


　僕は快感に負けて、またイッてしまったんだ。もちろん、山之内も僕の中でイッてしまって、いろんな意味で僕はショックを受け続けた。








　その日、山之内に送られて、家に帰った僕は、ベッドでいろいろ考えているうちに、だんだん腹が立ってきた。


　嫌いやだって言ってるのに、僕の身体をおもちゃみたいに扱あつかってさ。最後は気持ちよかったから、いいじゃないかって顔をしたあいつが、僕は許せなくなっていた。


　気持ちよければ、何でもいいのか。そうじゃないだろう。


　しかも、この件に早瀬が口出ししてるところが、ますます許せなくてさ。


　次の日、廉太郎を呼びつけて、鬱うつ憤ぷん晴ばらしをしたけど、それでも、まだ足りなくて、僕はイライラしていた。


　夜になって、玄げん関かんのベルが鳴った。夜といっても、そんなに遅おそい時間じゃないから、相手を確かめもせずに僕はドアを開いた。


「あ……」


　僕をイライラさせてる当の山之内がそこに立っていた。


「何の用だよ？」


　冷たく言うと、山之内はいきなり僕に頭を深々と下げたんだ。


「昨日は……すまん。おまえの気持ちを確かめずに、あんなことをして……」


　ギョッとしたよ。ここは玄関口なんだよ。母さんも帰ってきてるし、こんな話、よそに聞こえても困る。


「ここじゃ何だから、上がれよ」


　仕方ないから、自分の部屋に通す。狭せまい部屋にベッドがあるから、もうベッドだらけの部屋って感じで、何だかすごく嫌なんだけど、他に座るところもないので、山之内をベッドに座らせる。それで、僕は勉強机とセットになってる椅い子すのほうに、向かい合わせになるように座った。


「言っとくけど、ここで何かするなよ。家族がいるんだから」


「判ってる。謝りにきたのに、そんなことはしない」


　山之内はきっぱりとそう言って、また僕に頭を下げた。


「すまん。本当にすまん」


　僕は何て言おうかと思った。ここであっさり許すと、付け上がりそうだったし、かといって、こんなに頭を下げてるのに、ツンツン怒おこってるのも馬ば鹿か馬鹿しいっていうかね。


「僕が何で怒ってるのか、判ってるんだ？」


「今日、廉太郎が来た。俺は廉太郎に言われるまで自分の間ま違ちがいに気づかなかったんだ。おまえが気持ちよさそうだっから、それでいいんだとばかり思ってた」


　やっばり。って感じだ。昨日の山之内はそんな感じだったもんな。


「早瀬がやたらとおまえとの仲を応おう援えんしていてくれて、あれこれとアドバイスしてきたんだ。そういうのがあって、身体からだが先でも心は後でついてくるもんだ、とか、もっともらしいことを言うから、つい乗せられてしまって。本当にすまなかった」


　なるほど。早瀬がね。あいつはやっぱり僕にとっては敵だよ。


　まあ、でも、廉太郎も役に立つんだね。それに、こうして謝るなんて、山之内もちょっとは見直したよ。僕はすっかり気分がよくなって、山之内に言った。


「顔、上げていいよ。そんなに謝られると、こっちが怒ってるのが馬鹿みたいだからさ」


「いいのか？　許してくれるのか？」


「まあ、今回だけ」


　偉えらそうな言い方だけど、山之内が下手に出ているのが気持ちよくて、そんなふうに言ってしまう。


「よかった。おまえに嫌きらわれたら、どうしようと思っていたんだ」


「……あのさ。僕のこと、そんなに好きなわけ？」


「好きだと言ったはずだが」


「うん。聞いたけど。身勝手なエッチをされたから、そんなに殊しゆ勝しような振る舞まいをされると、どっちが本当なんだろうって思うだろう？」


　山之内はちょっと笑った。


「こっちが本当だ」


　うーん。ちょっと怪あやしいかも。


「諒はどうなんだ？　俺のことはどう思っている？」


「さあ。よく判わからないな」


　そう答えると、急にがっかりした表情になる。まあ、自分でもこれは冷たいかと思うけど、好きだとかはまだ言えない。ひょっとしたら、そう言えるくらい、好きになれるかもしれないけどね。


「でも、少しくらい付き合ってやってもいいかな」


　これもずいぶん偉そうな言い方だ。


「うん。それで充じゆう分ぶんだ」


　山之内はそれで納なつ得とくしたらしい。


　何だか、そういう山之内が妙みように可愛かわいく思えてきたりして。不思議なんだけどね。


「じゃ、まあ、よろしくってことで」


「そうだな。よろしく」


　山之内は素早く僕の頰ほおにキスをした。


「あのなあっ……」


「ほっぺたならいいだろう？」


「だから、していいかどうか聞けって」


「じゃあ、諒の頰にキスしていいか？」


　う……。


　答えるほうが恥はずかしいじゃないか。これなら、突とつ然ぜんキスされるほうがマシだ。


「じゃあ、ほっぺたは許可なしでＯＫってことで」


　山之内はにっこり微笑ほほえんだ。


　そして、改めて、僕の頰にキスをしたんだ。





理り事じ長ちよう様さまのおしおき





水みず島しま　忍しのぶ
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